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			物理さんで無双してたらモテモテになりました⑧

			ｋｔ60

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			底本カバーデザイン・オグエタマムシ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			ＣＯＮＴＥＮＴＳ

			　

			第１話　高貴なるセシリア。

			第２話　その瞬間に意味が生まれた。

			第３話　ラクトの戦い。

			第４話　戦いが終わったら昂ぶってきたので……。

			第５話　アリシアちゃんが毒牙にかかりまくるお話[image: kao_15.png]

			第６話　工房を見て回るお話。

			第７話　工房を貸切りにするお話。

			第８話　武器製作・前編。

			第９話　武器製作・後編。

			第10話　とても大変だったので、アリシアちゃんにエロいことする。

			閑話　　シャルル＝ノイスタッド。

			第11話　ラクトがセクハラする理由・まさに外道編。

			第12話　今日も今日とてハーレムエロス[image: kao_03.png]

			第13話　ついにセシリアとひとつになるお話。

			第14話　セシリアちゃんとアリシアちゃん。

			第15話　戦いの前の訓練。～なにやってるのラクトさん～

			第16話　シャルルの訓練。

			第17話　リアの目覚め。

			第18話　ラクトさんの理性。

			第19話　リアは訓練をがんばる。

			第20話　リアちゃんの訓練とラクトの気持ち。

			第21話　主にカミーユとかリンディスとイチャつく。

			第22話　ラクトの訓練。

			第23話　安定のラクトさんと、めろめろなセシリアさん。

			第24話　戦いの始まり。

			第25話　強大なる敵。

			第26話　セシリアは討たれ、リアは敗れる。

			第27話　的中するは死の予感。～ライナティアス＝ミューレン・ミューレン～

			第28話　そのころのラクト。

			閑話　　シャルルは戦う。

			第29話　大いなる理不尽。

			第30話　彼が天使になったのは。

			第31話　なにも知らない第三者が見れば。

			第32話　苦しみの名前は、面影。

			第33話　決着。

			第34話　戦いも、セシリアの運命を変えるには至らず。

			第35話　戦い終わって・前編。

			第36話　戦い終わって・後編。～ユキの処女をいただいたりする編～

			最終話　そして――。

		

	
		
			第１話　高貴なるセシリア。

			　

			「爆兵になるのは、わたくしですわ」

			　オレは愕(がく)然(ぜん)とした。

			　つい先刻とは違う意味で、頭の中が真っ白になった。

			　セシリアの言っている言葉の意味が、まったく理解できなかった。

			「そもそもそれが――高貴なるフェアゲッセンの、高貴なる正統後継者の務めでございますわ」

			　それでもオレは理解を広げる。

			　透明なツララから生まれる滴(しずく)の染みが、白い布に落ちて広がっていくかのように。

			　ぽたり、ぽたりと理解する。

			　セシリアの言う正統後継者とは、家を継ぐ者ではない。

			　その家に伝わる役割を継ぐ者なのだ。役割を継いで、あとに継がせる者なのだ。

			　それと同時に、繋がった。

			　初めて会った時のこと。

			　コイツは囚人を爆兵に使うと言った。

			　それを平然と言えたのは、コイツが悪人だからじゃない。

			　ただ純粋に、少数の犠牲で多数の命が救えるのなら、少数は犠牲になるべきものであると考えているだけだ。

			　自分自身がそうだから。

			　ほかならぬ自分自身が、そういう星の下に生まれているから。

			　そうしてそれを、当たり前のことであると教えられて育ってきたから。

			　思いだされることもある。

			　オレと初めて会った時、アリシアは言った。『おねぇさまは、わたし以外のすべての人をコマのようにあつかうようなところがあった』。

			　それを言ったのはアリシアだ。

			　つまり『わたし以外』には、セシリア自身すら含まれていない。

			　自分自身がコマであるから、他人もコマと思ってしまう。

			　アリシアの態度も当然だ。

			　世界で一番敬愛している大好きな姉が、死を前提にした戦いにおもむこうと言うのだ。

			　いつも通りでいられたら、そっちのほうが狂ってる。

			　シャルルに冷たく当たったのは、言うなれば嫉(しつ)妬(と)だ。

			　自分自身、セシリアのために強くなり、それでも守るには届かない。

			　なのに自分よりも弱いシャルルが、自分と同じことを言う。

			　弱いのに。

			　大切な人のために、なにかできる強さがないのに。

			　なのに強くあろうとしてしまうシャルルに、嫉(しつ)妬(と)を覚えてしまったわけだ。

			　無理もない。

			　無理もない。

			　オレはアリシアを知っている。

			　アリシアがどれだけセシリアを慕(した)い、想ってきたのか知っている。

			　それが理不尽に命を散らしてしまうとなれば、平然としていられるはずはない。

			　それでも敵の強さを見つめて、そうするしかないと覚悟を決めた。

			　思考と記憶が、濁流のごとき勢いで流れる。

			　しかしそれらは、ひとつの感情に支配されてとまった。

			　即ち――怒り。

			「ふざけんなっ！」

			　感情のままに飛びだした声は、理性も知性も持ちはしない。

			　ただ同じ感情を、怨嗟のようにくり返す。

			「ふざけんな、ふざけんな、ふざけんな……」

			　どうしてここまでブチ切れるのか、自分でもわからない。

			　死を受け入れているセシリア。そんな形を作る運命。セシリアを失うかもしれない未来。

			　すべてがオレに怒りを与える。

			　付き合ってられない。

			　付き合ってたくない。

			　こんなやつらと。

			　こんなコイツと。

			　こんな未来と。運命と。

			　オレは座って話を聞き直したが、その感覚は変わらなかった。

			　セシリア曰く。

			　力を取り戻したルシフェールが、いきなりこちらの世界に戻ってくることはできない。

			　一段階目として、次元迷宮にある下位十層のうち、いずれかの壁を破らないといけない。

			　ただ十層では、範囲があまりに広すぎる。

			　だから一部の次元クラスタの壁を強化して、でてくるポイントを絞る必要がある。

			　壁の強化は、アリシアの役割。

			　オレたちに頼みたいのは、その護衛。

			　下層にいるモンスターを排除し、ルシフェールが入り込める次元の階層を限定させる。そして多大なエネルギーを使って強引に壁を破ったところを、セシリアとリミィ、そして学園内にいる者たちで叩く。

			　オレたちは、その作戦には参加しない。

			　先の映像で見た恐ろしい戦いに、オレたちは参加しない。

			　ほかならぬセシリアが、オレたちの参加を拒絶している。

			　拠点と尖(せん)兵(ぺい)を潰したあとは、報酬をもらって学園の外にでて、中のことは忘れてもいい。

			　ハッキリと、そう言った。

			　オレの脳裏につい先刻の、サインとか握手とかを求めてきた子たちが浮かぶ。

			　その子たちと、映像の殺されていった子たちが被る。

			　強かったオレに憧(どう)憬(けい)を抱いて、きらきらとした瞳(ひとみ)でいろんなことを質問してきたあの子たちが思いだされる。

			　オレが彼ら、彼女らを『いい子』だと言った時、アリシアが暗い顔をした理由もわかる。

			　誰かのために戦って犠牲になるのは尊いことだ。そう教え込まれた彼ら、そして彼女らは、淀むことなく喚くことなく、戦いにおもむく。

			　そうなるであろうことを、アリシアは知っている。

			　そういう教育があったことを、アリシアは知っている。

			　恐怖はあって未来もあって死にたくなくて、だけど違う誰かを死なさないため、生かすため。

			　弱い気持ちを必死に殺し、戦いにおもむくであろうことを。

			　アリシアは、知っている。

			　知っていながら、とめられない。

			　弱いから。

			　訓練を積んでも鍛錬を積んでも、運命を変えるほどの強さを手にすることはできず、この世でもっとも敬愛している姉と、無数の命を犠牲にしなければならないほどに、弱いから。

			　心の真ん中にぽっかりと穴が開いた。冷たい風が通りぬけてく。

			　オレが愕(がく)然(ぜん)としていても、アリシアの話はとまらない。

			　心の中で泣きじゃくりながら、表向きは冷静に話す。

			　ひとりひとりに紙を配って、説明を入れる。

			　入ってほしい階層の話。階層に住まうモンスターの話。

			　それらすべてを、調査ができた範囲で話す。

			　すべてが終わると質問はないかと全員に聞く。質問を受けた者たちは、報酬について尋ねる。

			　それについても丁寧に答え、静かに話を終えていく。

			　そして最後は、頭をさげた。

			「よろしく――お願いいたします」

			　途方もなく痛々しい、懇(こん)願(がん)の言葉。

			　大切な姉と無数の命を犠牲にするのが前提であればこそ、絶対に失敗はできない。

			　そんな意志の篭(こも)った姿。

			　細かい質問と確認を終えた者が、ひとり、ひとりと席を立つ。

			　唯一オレは、動けなかった。

			　時間をとめていたかった。時をとめていたかった。

			　オレが動いたその瞬間、今のお話が現実になってしまうような気がした。

			　リミィも静かに立ち去って、オレとライナとリアと、セシリアとアリシアだけが残る。

			　そしてセシリアが立ちあがり、オレへと言った。

			「真に価値のある生は、生きたいだけ生きるのではなく、生きなければならないだけ生きることであると言います。ラクトさまと永久の別れになってしまうのは残念ですが…………」

			　朗々と語っていたセシリアの瞳(ひとみ)に涙が浮かぶ。テレパシーを使えるリアの中に流れ込んだセシリアの想いと記憶が、オレのほうにも雪崩れ込む。

			　初めて会った時のこと、二回目に会った時のこと。

			　初めての日はオレの強さに屈辱を覚え、しかしオレが単独でクイーンに勝利したと聞くと、好意めいた感情を覚えた。尊敬の念もいだいた。

			　それなのに、再会した時のオレは自分のことを綺麗サッパリ忘れてた。

			　ひどいこともした。

			　ほっぺたをつねった。髪の毛を引っ張った。適当なことを言って、パンツを脱ぐ方向に誘導した。ほかの人にはやさしくしても、自分にはやさしくしてくれなかった。

			　その一方で、ダンジョンに潜っていた時のことも浮かんだ。

			　自分が危機に陥(おちい)った時は、颯(さつ)爽(そう)と飛び込んで助けてくれた。

			　オレが成り行きでさりげなくやったお姫さま抱っこが、セシリアの中ではとても貴重で温かく、大切な思い出になっていた。

			　走馬灯のように思い出を駆け巡らせたセシリアの瞳(ひとみ)から、涙がぽろりとこぼれ落ちた。

			　それでもセシリアは、涙をぬぐって言い切った。

			「出会えて幸せであったと、胸を張って言えますわ」

			　その顔に浮かべるは、寂しさを押し殺した微(ほほ)笑(え)み。

			　天使のように美しく、散りゆく花のように哀しい。

			　色のない寂しさが、オレの胸に去来した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　セシリアも立ち去った。オレとリアとライナに、アリシアだけが残る。

			　セシリアが去ったのに、オレは動く気になれなかった。

			　どうでもいい。セシリアなんか、どうでもいい。

			　そんな気持ちでいっぱいになった。そう思わなければ、やるせなかった。

			　と言っても、そこそこの付き合いがあった関係ではある。

			　拠点とやらのひとつを潰すぐらいのことはしてやる。

			　そう思い、立ちあがろうとした刹(せつ)那(な)。

			「ラクトさま……」

			　アリシアが、オレの近くに寄ってきた。

			　あらゆる感情を内包したかのような顔で寄ってきて――。

			　

			　地に頭をこすりつけた。
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			　侍がやるような、格式ばった土下座ではない。

			　腕もひたいも手のひらも、すべてを地に押しつけた、人としての尊厳を捨てるかのような土下座だ。

			　アリシアは、涙で濡れてかすれた声で言った。

			「おねぇさまを、お助けください……」

			　そしてアリシアは語り始める。自分にとって、セシリアがどういう存在であるのかを。

		

	
		
			第２話　その瞬間に意味が生まれた。

			　

			　セシリアの家――フェアゲッセンは、役割を持った貴族の家だ。

			　当初はあくまでルシフェールを封印するための家であったのが、次元迷宮から採掘される鉱石やジルを元手に商売を始め、今では迷宮とは関係のない分野でも力を発揮している。

			　ゆえにその婚姻は、厳密を極める。

			　高い魔力と、フェアゲッセンの名にふさわしい家柄が求められる。

			　血を保つため、近親婚がおこなわれることもあった。

			　その観点から言うと、アリシアは論外だった。

			　アリシアの父が行きずりの娼婦と作った、存在自体が忌避すべきような存在だった。

			　アリシアの母がアリシアを抱いて門を叩いて、この家の子であると言ったのである。

			　最初は否定した父であったが、アリシアの髪の色と瞳(ひとみ)の色に、宿しているマナが、女の言葉は真実であると言っていた。

			　父は母に金貨を渡し、他言しないように誓約の書を飲ませた。

			　他言をしようとした瞬間、本人の命を奪うものだ。

			　そして二度と関わらないよう、言い放った。

			　母親は、高く売れたと喜んだ。

			　アリシアの父がアリシアを引き取ったのには、深い事情があった。

			　アリシアの父は、第五夫人まで持っていた。

			　しかし子どもは、長兄のレイシアと、長女のセシリアしかいなかった。

			　特に愛情をかけていた、第一夫人とのあいだにはできなかった。

			　それがよりによって、ゆきずりの娼婦に――。

			　しかし同時に、体裁のためには必要な存在でもあった。

			　家を残さなければならない者にとって、後継ぎの少なさはそれだけで問題である。

			　多すぎるのも困りものだが、少なすぎても困る。

			　それゆえにアリシアは、表向きには第一夫人の子ということで迎えられた。

			　だが実際は、卑しい身分の女の子どもだ。父にも『母』にも愛はなかった。

			　使用人や周辺の貴族のあいだでも、そういう子だと噂が立った。

			　出自にまつわる証拠はなにひとつない。

			　血筋が正統であろうと流されるようなうわさ話が、アリシアに限って言えば真実であった――というだけだ。

			　人が悪意でふくらませていくうわさが現実となるようなあつかいを、父と『母』はアリシアに与えていた。

			　例えばアリシアが夜にさびしさを訴えた日でも、侍女に任せておしまいだ。

			　侍女が『母』を求めて泣きじゃくるアリシアの腹部を殴って大人しくさせても、傷が残らない程度であれば見ない振りをした。

			　さらにアリシアにとって不幸でもあったのは、父と『母』が純粋な悪人ではなかったことだ。

			　アリシアを愛そうとしたことが、ないわけではなかったのだ。

			　大切に思おうと考えたことが、ないわけではなかったのだ。

			　しかし理性で愛そうとしても、その本能がアリシアへの愛を拒んだ。

			　アリシアを愛せない自分に、強い怒りを感じたこともある。

			　そして怒りはアリシアを、疎ましいものと感じるようにしてしまった。

			　そう思い始めると、アリシアのすべてが憎らしくなる。

			　目つきが生意気である。人を小バカにしているような気がする。こちらの言うことをあまり聞かない。聞いてはいるが、渋々という感じが漂っている。

			　侍女がアリシアを殴るのはよくないことだが、アリシアにも責任がある。

			　それらはすべて、言いがかりである。

			　自身を責め続けることに耐えかねた脳髄が、自身の問題である愛せない原因を、アリシアの問題としてすり替えただけのお話である。

			　しかし人の感情は、不正確でありながら盲信されるものである。

			　顔を真っ赤にしながら自分は冷静であると言う人間は、本当にそう思っている。

			　アリシアの父母も、そうであった。

			　八つ当たりでしかないそれを、絶対の真実として疑わなかった。

			　アリシアを愛せないことを、アリシアの責任にした。

			　しかし悪人ではなかったのだ。

			　善人がゆえに自身の悪を受け入れることができず、アリシアを責めてしまっただけなのだ。

			　倫理上の悪が自分の中にひそんでいることを、認めることができなかっただけなのだ。

			　アリシアも、父母を憎んだりはしなかった。

			　というより、できなかった。

			　うわさ話で自分の本当の母親は低俗な血筋と卑しい人格の持ち主であったと知って、自分が悪いと責めたのだ。

			　愛されないのは自分が悪い。

			　愛されないのは自分が悪い。

			　抱きしめてもらえないのも、頭を撫(な)でてもらえないのも、髪を梳かしてもらえないのも。

			　みんなみんな、自分が悪い。

			　汚れた血を持つ自分が悪い。

			　どう考えても理不尽なそれ。しかし幼かったアリシアには、疑うだけの知識もなかった。

			　そんなアリシアも三歳となると、貴族が入る全寮制の女学院に入った。

			　獣人のアリシアは、成長も早い。

			　三歳ともなると、いわゆる『人』の六歳前後には匹敵する。

			　それでも三歳で入るのは、すこしばかり早いと言えた。

			　特別に優秀な子の場合は早く入ることもあるが、アリシアは別に優秀でもなかった。

			　むしろ愚鈍な部類であった。

			　与えられた課題をすぐにこなせるということはない。いつもうつむいて、もたついて、叱られ怒鳴られようやく最低限ができるような状態であった。

			　その原因は、周囲の環境であった。

			　いかに元がよかろうと、目的もないままやらされて、すこしでもミスをすれば叱られて怒鳴られる。だからミスをしないよう丁寧にすると、もたついてると怒られる。こんな環境で、うまくいくはずがない。

			　しかし周囲の者はすべて、アリシアが悪いと信じて疑わなかった。

			　アリシアは発育が遅い。隠さず言えば出来が悪い。だからこそ、早い時点でちゃんとした教育を――。

			　そんな麗句をくっつけて、父母はアリシアを学院に送った。

			　そんなアリシアであったから、学院のほうでも馴染めない。

			　そもそもうわさが広がっている。

			　うわさをするのは大人だけでも、その雰囲気は子どもにも伝わる。

			　表立ったいじめをすることはなかったが、存在していないものとした。

			　空気のような。

			　石ころのような。

			　道端に散らかっている枯れ葉のような。

			　そういうモノとしてあつかった。

			　誰ひとり、アリシアを必要な存在としてあつかわなかった。

			　アリシアはそのあつかいに、反旗を翻(ひるがえ)したりはしなかった。

			　自分へのあつかいを、悪いとか、ひどいとか、理不尽だとか思うことはなかった。

			　生まれた時からそうだったのだ。

			　生まれる前からそうだったのだ。

			　生まれた時から、生まれる前から、望まれたことが一回もない存在であったのだ。

			　深い海の底で生まれて育った小さな魚は、空に憧れることもない。

			　暗くて深い海の底が、世界のすべてであると思う。

			　アリシアも、それに近い存在だった。

			　唯一の違いは、アリシアは人間であったということだ。

			　それゆえにアリシアは、ただ純粋に、さびしい――と思った。

			　夜にはベッドでうずくまり、声を押し殺して泣いた。まぶしいものを見ないで済むよう、前髪を伸ばして目元を隠し、うつむいて毎日をすごした。

			　空気であることを誰よりもさびしがっていた少女が、それゆえ自分を空気に変えた。

			　そんな時、セシリアに出会った。

			　風のうわさで自分の妹がきたと聞いたセシリアは、アリシアのクラスにくるなり言った。

			『あなたが――わたくしの妹ですわねっ！』

			　そのまぶしさを直視できなかったアリシアは、うつむいてうなずいた。

			『あなたはどうしてそのように、うつむいていらっしゃるのですの?!　高貴なる家に生まれた者は、高貴に胸を張るべきですわ！』

			　当時七歳のセシリアは、その当時から大きかった胸に手を当て、偉そうに張った。

			　アリシアはうつむいたまま、声を振り絞って言った。

			『おねぇさまには、わかりません……』

			　声をだしたら、涙がこぼれた。

			『わたしの体を流れている血は、半分も汚れているのです。穢れた血を持っていないおねぇさまには、には……』

			　言葉にすると余計に情けなくなって、アリシアは泣きじゃくり続けた。

			　だがセシリアは、迷うことなく言い放った。

			『それのなにが問題ですのっ?!』

			　そして太陽のごとき、力強い声と姿で言い放つ。

			『確かにそのお話が真実でしたら、あなたのご半分は高貴ではございませんわ！　しかしそれでも、わたくしの半分も高貴ですのよっ！　わたくしの半分ほどもあるのでしたら、太陽も焦がせますわっ！！！』

			　この当時からセシリアは、頭がちょっとユニークで、知能が気の毒な子であった。

			　

			　そしてアリシアは笑った。

			　それはもう、生まれて初めてのことだった。

			　その瞬間に、意味が生まれた。自分が世界に生まれた意味が。

			　その瞬間に、大好きになった。セシリア＝フェアゲッセンという、自分の姉が。

			　可能な限りセシリアにくっついて歩き、無理を言ってセシリアの部屋に入らせてもらった。

			　夜になると、セシリアに抱きついて眠った。

			　セシリアの体に腕を回して。

			　セシリアの胸に顔をうずめて。

			　頭の後ろを、よしよしと撫(な)でてもらったりした。

			　ふたり切りになった時には、くっついていないことのほうが珍しかった。

			　セシリアと同じ学年にあがりたい一心で、いろんなことを学んだりもした。

			　特に錬金術の才能には目を見張るものがあり、『さすがフェアゲッセンの子だ』と言われた。

			　ただそれは、あまり認めたくないことでもあった。

			　アリシアにとってフェアゲッセンは、自分を苦しめた家の名だ。

			　一方で、否定できるものでもなかった。

			　世界で一番大好きな姉と引き合わせてくれたのも、フェアゲッセンだ。

			　セシリアをセシリアにしてくれたのも、フェアゲッセンだ。

			　くるくる回るコインのように、複雑な気持ち。

			　表になった次の瞬間、裏の顔を覗かせる。

			『さすがはリーシャ！　わたくしの妹ですわねっ！』

			　しかしそんな複雑な気持ちも、セシリアの一言で吹き飛んだ。

			　フェアゲッセンである自分のことは嫌いだが、セシリアの妹である自分は好きだ。

			『おねぇさま……』とくっついた。

			　父にも、『母』にも、親切なおじさんとおばさんと思って感謝するぐらいのことはできるようになった。

			　ふたりの自分への対応は、親だと思うから冷たい。

			　ヨソのおじさんとおばさんがしてくれたことだと思えば、感謝以外のことはできない。

			　そう思う、余裕もできた。

			　そしてセシリアが一〇歳――人間で言えば、十五に近い区切りの年齢――に達した日。

			　アリシアとセシリアは家に呼ばれた。フェアゲッセンの家の役目と、セシリアが果たすべき使命を聞いた。

			　周期から言うと、セシリアの代で復活する可能性が濃厚であるとも聞いた。

			　次元を破壊する規模の魔法は、若く気力が充実している時でなければ発動できない。

			　長兄は、純粋に家を守る必要がある。

			　ゆえに自らの命と引き換えにルシフェールを封印する役は、セシリアが担う。

			　アリシアは、セシリアの予備。

			　どうして予備になるのかと言えば――。

			　

			　アリシアの実母に、魔法の素質がなかったからだ。

			　

			　それは生まれて一度も人を恨んだことのないアリシアが、唯一恨んだ瞬間でもあった。

			　予備でも四代目フェアゲッセンのアストラ＝フェアゲッセンが開発した伝承の法を使えば、セシリアに等しい力は持てる。

			　ただそれは、『伝承の法をかけた者が死んだ場合、事前に登録していた相手に力のすべてを受け渡す』という性質のものだ。アリシアからすれば、ないに等しい。

			　さらにその時アリシアは、震えるセシリアを見た。

			　表向きは気丈に振る舞い、自身の役割に誇りを抱き、しかし手が、ほんのわずかに震えてた。

			　そんなセシリアを見るのは、生まれて初めてのことだった。

			　絶望にひしがれたアリシアは、しかし諦めはしなかった。

			　自分を鍛え、過去の文献を漁り、命を費やさずとも相手を封印できる方法がないか探した。封印ではなく、倒す方法がないか探した。

			　けれども、すべては無駄だった。

			　過去のフェアゲッセンにも、運命に抗おうとしていた者はいた。それの中には、当主に次ぐ天才と名高い七代目、ベルトラ＝フェアゲッセンの名もあった。

			　彼は妹であるリリシアを救おうとして、ありとあらゆる研究をしていた。

			　それの中には罪のない人間で『実験』をするような、非人道的なものもあった。目を覆(おお)いたくなる狂気と、それでも食い入ってしまう天才的な術法理論の数々が記されていた。

			　その天才でも、妹を救うことはできなかった。

			　自分が一メートルを跳ぶのに苦労している横で、空の中に溶けていくかのごとき飛翔を見せる天才がいた。自分が挑もうとしていた壁は、その天才ですら乗り越えることができなかった。

			　圧倒的な絶望感。

			　受け入れがたい虚(きよ)脱(だつ)感。

			　途方もない悲しみ。

			　それでもアリシアは懸命に生きた。今まで以上に、セシリアにくっついて甘えた。

			　優秀な人材を呼んで、難易度の高いダンジョンや階層の探索を頼むこともした。

			　長らくそれを続けていると、使命の話が幻想のように思えたりした。

			　地震の話を聞いた直後、地震に備えたたくわえを買い集めた者が、一年、二年となにもなかったことを理由に、それを忘れていく感覚にも似ていた。

			　あまりに辛い現実だから、心が忘れたがっていた――という側面もある。

			　いつかは覚める幻想であることを無意識の底で感じながらも、気づいていない振りをした。

			　しかし探索に出向いたライナが遭遇したという強敵――次元間の渡航者と呼ばれる魔物――の話を聞いて、背筋が凍った。

			　それは文献に残されていた、ルシフェールの尖(せん)兵(ぺい)とそっくりであった。

			　討伐が終わったあと、アリシアはユキに樹海マップの探索を依頼した。

			　過去の文献によれば、そこは高い確率でルシフェールが拠点を作るところであったからだ。

			　そこに拠点らしきダンジョンがなかったら、渡航者はただの偶然。杞憂であると思えた。

			　だがユキは、樹海マップで塔を見つけた。

			　意識が一瞬、虚(こ)空(くう)に消えた。

			　自分がいったいどうするべきか。なにをすべきかわからなくなった。

			　それでもすがるような想いで、塔の内部を探索した。

			　初代フェアゲッセンが作ったと言われる次元迷宮には、謎も多い。だから奇妙なダンジョンができても、ルシフェールの尖(せん)兵(ぺい)がいるとは限らない。

			　しかしながら、現実は――。

			　アリシアはもう、なにをどうすればいいのかわからなかった。

			　セシリアのことは失いたくない。セシリアの誇りを穢したくもない。

			　ルシフェールの再封印をためらって、正規の作戦よりも多い数千、数万の命を犠牲にするわけにもいかない。

			　悩むと思い浮かぶのは、天草ラクトの存在だ。

			　雲のごとき高みの強さを持っているラクトに頼めば、あるいは――と思った。

			　一方で、強いためらいもあった。

			　ルシフェールの封印は、フェアゲッセンの役割だ。

			　補助や補佐ならばともかく、撃破そのものを頼んでもよいのか。

			　ほかならぬ自分自身が『倒すのは不可能』と思っている敵を相手に、そんなことを頼んでいいのか。犬死にするかもしれないというのに、頼んでもよいのか。

			　いいはずがない。いいはずがない。

			　頼んでもいいのは、補助や補佐まで。それ以上、それ以上は絶対にいけない。

			　ひたすら自分に言い聞かせ、セシリアの犠牲を受け入れようとした。

			　それなのに、セシリアが泣いた。

			　今まで一度も泣いたことのない姉が、死への恐怖に怯えて泣いた。

			　それを見たアリシアは、頭がぐちゃぐちゃになった。

			　理性も知性も常識も捨てて、最後の希望――天草ラクトにすがるしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「申し訳ございません……。申し訳ございません……。それでもおねぇさまを、おねぇさまを…………ひぐっ、うっ、うっ」

			　地に頭をこすりつけたアリシアが、うわ言のようにくり返す。

			「アリシア」

			　オレはアリシアの顔をあげさせ――。

			　

			　パンッ。

			　

			　ほっぺたを叩いた。

			　もちろん力は入れてない。ともすれば愛(あい)撫(ぶ)にも見えるぐらいに、軽く叩いた。

			「今叩いたのは、苦しかったクセに黙ってた分だ」

			　そしてアリシアを抱きしめる。

			　抱いてると、オレがセシリアにイラついた理由もわかる。

			　オレは自分が思っている以上に、セシリアを大切に思っていたのだ。

			　健気で素直でかわいいところもあるのだが、致命的なアホの子。

			　そんなふうに思っていたのが、いつごろからか――。

			　

			　致命的なアホの子だけど、健気で素直でかわいい少女。

			　

			　そう思うようになっていた。

			　イライラの正体を端的に言えば、『アホのセシリアのクセに、オレのセシリアを粗末にあつかいやがって』ということになる。

			　奇妙であるとは、我ながら思う。だけど正直な気持ちだ。セシリアの分際で、オレのセシリアを大切にしないことは許されない。

			「ひぐっ……、うっ、うっ……」

			「実際オレが倒せるかどうかなんてわからないけど、言ってくれなきゃ可能性も生まれない。いっしょに悩んでやることもできない」

			「ラクトさま……」

			　アリシアはオレの背中に腕を回して、胸元に顔をうずめた。

			「申し訳ございません……。申し訳ございません…………」

			　またもうわ言のようにくり返し、すすり泣く。

			「アマクサ……」

			　ライナが声をかけてきた。眉尻をさげて目を伏せて、すまなそうに言葉をつむごうとする。

			　ライナがなにを言おうとしてるか、オレは敏感に察した。

			「反対なんだろ？」

			「…………」

			　ライナは無言でうなずいた。

			「わたしとて、数多の命を犠牲にすることを前提とした戦術は好まん。しかし今回の敵は、あまりにも強大すぎる」

			（………こく。）

			　ライナが言うと、リアもうなずく。

			　実力者のふたりから見ても、それほどに強力なのが今回の敵だ。

			「わたしも、そう思います……」

			　さらに当のアリシアまでもが、そんなふうに言ってくる。

			　オレは言った。

			「そう思うなら、協力してくれ」

			「……？」

			「オレ自身、今回の敵がヤバイような気はしてる。だから分が悪いだけのギャンブルなのか、ギャンブルにすらならない特攻なのか、確認するのに協力してくれ」

			　そしてオレは、考えていることを言った。

			　アリシアとライナが絶句する。

			　それは途方もない『実験』であったが、目的を考えれば理に適っていた。

			「それでオレが失敗したら、セシリアのことは諦めるよ」

			　最後はその一言が決め手となって、それはおこなわれることに決まった。

		

	
		
			第３話　ラクトの戦い。

			　

			　つい先日に、学園武芸会がおこなわれた闘技場。

			　そこでラクトは佇(たたず)んだ。

			　相対するは、リアとライナと――。

			　

			　学園の生徒六〇〇人。

			　

			　ルシフェールの存在は伏せて、訓練という名目で集めた。

			「正気とは思えんな……」

			　ライナがつぶやく。

			「でも間違ってはいないだろ？　問題の相手は、六〇〇人を相手に戦っていたんだから」

			　しかもそれで討ち取れたのは、みっつある心臓のうちのひとつだ。それに対(たい)峙(じ)するのなら、リアとライナを合わせた六〇〇人の軍団に勝てる程度の力はないといけない。

			（んっ………！　ふんっ、ふんっ！）

			　逆にリアはけっこうやる気だ。両の拳をグッと構えて、蹴りの素振りとかをしている。

			　リアは微妙に、戦闘民族なところがあるのだ。

			「本日の彼らと――彼女たちは、わたしが実際に戦いをお願いしようと思っていた方たちです。半分以上の方々が、武器やアイテムの補正も含めて、Ｃランク以上の力を持っています。

			　戦いの理由は、強大なる敵を想定した模(も)擬(ぎ)戦――ということにしております」

			　Ｃランク。

			　それは一流。または一人前の証だ。

			　そこそこの才能を持っている人間が、一〇年近い経験を積んで辿りつくような位置である。

			　それが六〇〇人とは、なかなかに壮観である。

			　ひとりひとりが真(しん)摯(し)に生きて、自らを鍛えあげてきた者だけが持つ輝きを放っている。

			（犠牲にはできねーよなぁ）

			　オレは構えた。全身の気を充足させて、全神経を研ぎ澄ます。

			　息を吐く。意識を空間に溶かす。

			　戦いの開始の合図も待たず、ライナが突っ込んできた。

			　銀色のポニーテールを風になびかせ、一直線に突撃(チヤージ)。

			　タンと地を跳ね、回し蹴りを撃ってくる！

			「フンッ！」

			　オレは右腕を立てて、真っ向から受けた。

			　滞空しているライナを見やる。気配と筋肉の動きから、今度も回し蹴りのような気がした。

			　オレは左腕を立てて、ガードの準備を整えつつも反撃を――。

			　しようとしたが、右目が視界の隅にいたリアを捉えた。

			（んっ！）

			　リアが両手をグイッと押しだし、遠距離からの空圧砲をぶっ放してくる。

			　オレは咄嗟に腹筋を固めた。

			　砲丸を受けたかのような衝撃が、オレの腹にやってきた。

			　足場が衝撃に耐え切れず、オレは激しく後ろに押された。

			「豪炎部隊、構えぇ！」

			　ライナとリアの二〇メートルほど後方にいた部隊が、一斉に弓を構えた。

			「放てえぇ―――――――――――！」

			　視界と空が、炎で埋まった。

			「オラァ！」

			　オレは地面をぶっ叩く。土を跳ねあげバリアを作り、炎を防いだ。

			　しかし炎の魔法の中に紛れて、油が詰まったビンをくくりつけた矢もあったらしい。周囲を火に囲まれた。

			　しかも――。

			「ヒヒャッハー！」

			　火の海の奥から、二刀の剣士が切りかかってきたっ！

			　武芸会にも参加して、シャルルを苦戦させていたやつだ。

			　オレは左の剣を手(しゆ)甲(こう)でいなし、右の剣を仰け反って回避する。

			「サラマンダーセットを身に着けていれば、多少の火なんてヒャッハーなんでナァ！」

			　乱撃が飛んでくる。無数のフェイントを織り交ぜたそれは、コンマ一秒に一〇の斬撃を放つかのごとし勢いであった。

			　それでも斬撃を放つ剣は、二本しかない。

			　オレは二対の斬撃を、両手の人差し指と中指で止めた。

			　剣をパキリとへし折って、ガラ空きのボディに蹴りを打ち込む。

			「ガッ――」

			　男は派手に吹き飛ぶが、足への手応えは鈍かった。事実男を見上げると、破れた衣服の腹の部分に、頑丈そうな皮のヨロイが見えている。

			「言ったロォ！　オレ様は、サラマンダーセットを身に着けてるってヨォ！」

			　男がナイフを八本取りだし、投げてくる。

			　ヘビのように婉曲的な軌道でありつつ、しっかりオレを狙ってる！

			　しかし男が狙った位置に、オレはもういない。男の背後に回ってる。

			　首筋に手刀。男の意識を一瞬で奪う。

			　まずひとり。

			　それと同時に黒い気配。黒いビームライフルのごとき輝きを放つ、ライナの拳銃砲。

			「ラアッ！」

			　オレは腕でバチッと弾いた。

			　ライナは再び連射してくる。オレは宙で身を翻(ひるがえ)し、回避して着地する。

			　それと同時に、炎の中から三人の影。無音と無言で剣を振りあげ、切りかかってくる。

			　オレはグッと膝を曲げ、二本の斬撃を回避。同時に背後に肘を放ってひとりを撃破。

			　回し蹴りをぶっ放し、残ったふたりもぶっ放す。

			（んっ………！）

			　リアの作った十八を越える空圧の矢が、一直線に飛んでくる。

			　オレはガードを固めて受けた。

			　ズガガガガ。雨だれのような衝撃。炎の壁の影響か、威力のほうはあまりない。

			『凍て朽ち果てて凍(とう)土(ど)と変われ！　氷塊圧殺刑(アブソリユートキユーシヨン)！』

			　しかし足がとまったその瞬間に、氷塊が落ちてきた。数十人分の魔力がこもった、一軒家ぐらいはありそうな塊だ。

			　前後左右は炎の壁で、逃げ場はない。

			「ラアアッ！」

			　オレは拳を振りあげて、氷塊をぶん殴った！

			　重い衝撃。鈍い衝撃。

			　足場がピシリとヒビ割れて、氷塊もヒビ割れて――。

			　

			　砕けた。

			　

			　砕けた氷は地に落ちて、炎の壁と混じわった。白い蒸気が舞いあがる。

			　視界を失ったオレに向かって飛んでくる、大魔法、大魔法。

			　幾数本もの巨大なツララに、炎と雷撃の雨。炎の雨で溶けた氷が水に変わって足場を濡らし、雷撃の通り道を作る。

			　オレは瞬時にあたりを見回し、濡れていない足場に向かって跳んだ。

			　オレの立っていた場所に雷撃が集まって、土が弾ける。

			　並のやつが食らっていたら、一瞬で黒焦げだ。

			　しかし安(あん)堵(ど)の隙はない。

			　オレがそこに立つことを予測していたかのように、ライナが突っ込んでくる。

			　ライナと戦うのは三回目だが、今回も楽しい。

			　洗練されたライナの技術は可(か)憐(れん)で華麗で美しく、見(み)惚(ほ)れるほどに壮麗だ。

			　状況が許すなら、いつまでも戦っていたいとさえ思う。

			　しかしライナは勝ちにきている。跳ねたライナにオレが拳を入れようとしたら、オレの拳を足場に代えて、宙返りして離れた。

			　リアの空圧の矢が飛んでくる。大魔法が連発される。二〇人分の魔力が篭(こも)っている炎の竜巻。風の刃。

			　単調にしてシンプルな作戦であるが、それゆえに強い。

			　複雑な要素を必要としないため、ミスが起きない。

			　二時間でも三時間でも、戦い続けてやるという意志のある戦術だ。

			　紛れもない、『本物』の集団である。

			　かと言って、オレも負けるわけにはいかない。

			「ラアッ！」

			　気合いを込めて地を蹴り走り、魔法を展開させようとしていた一団に突っ込む！

			　身長ほどもあるタワーシールドを持った、前衛部隊が前にでてきた。

			　オレはまとめて吹き飛ばすべく、さらに加速を――。

			　入れようとした直後、足からカチッと音がした。

			　状況。感触。状態から言って、これは――。

			　

			　地雷。

			　

			　背筋が凍るのを感じたオレは、加速を殺さず前に突っ込む。

			　地雷がコンマ〇・〇一秒の間を置いて爆発するまでのあいだに、一歩でいいから先へと進む。

			　爆発と衝撃が、背中と足と肩にくる。

			　けっこう効いたが、前にでていたおかげでなんとかなった。

			　前方にいたシールド集団をふっ飛ばし、魔術師の一団に迫る。

			　詠(えい)唱(しよう)の間は与えん！

			　しかし詠(えい)唱(しよう)の間がないと見るや、杖を構えていた連中は、片手式のボウガンを撃ってきた。

			　状況の判断、切り替えは見事。

			　しかしオレに言わせれば、ボウガンなどは紙飛行機と変わらん。

			　腰の剣を抜いて払って、一団の中を駆け抜け走る。

			　乱戦になった。

			　こうなると、数の利は薄い。

			　魔法にしても武器にしても、迂(う)闊(かつ)に振るえば味方を殺す。

			　同士討ち覚悟の攻撃をしても、仲間がクッションになってしまう。

			　オレは範囲に入った相手を、手当り次第に切り伏せ殴り、数をガンガン減らしていった。

			　二〇人一組の魔術師団と、護衛部隊の一〇人をぶっ飛ばす。

			　そしてライナが突っ込んでくる。

			　乱戦の中では『事故』があるので迂(う)闊(かつ)なアタックは仕掛けられないライナだが、一対一なら話は別だ。深入りしない範囲で、オレの足をとめてくる。

			　激しい乱撃の末に、ライナは両手を、竜の口のように重ねた。

			「苛烈に食らえっ！」

			　至近距離から黒い竜。仰け反って回避する。

			　カウンターを入れようとしたが、ツララの束が、横殴りの雨のように突っ込んでくる。

			　うががががががが！

			　キツイ！

			　ガードはしても吹っ飛ばされる！

			　それでもオレは受け身を取って、素早く立った。

			「ハアッ！」

			　気合いを込めて、状況を確認する。

			　部隊がひとつ壊滅させられ、陣形を変えたらしい。

			　オレを包囲するような形で分散していたのが、ライナとリアを前にして、控えるような形を取ってる。

			　数の利を生かすなら、悪くない陣形だろう。

			　けど――。

			　オレは地を蹴りタンッと駆ける。ライナが突っ込んでくる一歩手前で立ちどまった。

			「錬金術奥技……」

			　地面の中に指を入れ、渾身の力を込めて――。

			「地盤返しいぃ!!」

			　畳み返しの要領で、足場の土を跳ねあげるっ！

			　巻きあげられた土砂壁が、茶色い壁のごとき質量を持ってライナたちへ向かうっ！

			「かっ……、苛烈に食らえ！　ヴァイズドラゴン！」

			（んっ………！）

			　ライナとリアが、魔法で作られた竜をぶっ放してくる。

			　ライナはいつもの黒竜で、リアは空圧でライナをまねした、まねっ子ドラゴンである。

			　後方の魔術師たちの援護も加わり、オレの奥技は破られた。

			　しかし錬金術師の放つ奥技は、隙を生じさせぬ二段構えだ。

			　見た目と規模がド派手な地盤返しは、どう足掻いても注意が一点に向く。

			　錬金術師は、その隙を逃さない。

			　ライナも含めた全員が、地盤返しを相殺するのに気を取られていたその隙に、魔術師団の側面を突く。

			　沸きあがる動揺の声。飛んでくるボウガンの矢。

			　オレは剣を引き抜いて、銀(ぎん)閃(せん)を煌(きら)めかす。

			　右に薙(な)いで左に薙(な)いで、地面を殴って地揺れを起こし、剣を振りあげぶっ飛ばす。

			　途中で剣がパキリと折れたが、相手の武器を奪って続ける。

			「この世のすべてを苛(か)烈(れつ)に食らえ！　グーラーファング・エタンドルドラゴン!!」

			　そこにライナが、自身最大の奥技をぶっ放してきた。

			　威力と範囲が凄まじい代わりに詠(えい)唱(しよう)時間も長く、実戦で使われることは稀にしかない技だ。

			　味方も派手に巻き込んでいくが、今はオレを放置するほうが危ない。

			　そのあたりの切り替えと判断は、さすがライナといった感じだ。

			　しかも背後から三人が、オレに向かって切りかかってくる。

			「くっ――！」

			　オレは剣を後ろに振るって、ふたりを一気に切り飛ばす。

			　しかし三人目を切り飛ばす前に、剣はパキィン――と折れてしまった。

			　男が組みついてくる。オレは素早く引き剥(は)がす。

			　けど遅い。剥(は)がしたのとほぼ同時、ライナの黒い竜がきた。

			　オレは背丈の三倍はありそうな竜に飲まれる。

			「グッ――！」

			　オレは腕をクロスさせ、必死に耐える。

			　ライナの漆黒のマナは、触れたものの気力や体力を奪う性質がある。それで作られた竜は、本当にヤバイ。霰が乱れ散る吹雪にいるかのような、断続的な痛みが全身を襲う。

			　なんとか耐えた。

			　しかし足がグラりとふらつく。

			　ライナと戦うのはわりと好きだが、この感覚だけは慣れそうにない。

			　そのタイミングでリアがくる。

			　キリッとした顔で、拳と拳とハイキック。そして最後に回し蹴り。

			　動きのキレは悪くない。

			　しかしライナに比べると、全体的に荒っぽい。

			　ただオレが反撃に移ろうとすると、キッと睨んで小さな衝撃波を飛ばしてくる。

			　オレとリアの距離が離れる。ここぞとばかりにボウガンの雨。

			　オレはぐるりと旋回し、折れた剣で薙(な)ぎ払う。

			　さらに剣士が、切りかかってきた。

			　誰かがやられるのを前提にした、十六人での一斉突撃。

			　八人で作られた円を二重に描くそれを、上に跳んで回避する。

			　特大のツララに、極大の炎が飛んでくる。

			　右にツララで、左に炎だ。

			「ラアッ！」

			　オレはツララを手刀で砕き、炎のほうをジロリとにらみ――。

			「ハアッ！」

			　気合いで飛ばす！

			　着地際には地面を殴り、接近していた剣士三人をふっ飛ばす。

			　飛んでくる斬撃を寸前で回避して、殴って殴ってぶっ飛ばすっ！

			　全員飛ばして息を吐き、状況を見直した。

			　相手の数は最初の半分。数字で言えば三〇〇ほどだ。

			　このままじゃ、確実に勝てない。

			　そう――このままじゃ。

			「ハアア…………アアッ!!」

			　オレは気合いを込め直し、ギアをあげて突っ込んだ。

			　一段変わったオレの動きに、戦っていた全員の目の色が変わる。

			　有名な話だが、人が普段だしている力は、全力ではない。

			　オレとてそれは、例外ではない。真面目に戦ってはいたが、自分が壊れない範囲の――三割ぐらいの力での本気だ。今はギアを一段あげて、五割ぐらいの力をだしてる。

			　相手が六〇〇人を意にも介さない存在であった以上、余力を残して勝てなければダメであろうと思っていたのだ。

			　それでも五割ぐらいなら、まぁいいだろう。

			　相手は弱っていたこともあり、五割のオレには敵わなかった。

			　それでもなんとか粘っていたが、オレのほうが三段上だ。

		

	
		
			第４話　戦いが終わったら昂ぶってきたので……。

			　

			　戦いが始まってから三時間。

			　オレの右手が最後のひとりの胸元を打つと、彼は光の粒子に変わった。

			　これで残るは、リアとライナのふたりだけだ。

			「これ以上は、やるだけ無意味でありそうだな」

			　疲労も限界だったらしい。ライナはだらりと構えを解くと、地面に座った。

			（ん………。）

			　リアもぺたんと、あひる座りで地面に座り、両手をついた。

			　とっても疲れているらしい。瞳(ひとみ)は眠たげな半眼で、うつらうつらとしている。

			「さすがです……。ラクトさま」

			　アリシアが寄ってきた。オレが戦うと決まったせいか、申し訳なさそうにうつむいている。

			　もしオレが、『気が変わったから戦わない』と言っても、それはそれで受け入れそうだ。

			　本当にいい子だ。

			　しかしそういうアリシアだから、力になりたいと思うのである。

			　オレはアリシアの頭を撫(な)でた。

			「はにゃあぁん……」

			「それにしてもキミというやつは、わたしとリアのふたりに加えて、アリシア＝フェアゲッセンが揃えた精鋭六〇〇人にも勝利してしまうとはな」

			「そうは言うけど、リアもライナも、あんまり本気じゃなかったろ？」

			「そのようなことは……」

			「あったよ」

			　否定しようとしたライナに、オレは声を被せてやった。

			「今回の戦いでライナがだしていたのは、理性の範囲でだせる本気。本気で誰かを守りたいとか、殺したいとか、死にたくないとか、そういう気持ちがだしてくる気持ちじゃない」

			　それはやっぱり、『オレが負けたら、セシリアを諦める』という条件のせいだ。

			　リアとライナからしても、セシリアは顔見知りである。

			　見殺しという選択が、好ましいはずはない。

			　一方で、オレのことも大切だ。天秤にかけるなら、オレということになる。

			　表にでてくる意識としては、オレを倒すのに全力。

			　だけど心の裏側で、本気の自分たちを倒してほしい。

			　それだけの強さがあることを見せつけてほしい。

			　そんなふうにも、思ってたわけだ。

			　ゆらぐ天秤の上でだせる範囲の本気では、オレに届くはずはない。

			「どちらにしても……さすがです」

			　アリシアはくり返す。その声音には、陶酔めいた感情が込められているようにも見えた。

			　実際ほっぺや肩に触れても頬を染めるばかりで抵抗はなく、オレは思った。

			　セックスｏｋの顔だ。

			　シャルルだったら一日二十四時間。ライナとかでも二、三日に一回は見せる顔だ。

			「アリシア」

			「はい……」

			「戦うにあたっていろいろ準備しておきたいんだが、手伝ってくれるか？」

			「わたしにできることでございましたら、なんでもおっしゃってください……」

			「それじゃあ、学園長室で待ってて。オレはライナとリアをベッドに連れ込んで、ギシギシやってから行くから」

			「それは……、あの……」

			　アリシアは戸惑うが、オレは爽やかに言った。

			「とてもいやらしいことさ（キラッ☆）」

			「キミはバカかっ?!」

			「えっち………。」

			　ライナが叫び、リアは頬を赤くしてもじもじとした。

			　アリシアも、イメージしてしまったらしい。うなじまで赤くなり、自身の顔を両手で覆(おお)う。

			「それは現在、やらなくてはいけないことなのですか……？」

			「真面目に戦ったあとってのは、どうしても昂ぶるんだよ」

			「それでも……今やらなくてはならないのですか……？」

			「オレにとってエロいことってのは、植物にとっての水と太陽だからな。二十四時間やってるぐらいが、むしろ自然で当たり前なぐらいだ」

			「そんな自然があってたまるかぁ！」

			　ライナが叫んだ。

			　だがアリシアは、オレの手前にペタンとしゃがんだ。

			「そのような……。ご事情がおありしでしたら……」

			　そう言って、オレのズボンに手をかける。

			「えっ?!」

			「ラクトさまに感謝をするなら、いやらしいことが、一番であると聞きましたので……」

			「ミーアから……？」

			「はい……」

			　まったく――ミーアはいつも正論を言うぜ。

			「仕方とかは知ってるの？」

			「書物で読んだ知識が、少々……」

			「その前に、それ以前の問題があるであろうっ?!　ここをどこと思っているのだっ?!」

			　ライナが言ったらアリシアは、左右をきょろりと見回した。

			　そしてようやく場所に気づいて、顔を真っ赤にしてしまう。

			　ここは闘技場。しかも真ん中。現在人はひとりもいないが、空も見える屋外だ。

			　初めてのいやらしいことの舞台とするには、大胆すぎるものがある。

			「でもオレは、開放感があっていいと思う」

			「隠すべきものを開放するなぁ！」

			「それにさ」

			「なんだ……？」

			　ジト目を向けてくるライナに、オレは言った。

			「外でするのって、露出狂みたいで興奮するし」

			「趣味と呼ぶには最悪すぎるぞっ?!」

			　さすがライナだ。突っ込みも的確である。

			　仕方がないな。

			　オレはライナに近寄った。

			「ちょっとさ、あーん、してくれる？」

			「はぐ……？」

			　ライナは、あーん、してくれた。オレは白い丸薬を、ライナの口に放り込む。

			　ライナは素直に、こくりと飲み込む。

			　そしてしばしの間を置いて、首をかしげる。

			「アマクサ。今のは、いった――はぐぅ！　うっ……！」

			　ライナの足がぐらりとフラつく。なんとか立ったままでいようとはしているようだが、生まれたての子鹿のように、ぷるぷるするのが精一杯だ。

			　それはまるで、痺れ毒でも飲まされたかのようである。

		

	
		
			[image: p_51.jpg]
		

	
		
			　倒れかけたライナを、オレはしっかと抱きしめる。

			「なっ……、なにをした……のだ？」

			「前にさぁ、ライナが触手モンスターの痺れ毒にやられたことあったじゃん？」

			「う……うむ」

			「で、麻痺してるライナにしたエロいことが、とても気持ちよかったから……」

			「から……なんだ」

			　ライナはジト目で、グウゥ……とうなった。

			　答えは完璧に察しているが、『それを言ったらわたしは怒るぞ。すごく怒るぞ』の構えだ。

			　でもオレは、正直に言った。

			「痺れ薬飲ませました」

			「キミのあほぉ！」

			　ライナは怒った。[image: kao_01.png]な顔で腕を振りあげ、しかし――。

			「はぐうぅ……」

			　薬のせいでままならない。

			　オレはライナの服を剥(む)いてく。

			「キミの頭に、恥やためらいといった概念はないのか……？」

			「エロスの空へと羽ばたくために邪魔となる重りは、海の底に沈めてきた」

			　剥(む)きだしになった乳首に、舌を這わせる。

			「わけのわからん……くぅんっ♥　今すぐもぐって拾ってこ……ハァんッ♥♥」

			　抗おうとしても感じるライナは、とてもかわいい。

			　準備がバッチリできていた下のお口に、ペニスをあてがう。

			「はぐっ……」

			　そしてゆっくりすこしずつ、ライナの中に挿れていく。

			　カタツムリが這うかのように、ゆっくりとだ。

			「ふわっ、くうッ、くうぅんッ……！」

			　ともすれば焦らしともなるようなリズムで挿れて、ライナの上に覆(おお)いかぶさる。

			「キ、キミというやつ、わぁ……」

			　文句を言っていたライナだが、気づけば両手を、オレの背中に回していた。

			　オレはペースを早めていく。

			「ふわっ、ふわっ、ふわっ、ふわっ……！」

			　ライナはだらしなく足を開いたまま、いやらしい声をあげ――。

			「ふあああああああああああああああんっ！」

			　とイッた。

			　ライナとの行為をじっと見つめて、羞(しゆう)恥(ち)と緊張で顔を赤くしているアリシアがとても印象的だった。

			　瞳(ひとみ)を閉じて顔をそらして、それでもチラ……と見てくる姿は、とても愛らしかった。

			　本当に、露出狂みたいで興奮する。

			　オレはライナの中にだす。

			　そしてライナを黙らせたあとは、四人で寝られるベッドがついてる個室に向かう。

			「それでは……、ご奉仕を……、させていただきます……」

			　アリシアは、三つ指をついて頭をさげた。

			　ヒザを立ててオレに近寄る。目を閉じて、オレのほっぺにキスをする。ペロペロ舐める。

			　体をぺたりと密着させて、オレの耳をあむあむくわえる。

			　アリシアの隠れ巨乳がオレの胸板にふにふにと当たり、ピィンッと立ったかわいい尻尾(しつぽ)が、波打つようにふりふりゆられる。

			　二重の意味で気持ちいい。

			（………。）

			　リアも参加してきた。アリシアの逆サイドからキスをして、オレのほっぺをチロチロ舐める。

			　ペロペロペロ。

			　チロチロチロ。

			　オレはふたりを押し倒し、アリシアの唇にキスをした。

			　舌を入れ、唇をこすらせる。

			　たっぷり味わってから、唇を離す。

			「ファーストキスか？」

			「はい……」

			　アリシアは、しとやかにうなずいた。

			　かわいい。

			　オレはアリシアに二回目のキスをした。

			　隠れ巨乳に手を伸ばし、ふにふにと揉(も)む。

			「はにゃっ……、みゃっ、みいぃっ……！」

			　アリシアにイタズラをしながらリアにもキスをしておっぱいを揉(も)む。

			　ふたりの服を剥(は)いでいく。

			　仰向けになったオレがオレの顔にまたがってきたリアの蜜を愛(あい)撫(ぶ)するその下で、アリシアはオレに『初めて』を捧げた。

		

	
		
			第５話　アリシアちゃんが毒牙にかかりまくるお話[image: kao_15G.png]

			　

			　行為が終わったオレは、アリシアと町の中を歩く。

			　リアとライナのふたりはいない。

			　オレとの行為が終わったあとに、ふたり並んで修業にでかけた。

			「はにゃあぁん……」

			　アリシアは、オレの腕に腕を絡ませ、頭をぴたりとくっつけている。

			　もう完璧に、メロメロである。

			　しかも密かな隠れ巨乳が、腕に当たって気持ちいい。

			　さっきしたばかりなのに、もう一度したくなる。

			　むしろしよう。

			　オレはアリシアの手を引いて、近くの宿屋に連れ込んだ。

			「えっ……、あっ、あのっ……」

			　アリシアは戸惑っていたが、押し倒されると大人しくなった。

			　まだ二回目だってのに、素直で健気で愛らしい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　宿をでた。オレはアリシアと歩く。

			　すこし変則的だが、デートのような感じがあった。

			　ファーストキスにファーストデートに、いろんな初めてを経験させてる。

			　えっちで親睦を深めてからデートをするとは、すこしおかしい気がしないでもないけど。

			　工房地区に入った。名前の通り、工房が立ち並んでいる地区だ。

			　この都市の工房は、店の奥に工房がある一体型と、分離している分離型がある。

			　この地区にあるのは、すべて分離型である。

			　製作現場をオープンにしているところがあれば、隠しているところもある。

			　それでも響く音たちは、紛れもない鍛冶の工房である。

			　ガァン！　ガァン！　ガァン！

			　ギギギギギ。

			　ゴオオッ！

			　鉄と思わしき金属を叩く音に削る音、金属を溶かす炎の音が響いてる。

			　さらに地球とは違い、金属もいろいろである。

			　銀色はもちろんのこと、黄色に緑に青に赤。慣れてしまえばなんということもないのだろうが、そうでないとなかなかに楽しい。

			『発熱しろ――ヒートクラウド！』

			　呪文を唱えてオレンジ色の煙をだしている人間もいた。

			　でてきた煙は宙吊りにされていたカメの甲羅を包み込む。

			「スタンタートル……ですね。加工するには四五〇度近い高熱で、三〇分近く熱する必要がある、と言われております」

			　すすけた金色のカブトムシをゆでている工房もあった。

			「ビーグルビートルですね。甲殻は良質な金属質で作られていますが、内部の筋肉は武具の素材には使えません。リーグパウダーを溶かし込んだ熱湯で、筋肉だけを溶かすわけです」

			　さすがアリシア。物知りである。

			「探索者の方々から買い取った素材は、学園のほうで管理して、工房の方々にお渡しするケースもございますので……」

			　それにしたって、加工法まで把(は)握(あく)しているのはさすがだ。

			　本日三回目のエロいことをしたくなる。

			　というか、しよう。

			　オレはアリシアを宿に連れ込む。

			「えっ、はみゃっ、ラクトさまっ?!」

			　さすがにアリシアは混乱していたが、オレは容赦なく欲望を果たした。

			「みゃああ……！」

			　果たされていたアリシアは、すこし休んでから訴えてくる。

			「ことあるごとに休んで行為をしていては、必要なことができないと思うのですが……」

			　それを言う目は、しっとりとうるんでた。

			「ごめんね」

			　オレはアリシアを抱きしめて、素直に謝る。

			「あと一〇回。一〇回やったら終わるから」

			「お桁がおひとつ、多いですうぅ…………」

			　なんてふうに言ってたが、抵抗はしなかった。

			「もう十回は、終わったのでは……？」

			「まだだよ」

			「終わったのでは……？」

			「いや、あと三回」

			「終わっ……はみゃっ、はっ、あっ……」

			「そうなんだけど、気持ちいいからもうちょっと追加で」

			「そういう、ことなら、お使い、ください……」

			　と言って自ら四つん這いになる姿は、本当に健気で愛らしい。

		

	
		
			第６話　工房を見て回るお話。

			　

			　アリシアにたっぷりとエロいことをしたオレは、再び工房地区を回った。

			　亀を魔法の雲で熱したりカブトムシをゆでたり、銀色の葉っぱを燃やしたりしている工房もある地区だ。

			　それでも一番多いのは、鉄っぽい金属を普通にあつかっている工房である。

			　それらを覗き歩いていると、声をかけられた。

			「おお、アンタ。アマクサラクトかい？」

			「その通りだが」

			「ちょっと待っててくれるかい？」

			　スキンヘッドでマッチョのおっさんは、一度工房の奥に入った。自前の剣を持ってくる。

			　オレは受け取り、鞘から抜いた。ほっそりとした、スマートな剣。小金色に輝く刀身でありながら下品な空気はまるでない。剣を作った人間の熱というか、魂を感じる。

			「どうだい。ラクトさんから見てこの剣は」

			「んー……」

			　オレは剣を鞘に納めて、試し切りのスペースに入った。

			　ヨロイを着ている木の人形をみっつ並べる。剣を引き抜き横(よこ)薙(な)ぎ一(いつ)閃(せん)。

			　みっつのヨロイは、ダイコンみたいにスパッと切れた。剣にも刃こぼれひとつとない。

			「う、おお……」

			「さすがです……」

			　おっさんは驚(きよう)愕(がく)に目を見開いて、アリシアは頬を赤くした。

			　特におっさんは、ヨロイの切り口を調べて二回驚く。

			「俺もなげぇことこの仕事やっているが、こんな切り口は初めて見るぜ……」

			「剣がよかったんだよ」

			「そいつぁまったく否定しねぇが、それにしたってこの切り口は鮮やかすぎるよ。さすがはチャンピオンだな」

			　この地区においても、大会で優勝したオレは有名らしい。

			　オレは持ってきていた剣を、おっさんに渡した。

			「ところでちょっと、これを見てくれるか？」

			「おう」

			　おっさんは剣を抜き――驚(きよう)愕(がく)した。

			「こっ……こいつぁ、準優勝したユキちゃんが使ってた……」

			「レーヴァンテインのレプリカ」

			　おっさんの視点からすると、とてもすごい剣らしい。

			　まるで神様から預かりものをしたかのように震えて、驚(きよう)愕(がく)している。

			「その剣の加工ってできるか？」

			「ハアアッ?!」

			「やっぱ無理か」

			「こいつを加工するなんて、ミミズが空を飛べるようにするようなもんだぜ？」

			　それは難しいな。

			「つーか、加工なんてする必要があるのかぁ？　どこをどう見ても、手の入れようも、入れる必要もねぇだろう」

			「オレの目からすると、そうじゃないんだよ」

			「さすがはチャンピオンってことかい……」

			「あの……ラクトさま」

			　工房をでた直後、アリシアが声をかけてくる。

			「どうした？　アリシア」

			「ラクトさまは、その剣を加工してお使いになられるおつもりで……？」

			「そうだけど」

			　アリシアは絶句した。息を飲んで目を伏せて、視線をさまよわせてから続ける。

			「お言葉ですが……。ラクトさまが先ほどお話をなさったガレフ＝ノーマッドさまは、この地区の中でも三指に入るお方です……」

			「実際、かなりの腕だとは思ったよ。さっきの剣も、九十二点はあった」

			「でしたら……」

			「でもそれは、普通の人間としては――の点数なんだよね」

			「はにゃ……？」

			　アリシアは首をかしげるが、オレは構わず工房を見て回った。

			「おお、あなたはラクトさん」

			「ちょっとウチの武器を見てくれないかねぇ」

			「この斧を見てくれ。コイツをどう思う？」

			　ほかの店でもそんな感じで、オレはかなり歓迎された。

			「やたら人気あるんだな、オレ」

			「ラクトさまは歴代の優勝者の方々からしても、すさまじくお強いお方でしたから」

			「だけどオレ、素手で戦ってたぞ？　武器作ってる人からすれば面白くないんじゃ？」

			「であればこそ――と思います」

			「？」

			「武器がなくともあれほどにお強かったラクトさま。そのラクトさまが、自分が作った武器を使ったら――？　と考える。武器を作っている方であれば、当然とも言える思考に思います」

			「なるほどなぁ」

			　なんて会話をしながら、工房を回る。女の子がやっている工房もあった。

			「ちょちょちょ、ちょっと待ってくださぁ～～～～い」

			　ショートポニーが特徴のその子は、持っていたハンマーを放って工房の奥に行く。そして黒くすすけた顔を洗って出直してきた。

			「大会ずっと見てました！　わたしの名前はネネロと言います！　ファンです！　かっこよかったです！　ほほほっ、本日は、どのようなご用件ですかっ?!」

			　憧れのアイドルがやってきたかのような顔で言った少女に、オレは淡々と答える。

			「用件っていうか、ちょっといろんな工房を見て回ってるんだよ」

			「そうなんですか……」

			　少女の瞳(ひとみ)が、歓喜めいた輝きでうるむ。テキトーなチョイスの中に自分の工房が入ってたことを、神に心から感謝しているような感じだ。

			「ところでさぁ、ガレフ＝ノーマッドって知ってる？　この地区にいる」

			「あっ、はい！　影を踏むのも恐れ多いお方ですが、知ってはいます！　剣を見させていただいたこともありますが、とてもすごい剣でした！」

			　やっぱそういう評価なんだな、あのおっさん。

			「ちなみに、ガレフさん以外だと、どんな人知ってる？　世間の評判がどうとかじゃなくって、ネネロから見た印象で」

			「この地区で言えば、クリフトさんと、レゾールさんが筆頭だと思います！」

			「なるほどな」

			　クリフトはガレフの次に見に行って、レゾールはクリフトの次に見に行ったところだ。

			　どちらも優れている鍛冶師ではあったが、剣に対しては言った。

			　この剣を加工するなんて無理だ。

			「どうもダメみたいだな」

			「要求が、高すぎると思います……」

			　工房をでたオレが言うと、アリシアがつぶやく。

			「鍛冶の腕は抜きで、とにかく設備が整っているところっていう条件だったらどうなる？」

			「設備でしたら……。商業区のほうで工房と一体型のお店を開いている、ドウォーフの方々のところが一番かと……」

			「ドウォーフって言うと……のじゃーか？」

			「確かに……そのような口癖を持っている方々ではございます……」

			「あいつらって、そんなすごいの？」

			「ドウォーフは、鍛冶に対して特殊な才能を持っている方が多い種族です。現存している国宝級の武器も、八割近くがドウォーフの方の作品です」

			「そのわりに、いい鍛冶師の話を聞いた時に名前はあがらなかったな」

			「秘伝を秘伝としすぎるあまりに、技術を失伝なされてしまうことが多々ある方々でもございますので……」

			「つまり今現役なのは、ドウォーフの中ではちょっと……ってことか」

			「それでも平均よりは上の鍛冶師ではあられるのが、ドウォーフの方々でございます」

			　すごいのかすごくないのか、よくわからない評価だ。

			「だけど設備はすごいんだよな？」

			「わたしが把(は)握(あく)している範囲では――ですが」

			　それなら悩む必要はないか。

			「しかしドウォーフの方々は、秘密主義の傾向が強い方々でもあられます。

			　人当りはよいのですが、武具の作成法となりますと、口をつぐんでしまいます。まして工房を見せてもらうとなりますと、『のじゃーでないものは、立ち入り禁止なのじゃー』と言われるだけでは……」

			「それなら大丈夫だと思うよ」

			「はにゃ……？」

			　オレはアリシアの手を引いて、のじゃーたちの店に向かった。

		

	
		
			第７話　工房を貸切りにするお話。

			　

			　ドウォーフさんのお店では、オレが利用されていた。

			「いらっしゃいなのじゃー」

			「いらっしゃいなのじゃー」

			「学園の武芸会で優勝した、アマクサラクトさんが利用したお店なのじゃー」

			「のじゃー」

			　緑色の服を着たチビッ子ふたりが、呼び込みにオレの名前を使ってる。

			　オレを象った看板もあった。

			　看板のオレはニカッと笑って『この店はスゴイッ！』と言ってた。

			　客もけっこう入ってる。

			「いらっしゃ――――のじゃっ?!」

			　のじゃーのひとりがオレに気づいた。

			「のじゃー?!」

			　ふたり目もオレに気づいた。

			（カンバンを隠すのじゃー）

			（のじゃー!!）

			　微妙な小声でひとりがひとりに指示をだす。

			　指示を受けたのじゃーは、トテテと看板に駆け寄るが――。

			「のじゃあぁぁぁぁぁ！」

			　ころんだ。

			　助けてやるか。

			　だがオレが歩み寄ると、ころんでいないほうが通せんぼしてきた。

			「きょきょきょきょ、きょうはなんのご用件なのじゃー?!」

			　オレは答えず、看板を見た。

			「ちがうのじゃー！　あのカンバンは、ちがうのじゃー！　アレはラクどのにそっくりな顔をしたカンバンであって、ラクどのを無断で使用したカンバンではないのじゃー！」

			「オレはなにも言ってないんだが？」

			「のじゃああああああああああああああああああああああ！！！」

			　自爆に気がついたらしい。のじゃーは大きな悲鳴をあげた。

			「ついでに言うと、店を利用したってのもさぁ……」

			「ウソはついていないのじゃー！」

			　確かにウソは言っていない。

			　オレは以前にも、シャルルといっしょにここにきた。シャルルの剣を買うためである。

			　だが店で売っている剣は、素材はよくても腕が今ひとつだった。

			　だからオレは工房を借りて、シャルルの剣を作ってやった。

			　そういう意味でウソはない。誤解を与える言い回しが致命傷に達しているだけだ。

			　まぁいいけどさ。

			　オレの目から見れば今ひとつの武器と言っても、値段を見れば相応だしな。

			「それはいいから、工房に案内してくれよ」

			「わかったのじゃー……」

			　のじゃーはうなだれ、オレを案内した。

			　アリシアが、目を丸くしてオレを見る。

			「どうした？」

			「いったいなにをどうすれば、ドウォーフの方々とこのような関係を結べるに至るのか……と思ってました」

			「ラクどのは、前にのじゃーが作った剣を、『のじゃあぁ……』なことにしたのじゃー。作った武器を『のじゃあぁ……』にされたら、言うこと聞くしかないのじゃー」

			「いったいなにをなさったのですか……？」

			「素振りで剣を折っただけだよ」

			「いったいどういうことなのですか?!」

			　アリシアが、珍しく叫んだ。

			　オレは手ごろな剣を取る。

			〈できがよくない剣なのじゃー。だからお安くしてるのじゃー〉

			　というメッセージカードがつけられた剣。よくないと言いつつも、オレが使えば岩ぐらいは切れそうな剣である。

			「やっちゃっていいか？」

			「代金をくれるなら、構わないのじゃー」

			　オレはのじゃーにカネを払った。

			　剣を片手で、ヒュンと振る。

			　パキイィン――。

			　その一発で、剣は根本から折れた。

			「これでわかった？」

			「……はい」

			　アリシアは、ぼうぜんとうなずいた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「のじゃ！」「のじゃ！」「のじゃ！」

			「のじゃー！」

			　工房はうるさかった。

			　前もうるさかったが、今回もうるさかった。

			　赤や黄色の服を着たのじゃーが、忙しそうに動いてる。

			　かまどのような炉に火をつけるのじゃーや、炉の中に空気を入れているのじゃー。

			　四角く赤い金属塊(インゴツト)を叩き、剣の形にしているのじゃーもいる。

			　前にきた時と、ほとんど同じ光景である。

			　ただ今回は――。

			「できたのじゃー！」

			「冷やすのじゃー！」

			「「「冷やすのじゃー！」」」

			「……」

			「…………」

			「………………」

			「冷えたのじゃー！」

			「焼き戻すのじゃー！」

			　オレが以前に教えてやった、焼き入れと焼き戻しをやっている。

			　七三〇度以上の熱で紅く光るほどに熱された鉄は、急速に冷やすと硬くなる性質がある。

			　それが焼き入れだ。

			　ただしその状態の鉄は、硬くはあるが壊れやすい。それが一度焼き入れしたあと、七三〇度以下で熱して冷やすと、硬くはなっているが壊れにくい鉄になる。

			　それが焼き戻しだ。

			　水で冷やす焼き入れだけなら素人でも気づく。しかし微妙な温度で熱し直す焼き戻しになると、ちょっとばかり難しい。

			　オレが加工した金属は、鉄ではなかった。それでも原理は応用できた。

			　それをのじゃーは、忠実に再現している。

			　自分が教えたことを使ってもらえるってのは、なかなかうれしいものである。

			　それはさておき。

			　オレがぼんやり待ってると、銀色めいた灰色の服を着た、『お師匠のじゃー』が現れた。

			「本日は、どのようなご用件なのじゃー？」

			「話の前に、この剣を見てくれるか？」

			　オレはレーヴァンテインのレプリカを、鞘に入れたまま渡す。

			　お師匠のじゃーは、剣を引き抜いて見つめる。

			「こっ、これは……」

			「これは？」

			「とてもすごい剣なのじゃー……！」

			　プロとは思えない感想がきた。

			「べりぃすごくて、はいぱぁな剣なのじゃー！」

			　とても感動しているようだが、バカっぽさが増した。

			「本当なのじゃー！」「すごいのじゃー！」

			「たましいが、あつあつとしてるのじゃー！」

			　ほかののじゃーもわらわら集まり、思い思いのことを言ってる。

			　そんな中、お師匠は神妙に言った。

			「でもちょっと、なにかが足りないような気がするのじゃー……。べりぃすごくて、はいぱーでも、ぱぁふぇくとではないのじゃー……」

			「ほぅ」

			　そこはさすがの鍛冶種族といったところか。

			「加工するとしたらどんな感じだ？」

			「細かいことは、わからないのじゃあぁ……」

			　そこは難しいってことか。

			　まぁいいや。

			「ちなみにオレは、その剣を加工しようと思ってるんだ」

			「のじゃっ……?!」

			「だから協力してほしい」

			　のじゃーはゴクリと息を飲み、意を決して言った。

			「なんでも言うのじゃー！　不可能でないことだったら、なんでもするのじゃー！」

			　鍛冶師の血が騒ぐのだろう。お師匠の目はランランと輝いていた。

			　オレは言った。

			「今すぐすべての作業を途中でやめて、工房を貸し切りにしてくれ」

			「いきなり不可能なお願いがでたのじゃー！！！」

			「無理か？」

			「当たり前なのじゃー！　一部ならともかく、すべては無理があるのじゃー！　のじゃーたちにも、生活があるのじゃー！」

			「要するに、金銭の問題……ということでしょうか？」

			「カンタンに言うと、そうなるのじゃ」

			　アリシアの問いに、お師匠は答える。

			「おいくらですか？」

			「のじゃ？」

			「あなたがたの生産する武具であげることのできる一日の利益。および、作業が中断することによって発生する損害の額です」

			『仕事モード』とでも言うのだろうか。朗々と語るアリシアの口調は、いつもよりもクールであった。視線にも、刺すような鋭さがある。

			　ついさっきまで、ベッドの上で喘がされていた女の子とは思えない様子だ。

			「のじゃっ……」

			　アリシアの言葉は、お師匠たちには難しい概念であったらしい。

			　お師匠たちは輪になって、相談を始めた。

			　本人たちはひそひそやってるつもりなのだろうが、声は丸聞こえである。

			（のじゃーたちの『うりあげ』は、どのくらいなのじゃー？）

			（一日で、三〇万から五〇万ジルぐらいなのじゃー）

			（それでは五〇万ジルでいいのじゃ？）

			（だけど武器を作れなかったら、『ざいこ』が減ってしまうのじゃー。『うりきれ』が続いていると、『しんらい』がなくなるのじゃー。『しんらい』は、ぷらいすれすで、大切なのじゃー）

			（（（のじゃあぁ…………）））

			　結論がでなくて、悩むのじゃー。するとお師匠が、自信たっぷりに言った。

			（それならのじゃーは、一日で二〇〇万を要求するのじゃー！）

			（多すぎなのじゃー！）

			（ぼったくりの詐(さ)欺(ぎ)なのじゃー！）

			（これは『こうしょうじゅつ』なのじゃー。最初に大きな値段を言って『あいて』を怯ませてから、値引きの『こうしょう』をするのじゃー。そうすると、最初から五〇万というより、納得してもらいやすくなるのじゃー）

			（（（さすがはお師匠さまなのじゃー！）））

			（（（わるぢえ様で、かしこいのじゃー！）））

			　聞こえていたら意味がないやん――と言いたくなるような策略を立てたお師匠が、得意げに言ってくる。

			「お話が決まったのじゃー」

			「はい」

			「一日二〇〇万を要求するのじゃー！」

			「二〇〇万――ですか」

			「それがゆずれない額なのじゃー！」

			「十五分ほどお待ちください」

			　アリシアは即答し、踵を返した。

			　オレはアリシアの袖を引き、小声で尋ねる。

			（いいのか？）

			（相場よりも大きな額を渡しておけば、なにかあっても『その分多く支払っている』と強弁することができます。想定外の事態が起きた時にも、不満を封殺することができるのは利点です）

			　アリシアは、ドエスみたいなことを言った。

			　しかしこんなクールなことも言える子が、ついさっきまではオレにエロいことされて喘ぎまくっていた。

			　そう考えると、むしろかわいい。

			　理事長室にあった金庫をあけようとしたアリシアを、背後から襲ってしまった。

			「はにゃっ、はにゃっ、はにゃっ、はにゃあぁ……！」

			　巨乳が金庫で潰れるような形で押しつけ、背後から突きまくった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ドンッ、ドンッ、ドンッ。

			　戻ってきたアリシアが、袋をみっつ床に置いた。

			「とりあえず――三日分の金貨です。不足がないかお確かめください」

			　お師匠のじゃーは、大金の圧力に震えながらも確認していく。

			「たしかに……、あるのじゃあぁ…………」

			「では――貸し切りにしていただけますね？」

			「のじゃ……。」

			　完璧に要求を飲み込んでもらえたお師匠のじゃーは、しかし瞳(ひとみ)をうるませて泣き崩れた。

			「言い値の分だけもらえるのなら、もっと吹っかけておけばよかったのじゃあぁ――――！！！」

			「その手のことは、あまり堂々と言う性質のものではないと思うのですが……」

			　アリシアが、ぼんやりとつぶやいた。

		

	
		
			第８話　武器製作・前編。

			　

			　工房の貸し切りと、加工の準備が終わった。

			「じゃ、始めるか」

			「できるものなのでございますか……？」

			「むずかしいと思うのじゃ……」

			「むずかしいと思うのじゃー……」

			　アリシアの声に、のじゃーたちが呼応する。

			「まぁオレは、知っているからな。加工の方法」

			　思いだすのは、カミーユにも見せたことのある本。オレをこの世界に呼んだ師匠格の人にして、今回の件にも関わっていた謎の多い存在――ギルス＝トリストラから受け取った一冊の数ページだ。

			　

			・炎の剣(つるぎ)

			　基礎材料、チェインプラチナ。

			　複合材料、炎龍の心臓、イフリートの魂。

			・効果。

			　自身の魔力を消費して、炎の斬撃を飛ばすことができる剣。

			　ランクの高い魔術師が振るえば、一振りで数百から数千の軍勢を消し飛ばすことも可能。

			　単純な硬度も、ＳＳクラス。

			・真(しん)炎(えん)の剣(つるぎ)

			　炎の剣の強化版。一度砕いた炎の剣をチェインプラチナの破片と織り交ぜ、二六〇〇度以上の高熱で溶かす。

			　太陽の雫(しずく)を流し込み、生まれた真炎の結晶を加工して作る。

			　神とその眷属も殺害できる、数少ない武器。

			　

			　炎の剣の特徴は、ユキが使用していた剣の特徴と合致する。

			　ギルとユキの関係や、オレのことはユキのサポート要員にするつもりだったという話から鑑みても、恐らく間違いないだろう。炎の剣は、レーヴァンテインのレプリカのことだ。

			　ならばその次に続く真炎の剣こそ、レーヴァンテインそのものに違いない。

			「本当に……なさるのですね」

			「ああ」

			「…………」

			　アリシアは、息を飲んでうなずいた。

			　不安はある。とても大きい。けど問題は、できる、できないじゃない。やらなくてはいけない。やらなくてはいけない。

			　そんな決意がこもった顔だ。

			　オレは大きく息を吐く。

			　炎の剣を鞘から引き抜く。紅く輝く刀身の熱が、オレの頬にジリジリと当たる。

			「アリシア」

			「はいっ！」

			　アリシアが、水の入ったツボを用意してきた。

			　剣六本は悠々と入る、大きなツボだ。オレは剣をツボへと入れる。

			　ジュワアァ！　蒸気が沸いた。

			　剣の刀身が触れた水を湯に変えて、熱い蒸気に変えてくる。

			　至近距離からの蒸気は、熱風めいた圧力をオレに伝える。浴びてるだけでヤケドしそうだ。オレは右目を閉じながら、左目でしっかりと見つめる。

			「水なのじゃー！」

			「水なのじゃー！」

			「水なのじゃー！」

			　のじゃーがツボをリレーして、アリシアに渡す。

			　アリシアは、次から次へと水を注いだ。

			　冷たい水は、入った端から蒸発していく。ジュワジュワゴトゴト溢れた水が、オレの右足にかかった。一応防備はしていたが、それでも熱い。

			「氷(こおり)石(いし)なのじゃー！」

			「氷(こおり)石(いし)なのじゃー！」

			「氷(こおり)石(いし)なのじゃー！」

			　さらに逆の方向からは、正式名称・氷(ひよう)冷(れい)石(せき)が投入されてく。この世界の冷蔵庫にも使用されている石だ。氷のように冷たく硬く、熱を吸うと縮む性質がある。

			　ひとつ三万ジルはするような高級品だが、次から次へと入れ込まれていく。

			　ドバドバドバッと投入されると、ほんの一瞬、沸騰は納まった。

			　が――。

			　ガァンッ！

			　その反動で剣が激しい熱を発して、ツボが爆発を起こした！

			　オレの足にも、熱湯がかかるっ！

			　それでもオレは、すぐさまのじゃーに指示をだす。

			「次を持ってこい！」

			　みっつのツボと二〇〇の氷冷石をダメにしたころ、剣はようやく静まり返る。

			　刀身はいまだ紅く輝いているものの、発する熱はかなり弱い。

			　オレは剣の先端を、金床にかけた。

			　気合い一(いつ)閃(せん)、叩き折るッ！

			　この剣を生まれ変わらせるには、一度砕く必要があるのだ。

			「アリシアッ！」

			「はいっ！」

			　アリシアが持ってきたブレイドメタル製のハンマーをかかげて、折れた剣を何回も叩く。

			　叩いて叩いて叩いて砕く。

			　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ！

			　ガンッ！　ガンッ！　ガンッ！

			　ガンッ！　ガンッ！　ガっ――――バギイィ！

			　ハンマーの柄が折れた。Ａ級の硬度を誇るブレイドメタル製のハンマーは、ただの鋼鉄であれば簡単にへこませることができる。それがあっさり折れてしまった。

			「ラクトさまっ！」

			　アリシアが、二本目をだしてくる。

			　オレは貴重なハンマーを、惜しげなく使ってレーヴァンテインのレプリカを叩く。

			　砕き終わった。

			　残った破片はそれでも紅い。折られて砕かれなお、ルビィレッドの輝きを放っている。

			　オレは破片を左手に乗せ、右手で撫(な)でた。瞳(ひとみ)を閉じて、素材の声を肌で聞く。

			　加工のやりかたは本で学んだ。それはもちろん参考にする。

			　けれども、これはオレの剣。オレの武器になる子たちだ。オレがコイツをどうしたいか。オレはコイツをどうするべきか。それはオレが決めないといけない。

			　紅い破片を指で摘まんだ。肌で感じて確かめる。

			　破片がプツリと指に刺さって、血の豆ができた。オレは指を口にくわえる。

			　素材が無音の波紋を発して、オレの中にイメージを注いだ。

			「――よし」

			　オレは次の作業に入る。

			　事前に用意していた白い金属の塊。純度99・９パーセント(スリーナイン)のチェインプラチナの破片が入った箱をだす。

			　これ単体で剣を作っても、五〇〇万ジルは軽く超えるような逸品だ。

			　柄の長いひしゃくのような道具に、チェインプラチナとレーヴァンテイン・レプリカのカケラを入れる。一片一片の重さを慎重に量り、ひとつずつ入れていく。

			　ギルの本だとその割合は、とにかく硬いレーヴァンテインのレプリカが四。弾性に富んで比較的やわらかい、チェインプラチナが六だとあった。

			　硬い剣は弾性がない。硬い代わりに折れやすい。弾性のある金属は、折れにくいが弱い。

			　氷のツララと、柳の枝のような差異だ。

			　太陽の雫(しずく)の魔法的なエネルギーも鑑みると、それが限界であるらしい。

			　だがオレは、八対二の割合で入れた。

			　硬いレーヴァンテインのレプリカが八。弾性に富んだ、チェインプラチナが二である。

			　ギルのレシピの基準で言えば、これはタブーだ。作られた剣は強くて硬い剣にはなるが、衝撃に弱く、壊れやすい。太陽の雫が持つ魔法的なエネルギーには耐えられない。

			　けれども、オレは知っている。

			　剛性と弾性。

			　相反するふたつの性質を融合させる、魔法のような技術を。

		

	
		
			第９話　武器製作・後編。

			　

			　二種の金属を混ぜ終わった。金属の入ったひしゃくのような道具を、火のついた炉の中に伸ばす。

			　炉の中の火は魔法的な力で熱され、三〇〇〇度にも達する。

			　チェインプラチナにもレーヴァンテインのカケラにも、熱を吸収していくという性質がある。

			　うごめく炎がひしゃくの上を通過するたび、破片は炎を飲み込み溶けていく。

			　まるで炎そのものになったかのような輝きを放つ。

			　オレは光を、両目で見つめる。

			　太陽のごとき白い輝きを放つそれは、見ているだけで目が痛い。

			　失明するのではないかと思うほどに響く。

			　それでもオレは、両目で見据える。

			　両目で見つめ、音を聞き、引き抜くタイミングを計る。

			　熱い火花が弾け飛び、オレの頬に飛んできた。

			　それでもオレは、両目で見据える。

			　火花が頬にかかっても、動じずに見据える。

			「ラクトさまっ！」

			　アリシアが叫んだが、その声も響かない。まるで遠い世界のように聞こえる。

			　頬の痛みも瞳(ひとみ)の痛みもアリシアの声も、すべて違う世界の話だ。

			　オレは今、炎とひとつになっている。チェインプラチナと、レーヴァンテインのレプリカと、ひとつのものになっている。

			「よしっ！」

			　オレはひしゃくを引き抜いた。

			　くるりと回って宙を舞わせて、ひっくり返す。

			　紅く輝く金属塊を、ブレイドメタル製のハンマーでガンガンと叩く。

			　衝撃の波紋が美しく響く。異なるふたつの金属を、分子レベルで融合させてく。

			　熱が冷めてきた。長いペンチのような道具――やっとこで挟み、炉の中に入れる。

			　適度に熱したところで取りだし、再び叩く。

			　時折り水をかけてやる。

			　かかった水は小さな水蒸気爆発を起こし、金属の表面についた不純物を取り除く。

			　ゴツゴツしていた金属塊が、長方形に近づいていく。文庫本を二冊重ねた程度の大きさ。

			　通常の手順なら、あとはこのまま殴打を続けて、細く長くしていくところだ。

			　が――。

			　オレは金属塊の中央に棒を乗せて、その棒を叩いた。

			　せっかく整い始めていた金属塊の中央がへこみ、凹のようなＵのような形に変わる。

			「ラクトさまっ?!」

			「「「のじゃー?!」」」

			　アリシアにとってものじゃーにとっても、とても考えられない手順。狂気の行動。

			　それでもオレは正気であった。金属塊をＵの字にして、次の作業に取りかかる。

			　残っていたレーヴァンテインのレプリカと、チェインプラチナの破片を混ぜる。

			　ひとつずつ、しっかり重さを量って混ぜる。

			　今度は硬いレーヴァンテインのレプリカが三。チェインプラチナが七である。

			　ギルのレシピ以上に、やわらかさ――弾性を優先とした格好だ。

			　それを炉の中に入れて、火の中で溶かす。

			　溶け合ったところで一度取りだし、本命のアイテム――太陽の雫を取りだした。

			　透明な筆箱のようなケースに入った、金属のカタマリ。

			　厚さ五ミリほどのケースに入れられてなお、煌(こう)々(こう)とした輝きと熱を放ってる。

			　ケースをあけた。太陽の雫はどろりと溶けて、チェインプラチナとレーヴァンテインの破片が混ざり合った合金の中に入った。チェインプラチナの棒で、それらをかき混ぜ加熱する。

			　加熱して混ぜ合わせ、取りだして叩く。

			　叩いて叩いて叩きに叩き、やっとこで掴んで再び熱する。

			　水をかけて水蒸気爆発を誘発し、浮きあがってきた不純物を飛ばす。

			　それを幾度もくり返し、三種の金属を合成していく。

			　そして生まれた、細長い棒状のインゴット。

			　オレはそれを先刻作った、Ｕ字型の金属塊の隙間に入れた。

			　外側に硬い金属を使い、内側にやわらかな金属を使用することで生まれる刀身。

			　折れず、曲がらず、それでいて斬れる。矛盾した概念をひとつにまとめる合理の剣(つるぎ)。

			　その名も――。

			　

			　刀。

			　

			　破片となったレーヴァンテインのレプリカやチェインプラチナに触れた時、刀の姿が脳裏に浮かんだ。素材自身が、そうなりたいとオレに声を告げてきた。

			　オレは再び叩きに叩き、しなりを作りだすやわらかな部位――心(しん)鉄(がね)と、純な硬度で敵を切り裂く皮(かわ)鉄(がね)を融合させる。

			　矛盾を受け入れひとつになった合金は、真炎の金属塊とでも呼ぶべき存在になった。

			　オレは右手にマナを集める。

			「等価の法の理(ことわり)を統べる者として告げる――」

			　オレは右手のマナを意識しながら、金属塊に手を伸ばし――。

			　紅く輝く金属塊を握りしめた。

			　右手が焼ける。皮膚が溶け、激しい痛みが雪崩れ込む。

			　脳が苦痛を軽減しようと脳内麻薬を大量に分泌し、オレの心を狂わせる。

			　狂騒めいた狂喜の感情が胸の奥で渦を巻く。

			　右手以外の全身からは汗が吹きだし身を凍らせて、それでもオレは呪文を唱えた。

			「我は汝(なんじ)を眷属にする者。肉なき汝(なんじ)に血肉を与え、血潮を与え、無魂の汝(なんじ)に生をもたらす」

			　唇の端を狂笑でゆがめながら、オレの中に眠る大量のマナを、金属塊に注ぎ込む。

			「また我は、汝(なんじ)に等しき小さき存在。無数の微少な原始の粒より生まれいで、無数の微少な原始の粒へと帰還する」

			　人の体は小さな粒だ。原子と呼ばれる原始の粒だ。

			　大量のアミノ酸とタンパク質に、カリウムやカルシウムといった金属のカタマリだ。

			　ならば剣となにが違おう。

			　ならば君となにが違おう。

			　違わない。なにひとつとして違わない。

			　髪が頭についている時。皮膚が体についている時。

			　髪も皮膚も自分の一部だ。異論を挟む者はいない。

			　しかし髪を切り離した時。皮膚の一部が剥(は)がれ落ちた時。

			　人はそれをゴミと呼ぶ。汚く卑しいゴミという。

			　髪はなにもしていない。皮膚もなにもしていない。ただほんの数センチ、人から離れてみただけだ。

			　ならば剣となにが違おう。

			　今自らに触れている剣は、皮膚に爪。唇に眼球といった、自分の体となにが違おう。

			　違わない。なにひとつとして違わない。

			　オレはオレ自身の魂(マナ)を金属塊に流し込み、そんな理屈を言い聞かす。

			　オレが触れている限り、オレはオマエだ。オマエはオレだ。

			　呪文を静かに唱え続ける。

			「卑(ひ)賤(せん)なし。貴(き)賤(せん)なし。我は汝(なんじ)に等しき者で、同時に汝(なんじ)を使う者。即ち汝(なんじ)は、我が手足に等しき存在――――！」

			　マナを注がれた金属塊が、一際明るく光り輝く。離れていても焚き火のような熱を発する、真炎の結晶。

			　オレは息を深く吐く。疲労感がドッと押し寄せ、体が疲れる。骨が鉛になったかのようだ。

			　だけど作業はまだ途中。材料が完成しただけだ。

			　これを叩いて剣にする作業が残っている。

			「ラクトさま……」

			　アリシアが、くい……と袖を引いてきた。オレの右手をじっと見つめる。

			　哀しみに唇を引き結び、薬と包帯を取りだした。

			「それはいい」

			「えっ……？」

			「剣を作るための作業は、できる限り素手でやりたいんだ」

			　そうでないと、微妙な感覚がわからない。

			「っ……」

			　アリシアは、声を喉に詰まらせた。オレの体に腕を回して、静かに抱き寄せてくる。オレの頭が、やわらかな胸元の真ん中に埋まった。

			「それでも……。多少はお休みください……」

			　かろうじて絞りだされたその声は、踏まれて枯れた白い花のように切なかった。

			　アリシアにとって、熱塊を掴んで焼けたオレの右手に湧いた痛みは、そのまま自分の心の痛みに繋がってしまっていることがわかる。

			　本当に、アリシアはいい子だ。

			「そういうことなら、一〇分だけな」

			　オレは熱を発する真炎の結晶に、料理などを隠す時に使われる、丸い銀色の蓋をした。

			　アリシアに甘える。抱かれたままで瞳(ひとみ)を閉じて、一〇分だけ眠る。

			　一〇分がすぎた。オレは目をあけ、アリシアから離れる。

			　右手をグー、パーと開いて感覚を確かめる。

			　うん、いける。

			「にゃああ……」

			　不安の眼差しを向けてきたアリシアに微(ほほ)笑(え)みを返し、作業を続ける。

			　熱し直してガンガン叩く。

			　ガンッ、ガンッ、ガンッ。

			　ガンッ、ガンッ、ガンッ！

			　真炎の結晶は、金属が持つ延性の作用によってすこしずつ延びる。

			　最初は無骨な長方形だった金属塊が、細く長い板のようなものに変わる。

			　オレはひたすら叩き続ける。

			　わずかなゆがみやふくらみをハンマーで叩き、微妙な修正を加えていく。

			　この時の微妙な力加減は、やはり素手でないとわからない。

			　ひたすら殴打を続けていると、不意に音が変化する。

			　不純物が外にだされて純度が高まり、楽器のように澄み渡る、高い音を発し始める。

			　キィン、キィン、キィン――。

			　剣を作っているのでなければ、いつまでも聞いていたいような音色だ。

			　地球のどこだったかには、鍛冶師を神の使いやシャーマンの一種と考える部族もあったらしいが、うなずける。ひとつの目的に特化され、洗練されたものは美しい。たとえその目的が、いかに野蛮で危険であろうと。

			　キイィン――――。

			　幾十度目かの殴打。一際澄んだ音が鳴る。叩くところがなくなった、完成の合図。

			「よし……」

			　オレは剣の根元を持って、軽く振った。

			　ズバンッ！

			　熱風の斬撃が飛んだ。床を地割れのように切り裂き壁を打ち抜き砕く。

			「「「のじゃあぁぁぁぁぁ――――――――――――――っっっ！！！」」」

			　わずか一撃で工房を半壊させられ、のじゃーたちが悲鳴をあげる。

			「ひどいのじゃー！」

			「ひどいのじゃー！」

			「恩をファックで返されたのじゃー！」

			「ポルカとルンバの『しにがみ』なのじゃー！」

			　よくわからない語彙も混ざっていたが、ショックを受けているらしいことはわかった。

			　まぁ仕方ない。これはオレだって怒る。国交断裂である。

			　が――。

			「補償費でしたら、お出しします」

			「すごいのじゃー！」

			「とってもおカネさまなのじゃー！」

			「『せいい』じゃ！　『せいい』がきたのじゃー！」

			「『せいい』はお言葉ではなく、お金額なのじゃー！」

			「ゆるすしかない『せいい』なのじゃー！」

			　アリシアが金貨の詰まった袋を置くと、機嫌が直った。国交修復である。

			　アリシアの豪腕誠意でリバース成田離婚とでも言うべきスピード和解が締結された。

			　オレは仕上げに剣を研いだり柄にはめたりとして、一振りの刀を完成させた。

			　炎を結晶化させたかのごとき、紅い輝きに紅色の波紋。

			　今度は工房を壊さないよう、刃を金(かな)床(とこ)に向ける。

			　静かに乗せるような感覚。

			　サクッ。

			　金(かな)床(とこ)は、スイカでも切ったかのように切れた。

			「完成……だな」

			「さすがでございます……」

			「とってもすごい剣なのじゃー……」

			　アリシアとのじゃーたちが見(み)惚(ほ)れている中、オレは刀を鞘に納めた。

			　腰に差してみると、生まれた時から一緒だったかのように馴染む。

			　しかし疲労感がすごい。

			　濃い充実を伴う心地よい疲れではあるのだが、疲労は疲労で疲れは疲れだ。

			　意識にぼんやりもやがかかって。

			　目をあけているのもだるく。

			　足からふらりと力……が。

			「はにゃっ?!」

			　オレはアリシアに倒れ込んでしまった。

			　そして意識は、ぷっつり途絶えた。

		

	
		
			第10話　とても大変だったので、アリシアちゃんにエロいことする。

			　

			　眠りというのはふしぎなものだ。

			　眠りに入る瞬間が唐突であるなら、眠りから覚める瞬間も唐突である。

			　今回の眠りも、そのような感じであった。

			　ふと気がついたオレの視界に、見知らぬ天井が映った。木目が古い、木張りの天井である。

			　そして右手に、やわらかな触感があった。

			　見てみると、細く長い指先が印象的な――アリシアの手であった。

			「おはよう……ございます」

			　アリシアが笑みを浮かべる。それはとても可(か)憐(れん)な笑みだが、目にはクマが浮かんでる。顔色も、かなり憔(しよう)悴(すい)している感じだ。

			　オレはチラリと外を見る。赤い夕日が、家々の屋根を焼いていた。

			　明らかにおはようの時間ではない。しかし目覚めた相手に向かって、ほかにどんなあいさつがあるかと言えば困るところだ。日本でも、バイトなんかじゃ時間を問わずに『おはよう』だしな。

			「どのくらい寝てた？」

			「丸一日ほどです」

			「シアちゃんは、ずっとラクどののおそばにいたのじゃー」

			　そうか……。

			「心配したか？」

			「はい……」

			　アリシアはうなずいた。オレの手を握る力が強まる。オレが戻った安(あん)堵(ど)というより、またオレが遠くに行ってしまうのではないかという不安がでていた。

			　実際、瞳(ひとみ)は震えてる。

			　オレはアリシアの肩に手を置いた。唇にキスをする。やわらかな触感と、女の子独特の甘い匂い。引き寄せて、ベッドの上に押し倒す。

			「みゃんっ！」

			　叫ぶアリシアの隠れ巨乳を、衣服ごしに揉(も)んだ。

			「ラクトさまっ?!」

			「オレが元気なところを見せようと思って」

			「元気の意味が、お違うのでは……」

			「ははっ」

			　オレは軽やかに笑い、アリシアのおっぱいを揉(も)んだ。

			　淫靡な声をあげるアリシア。しかし扇(せん)情(じよう)的にうるんだ目線は、ベッドの外を向いていた。

			「のじゃあぁ……」

			　そこではのじゃーが立っていた。

			　一応顔をおおい隠して、しかし指の隙間からバッチリ見ている。

			　オレがのじゃーに気がついたことに気がついたらしい。

			　アリシアは、恥じらいにうるんだ瞳(ひとみ)でオレを見てきた。

			　行為はいくらやろうとも、人に見られるのは恥ずかしい。

			　実に常識的でありながら、愛らしい恥じらいである。

			　けど――。

			「そんなら逆に見てもらおうぜ？」

			「はにゃっ?!」

			　オレはアリシアの上半身を起こし、背後から抱きしめた。

			「ラクトさまっ、ラクトさまあぁ～～～～～～～～～」

			「がんばっただろ。今回のオレ」

			「はい……」

			「それならさ、もらってもいいだろ。ごほうびとか」

			「わたしの体でよいのなら、いくらでもお使いください……」

			　アリシアは、本当に健気でいい子だ。

			　オレの抱きしめる力にも、自然と愛情がこもる。

			「はにゃっ……」

			　それはアリシアにも伝わっているらしい。

			　抵抗の力は弱まってきた。

			「ラクトさまあぁ…………！」

			　しかしアリシアから漏れるのは、甘くも切ない哀願の声だ。

			　いかにオレを慕(した)っていようと、見られてするのは恥ずかしい。

			　だけどオレを慕(した)っているので、ハッキリとした拒絶はできない。

			　そんなアリシアの性格が、如実に発揮されている声だ。

			　かわいい。

			　本当にかわいい。

			　けれども、しかし――。

			　かわいい子って、いぢめたくなるよね！！！

			「ラクトさまあぁ～～～～～っっ！！！　はにゃあぁ～～～～～～～～んっ！！！」

		

	
		
			閑話　シャルル＝ノイスタッド。

			　

			　ラクトが自身の魂を削って剣を作るすこし前。

			　アリシアに敗北し、提示された試練も越えられなかったシャルルは打ち拉がれていた。いまだに庭で、頭を抱えてうずくまっている。

			「はううっ、うっ、うっ、うぅ…………」

			　こぼれでるのは、涙と嗚咽。

			「仕方ないよ。リーダー」

			　ミーアがシャルルの背中を撫(な)でて、静かに語る。

			「勝てないものは勝てないっていうか。決まってることは決まってるっていうか。そういうものはそういうものっていうか」

		

	
		
			[image: p_103.jpg]
		

	
		
			　ミーアが住んでいた村は、モンスターの群れに襲われて滅んだ。

			　それはけっして、特別な現象ではない。

			　地球のほうでも技術が進歩する以前までは、災害のひとつにイナゴの大群があった。

			　進路上にあるすべての植物を食らい尽くすことで数千人から数百万人を飢餓に陥(おとしい)れるイナゴは、地震や雷以上の災害であった。

			　過去に悪夢が起こったことのない場所を選んで村を作ってはいたはずなのだが、ミーアの村は襲われてしまった。

			　たくさんの人が死んだ。

			　祖父も祖母も父も友人も。

			　大好きだった人は死んだ。みんなみんな死んでしまった。

			　誰のことも、助けることはできなかった。

			　そういう経験を持っているミーアは、運命の壁に弱い。

			　壁の強さと痛さを知っているから、壁に立ち向かうことができない。

			「ミーアの言う通りだぜな」

			　リンディスが言った。シャルルの隣に腰をおろして背中を撫(な)でる。

			「強い相手と雨と風には、逆らっちゃいけないんだぜな」

			　それはいつも言っている、リンディスの信条だ。

			　しかし今回のその言葉には、いつもにはない響きがあった。

			「だからラクトは、無理しちゃいけないんだぜな……」

			　頭の羽も、しゅうぅん……としおれる。

			　それは確かに本音であった。言葉に嘘や偽りはなかった。

			　その一方で、思ってる。

			　無理するラクトだからこそ、自分はいまだ好きでいるのだ。鳥が飛んで魚が泳ぐのとまったく変わらない感覚で、自分に縁がある存在のことは、命を賭しても助けようとする。

			　バカとは思う。バカとは思う。

			（アタシの旦那さまなんだから……）

			　無理はしないでほしいとは思う。

			（アタシの旦那さまなんだから……）

			　最悪の事態が起きた時、自分たちがどう思うのかも考えてほしいとは思う。

			　それでもそんなラクトであるから、自分はいまだ好きでいる。

			　文句や不満がないわけではないが、とても、とっても好きでいる。

			　恥ずかしいせいで、シャルルやミーアやリアに比べて素直にはなれない。だけど心の真ん中は、好きで好きでとろけてる。

			　こうやって話をしているような時でも、ラクトの膝に顔をうずめてこすらせ、

			「ぜなあぁ～～～♥」っと甘える妄想をしてしまう程度には。

			「アタシも……。今回はリンが正しいって思うじゃんね……」

			　シャルルよりは強い、ウサミミのレミナがぽつりとつぶやく。

			　思い返すは、アリシアの戦いぶりだ。

			　攻撃面では、アイテムに頼る面が多かった。しかし動きの機敏さは、洗練されたものだった。かなりの場数を踏んでいる、熟練の戦士独特のものだった。

			　そんなアリシアでも厳しいのなら、自分やシャルルに出番があるとは思えない。

			　理想だけでどうにかなる世界ではないのだ。

			「とととっ、とにかく！　シャルルさんは大丈夫ですよ！　わたしたちは、わたしたちにできることをやればいいんです！」

			　レミナの妹であるロミナも、拳をギュッと握って励ます。

			　戦うことができない身だから、シャルルの気持ちはよくわかる。励ます声にも力がこもる。

			　みなが庭にでてシャルルを励ましている中、カミーユだけは家にいた。

			　シャルルたちを横目で見つつ、輪の中に入れない。

			　カミーユは、実はシャルルを苦手にしている。

			　生まれ変わりでこの世界にきているカミーユは、前世では男であった。

			　その関係上、ラクトに対して素直になれない。形はどうあれ自分の気持ちをだせるシャルルに、強い気後れを感じてしまう。

			　その感情は、スポーツができなければ友達もいないひとりぼっちの人間が、いつもクラスの中心にいる人気者に感じる気持ちと似ていた。

			　では落ち込んでいるのを見ても平気かと言えば、そんなことはない。

			　捨てられている猫を見て心を痛めてしまうのと同じ程度には、心を強く痛めてる。

			　それはカミーユの善性であり、〈いい子〉の証拠だとも言えた。

			　やるせない気持ちで冷蔵庫の前に座って、シャルルのことを横目で見ながらそわそわとする。

			　自分の中でも時間を静かに数えつつ、冷蔵庫の横に置かれた砂時計を見つめる。

			　落ちる速度が遅い気がする。こちらの感情を読み取って、いじわるでもしているかのようだ。

			　それでも待つこと七、八分。

			　時計の砂は落ち切った。カミーユは、冷蔵庫をあける。氷冷石で冷やされた空気がひんやりとでてきた。

			　奥にあったそれを掴んで庭に行く。いまだうずくまっていたシャルルをゆすり、体を無理やり起こさせる。

			「はぅ……？」

			「食えよ」

			　突き放すかのように言って、シャルルにそれを手渡した。

			「冷えてるであります……」

			「入れてたからな。冷蔵庫の中に」

			「ぷるぷるしているであります……」

			「食べ物だからな。そういう」

			　カミーユが作ったのは、プリンだ。カラメルソースは作っていないが、味はプリンそのものである。

			「おいしいでは、あります……」

			　それでもシャルルはしょんぼりしてたが、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)は左右に振られた。

			「そうか……」

			　ぶっきらぼうなカミーユではあったが、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)はパタ……パタ……と振られた。

			「きっ、気にいったんなら、食えよ。あるからさ。もっと」

			　カミーユは、真っ赤になりつつ家に戻った。

			　レミナもロミナもリンディスも、シャルルを連れて家へと戻る。

			　シャルルはプリンを両手で持ちつつ、家に入った。

			　みんなといっしょに談笑しながらおやつを食べた。お酒みたいなジュースも飲んだ。

			　カミーユからプリンの作り方を聞いたり家の掃除なんかをしたり、ラクトからもらった剣の手入れをしたりしてすごした。

			　夜がきた。

			　ラクトは家に帰ってこない。リアとライナも帰ってこない。

			　みんな心配しながらも、ベッドの中に入って眠った。

			　ただひとり、シャルルだけは寝ていなかった。

			　みなが寝静まったのを見計らい、ひとりダンジョンに向かう。

			　Ｃランク探索者が入れるギリギリのフロアに入り、剣を握りしめて進む。

			　薄暗い、洞窟マップだ。道がいくつかに分散していて、水滴の落ちる音がする。

			　しばらく歩き進んでいると、広いフロアへとでた。

			「ＰＩＧＩＧＩＧＩ、Ｇｉｉ……」

			　現れたのはリザードマン。数は四体。身長は一五〇センチ。剣を持ち、盾を持ち、こちらをキシャーと威(い)嚇(かく)してくる。

			　一匹が飛びかかってきた。シャルルは瞳(ひとみ)に力を込める。ラクトから教わった斬撃のコツと濃密な集中力は、シャルルの視界に線を走らす。その線に沿えば相手を裂くことができる、刀線刃筋の線である。

			　剣を振るう。横(よこ)薙(な)ぎに。

			　ひしゃがれた声がした。リザードマンがふたつに裂ける。

			　シャルルは返り血を回避しながら、振り向き際に剣を振るった。背後に迫り寄ってきていた二匹目を切る。

			　三匹目。飛びかかってくる。

			「わんっ！」

			　シャルルは右手を前にだして火球を飛ばした。リザードマン、赤い炎に包まれる。しかし体表を包む湿ったうろこは、炎のダメージを最小限に防いだ。

			　斬撃がくる。

			　シャルルは見切って回避する。リザードマンの回し蹴り。仰け反って回避する。

			　刹(せつ)那(な)の見切りで回避しながら、足が通った刹(せつ)那(な)に踏み込み斬撃。

			　リザードマンをふたつに裂いた。

			「ＰＩＧｉ、Ｇｉ…………」

			　最後の一匹、後ずさる。怯みながら後ずさり――。

			「疑ｉｉｉｉｉｉィィィィィィィィィィィ！！！」

			　耳をつんざくような雄叫び。

			　シャルルは思わず耳をふさいだ。その隙に、リザードマンが切りかかってくる。

			　シャルルは剣を構えるが、視界がうまく安定しない。超音波めいた雄叫びに、三半規管を狂わされてる。

			　目隠しをして一〇回、二〇回と回された直後のようにふらつきながら、リザードマンの攻撃をいなす。

			　初撃、二撃と回避して、尻(しり)餅(もち)をつく。間髪のない突きが、胸元目がけて落ちてくる。

			「わんっ！」

			　シャルルは叫んだ。炎の壁が爆発を起こし、リザードマンを吹き飛ばす。

			　シャルルは剣を握り締め、二本の足でしっかり立った。

			　鋭く踏み込み裂(れつ)帛(ぱく)の気合い。リザードマンを、肩からふたつに切り裂いた。

			「はぅ……、はうぅ……」

			　リザードマン。ランクはＣ。

			　それなりの経験を積んだ探索者なら、一対一で勝てる相手。

			　ただし一(いつ)端(ぱし)の探索者でも、集団を相手にするような時は、四人以上のパーティでなければ危険。

			　資料には、そういう風に載っている。

			　そういう意味で、ひとりで倒したシャルルはすごい。

			　でも足りない。まだ足りない。シャルルは洞窟の奥に行き、また別のモンスターと戦った。

			　暗闇を保護色として、ツルを伸ばしてくるシャドウプラント。

			　泥に擬態して壁に張りつき、不意に襲いかかってくるマッドスライム。

			　表皮を強い酸性の液体で覆(おお)い、攻撃のたびに酸性の飛沫が飛んでくるアシッドサハギンとも戦った。

			　さらに奥に進んでいくと、広い小部屋へとでた。

			　出口にガシャンと鉄格子が降りて、シャルルは部屋に閉じ込められる。

			　五つの魔法陣が部屋に現れ、五体のスケルトンがでてくる。

			　並みのスケルトンよりもいかつく、持っているのは金色の剣と盾。

			　シャルルは考えるより速く、タンと地を蹴り剣を振るった。

			　まずは一体、横(よこ)薙(な)ぎに裂く。

			　二体目に袈(け)裟(さ)切りを放ち、三体目を蹴る。距離を取ってやったところで四体目の喉笛を刺した。

			　しかし五体目にかかろうとしたところで、強い殺気を背後に感じる。

			（はうっ?!）

			　振り返るが遅い。斬撃が、シャルルの肩にザクりと入った。

			（はうぅぅ――――！）

			　シャルルは歯を食い縛り、転がり逃げて距離を取る。包帯を巻いて軽く処置。傷は重い。安静にしていればなんということはない程度だが、戦いの場で抱えるには致命的だ。

			　シャルルが息を吐いている間に、スケルトンが再生していく。

			　リヴァイバルスケルトン。

			　それがシャルルが戦っているスケルトンの名だ。

			　単純なスケルトンの数倍近い敏(びん)捷(しよう)性と力に加えて、再生能力を持っている。

			　このモンスターを記録に残した高名な魔術師は、『物理攻撃で倒すのは不可能』とまで記した。

			　本来は、この階層にはでてこない。ルシフェール復活の余波が、ルシフェールとは関係のないモンスターにまで影響を与えていた。

			　シャルルは知らない。それを知らない。

			　ただ剣を握り締め、ガムシャラに突っ込んだ。

			　切って砕いて切り裂き断ち割る。

			　しかしリヴァイバルスケルトンは、切られて砕かれ裂かれた端から再生していく。

			　時には魔法を放ってみるが、直撃しても効果はない。

			　魔法でなければ倒せない。

			　そう記されているリヴァイバルスケルトンだが、魔法であれば簡単に倒せるというわけでもない。

			　Ｂクラス以上の魔術師による、深い集中と丹念な詠(えい)唱(しよう)ぐらいの破壊力は必要だ。

			　Ｃクラス級で倒そうと思ったら、七、八人が組んで、集中砲火を入れる必要がある。

			　シャルルが剣技の片手間に放つ程度で、倒すことはできない。

			　一定のダメージは与えられるが、燃やし尽くす前に相手が再生してしまうのだ。

			　それでもシャルルはガムシャラに、自身の剣を振るい続けた。

			　剣を振り、真っ赤な炎を手から放って、泥臭い体術で敵を凌いだ。

			　思いだすのは、つい先刻。みんなから、慰めを受けた時のこと。

			　みんなの気持ちはありがたかった。本当に癒された。それと同時に、自分が誤っていることを悟った。

			　自分は弱い。とても弱い。ライナはもちろん、リアやリンディスより弱い。

			　リンディスに負けて、レミナにも負ける。

			　特にリアに負けるのは、とても辛いものがある。生後半年と経っていないリアに負けるということは、純粋な才能の差であるからだ。

			　けれども、しかし、だからこそ。

			　ひしがれてどうする。うずくまってどうする。

			　ひしがれてうずくまっていれば、誰かが力をくれるのか。強くしてくれるのか。

			　そんなバカげた話はない。

			　だったら自分は剣を振る。嘆く時間で剣を振る。

			　才能がない。単純に弱い。

			　それにひしがれ嘆く暇があるなら、一歩でも前に。一振りでも剣を！

			「はぅわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

		

	
		
			第11話　ラクトがセクハラする理由・まさに外道編。

			　

			「おひどいです……。ラクトさま、おひどいです……」

			　オレの背中におぶさっているアリシアが、くすん、くすんと鼻をすすった。

			　つい先刻。

			　オレは剣を作った反動で倒れてしまった。しかし一眠りして元気になったオレは、元気になった証明としてアリシアを襲った。のじゃーさんに見られていたが、容赦なく続けた。

			　オレのブツでイキまくる姿も、バッチリと見せつけた。

			　恥じらいながらもイキまくるアリシアは、もう本当にかわいかった。

			　ピィピィ泣いてはいたけれど、それはそれであった。

			　おかげでオレは、アリシアが立てなくなるぐらいにやってしまった。

			「おひどいです……。おひどいです……（くすん、くすん）」

			　そんなふうに言われたら、一ミクロンも否定できない。

			　でもアリシアは離れない。

			　オレの背中で「みゃあぁ……」と鳴きつつ、（ぎゅっ……）と背中にくっついている。

			　オレはひどい。本当にひどい。

			　しかし自分のために戦ってくれたり、剣を作ったりしてくれた時のことを思うと、嫌いになることなんてできない。そんな気持ちが詰まってた。

			　かわいい。

			　そんなこんなで家につく。

			「ただいまぁ」

			「…………よぉ」

			　カミーユが、つっけんどんに返事をしてくる。不機嫌そうな態度だが、カミーユはいつもこんな感じだ。オレの帰宅を喜んでいることは、ほんのりと赤く染まったほっぺたや、ふりふり振られるお尻(しり)の尻尾(しつぽ)を見ればわかる。

			「ほかのみんなは？」

			「…………」

			　カミーユは、なにも言わずに庭を見やった。

			　オレも庭のほうを見る。

			　庭ではシャルルが立っていた。居合いの構えで剣を握って、アリシアが立てた黒い壁を見つめてる。その姿は、薄汚れてボロボロだ。

			（あっ、ラクトさん）

			　シャルルを見守っていたミーアが、オレに気がつき小声をだした。

			（シャルルはなにをやっているんだ？）

			（ええっと……）

			　オレのシャルルは、ミーアが答えるよりも早くに動いた。

			「はうっ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いとともに剣を引き抜き黒い壁に斬撃を放った。

			　ザシュウッ！　つい先日までは刃も立たなかった壁に、斬撃の跡が走った。

			　剣の刀身にまとわりつくのは、灼(しやく)熱(ねつ)の炎。

			「わぁんっ！」

			　そしてシャルルは炎の剣を、袈(け)裟(さ)気味に振りおろす。

			　黒い壁に亀裂が入った。ザン――と斜めにズリ落ちて、真っ二つになる。

			　チャキン。

			　シャルルが剣を鞘に納めた。その顔つきは、戦いを前にした剣豪のように凛(り)々(り)しかった。

			「おぉ……」

			「ぜなぁ……」

			　レミナとリンディスが、感嘆の声を漏らす。

			　ふたりから見ても、今のはけっこうすごかったらしい。

			　オレの背中のアリシアも、半ば呆然とつぶやいた。

			「魔法剣……」

			「そんなにすごい技術なのか？」

			「魔法剣には、魔法を表面に流すだけの表層型と、剣の内部にまで浸透させる一体型がございます……。表層に流すだけでも、それなりに修練が必要なものですが、今のシャルルさまがお放ちになられたのは……」

			　アリシアは、オレから降りるとシャルルに寄った。

			「その剣……見せていただいてもよろしいですか？」

			「はぅ？」

			「一体型の魔法剣を成立させるためには、現在の技術で作るのは難しい武器が必要となります。錬金術をたしなむ者として、純粋な興味があるのです」

			「それについては、拒否したいシャルルであります……」

			　シャルルは剣をギュッと抱きしめ、アリシアからかばうように身を小さくした。

			「どうしても無理なのか？」

			「はうっ?!」

			「そんな見せたくなかったりするの？」

			「そういうわけでは、ないであるシャルルではありますが……」

			　シャルルはうつむき、はうぅ……と落ち込む。丸くてかわいいお尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、しゅーん……としおれる。その様子には、先刻の凛(り)々(り)しさはまるでない。

			　大好きな骨を、大好きな飼い主に「よこせ」と言われたわんこみたいだ。

			　かわいい。

			「そこまでお大事な剣なのでしたら、無理にとは申しませんが……」

			「でもオレとしては、アリシアが見てくれるなら見てほしいんだよな」

			　シャルルが抱いている剣は、オレが作った剣である。だからシャルルも大切にしている。アリシアに渡したがらないのも、そういうことだろう。

			　それはうれしい。とてもうれしい。心の奥がふんわりと温かくなる。

			　だがアリシアも、けっこうな腕を持つ錬金術師だ。

			　その視点から見てなにかあるなら、聞いてみたいとは思う。

			「ラクトさまがそうおっしゃるなら、シャルルは見せるシャルルであります……。ここにいるシャルルは、ラクトさまのシャルルであります……」

			　シャルルはしょんぼりしながらも、アリシアに剣を差しだす。

			　アリシアは、受け取るに受け取れない。困った顔でオレを見る。

			　しかしオレがうなずくと、恐縮しながら受け取った。

			「はうぅ……」

			　シャルルの顔が、泣きそうなほどにゆがむ。とことんオレを大好きな子である。

			　かわいい。

			　しかも巨乳だ。

			「シャルル」

			　オレはシャルルに近寄って――。

			　

			　豊満な巨乳を、指で突ついた。

			　

			「はうぅんっ！」

			　シャルルの背中に腕を回して、一息に抱き寄せる。

			「はぅんっ……。んっ、んんぅんっ……」

			　唇を奪いながら、背中とお尻(しり)を同時に撫(な)でる。豊満なバストもオレの胸板で潰れ、たまらなく気持ちいい。

			　セクハラされてうれしいらしい。お尻(しり)の丸い尻尾(しつぽ)が、小さくふりふり左右に振られた。

			　唇を離す。

			「なにを……、なさるでありますか……？」

			「偉いと思ったからな。ご褒美だよ（頭なでなで）」

			「はうぅん……♥」

			　頭を撫(な)でられたシャルルは、尻(しり)を撫(な)でられた時よりもとろけた。

			　かわいい。

			「あとなにかあるか？　希望とか」

			「はぅんっ！」

			　その言葉だけでうれしかったらしい。シャルルはビクンと跳ね起きた。

			　巨乳の前でもじもじと指をいじり、上目使いで言ってくる。

			「そ……それでは、その……。はうぅ……。その…………」

			「なんだ？」

			　もじもじと恥じらっていたシャルル。オレの耳に唇を寄せて、こしょこしょと言ってくる。

			（……さまの、おみみを、…………させてほしいで、あります…………わん）

			「オレの耳を掃除させてほしいって？」

			「はうぅん……[image: kao_02.png]」

			　シャルルの感性で言うと、耳掃除ってのはそういうことになるらしい。

			「それは別に構わんのだが……」

			　オレはシャルルの格好を見つめて言った。

			「どうせなら、メイド服でやってくれ」

			「はうっ?!」

			「前にオレが作ってやった、例の服な」

			「りょっ……、了解であります……わん」

			　シャルルは羞(しゆう)恥(ち)プレイでも受けたかのように顔を赤らめ、部屋の奥に消えていった。

			　数分経って、部屋をでてくる。

			　着ているものはメイド服。白と黒のエプロンドレスで、特筆すべきは胸元だ。胸元がぱっくりとあいて、豊満なバストが作りだす巨乳の谷間が見えるようなデザインになっている。

			　オレがデザインして作った、エロメイド服である。

			　むっつり淫乱ピンクだけれど恥ずかしがり屋なシャルルにとっては、死ぬほど恥ずかしい服だ。今も瞳(ひとみ)に涙を浮かべて、「はぅわぁん……」と嘆いてる。

			　でもそれがいい。

			　いやらしいことされて恥じらう女の子とか最高！！！

			　シャルルは好意と恩義から、逆らうことはできない。せめてもの抵抗として、涙を浮かべてもじもじと恥じらう。そんな儚(はかな)くもいじらしく、色っぽい抵抗こそ……美味(うま)……っ！

			　オレの愉悦なのだ……！

			　オレはその恥じらいを見たくて……。見たくて見たくて見ィィィィたくて…………。

			　もう……。何回も……セクハラしてしまったよっ…………！

			「はうぅ……」

			　逆にシャルルは、何回されても慣れないらしい。

			　ぱっくりあいてる胸元を、両の腕で隠してる。それでも白い綿のついた耳かきの棒を持ってオレを見上げた。

			「それでは……。ラクトさま…………」

			「ああ」

			　正座したシャルルの膝に頭を乗せた。

			　頭の後ろに、シャルルのおなかがふにっと当たる。

			「はぅわぁん……♥」

			　シャルルはとっても幸せらしい。口から甘い声を漏らした。お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)がパタパタふりふりゆれてることも、気配でわかった。

			　かわいい。

			「はぅん……♥　はうぅん……♥」

			　耳かきの棒が、オレの耳に入り込んだ。

			　オレにとってもシャルルにとっても至福の時間だ。

			　オレはほんわかとしつつ、アリシアの鑑定を待った。

		

	
		
			第12話　今日も今日とてハーレムエロス[image: kao_03G.png]

			　

			　オレはこそばゆい幸せを感じながら、シャルルの剣を調べていたアリシアに尋ねた。

			「どうなんだ？　アリシアから見て、その剣は」

			「材質はメタルシェルの殻。平均硬度は弱Ａクラスですが、個体がよかったのだと思われます。特Ａクラスのブレイドメタルと遜色ありません」

			　さすがだな。ほんの数分見ただけで、剣の材質と材料の質まで当てた。

			「それとこの剣をお作りになったのは、ラクトさまでは……」

			　ちょっと調べてみただけで、作り主までわかったらしい。本当にさすがだ。

			「なんかあった？　魔法的な力とか」

			「そのようなものはございませんが、ラクトさまのマナを感じましたので……」

			　アリシアは、オレの剣を太陽に透かして答えた。

			「というより……本当に、魔法剣を成立させ得るような力を感じないのですが…………」

			　調べていたアリシアは、剣を握って庭に立つ。全身のマナを高めて――。

			　ゴゥンッ！

			　剣から炎が巻きあがる。

			　アリシアが言うところの、『表層に流しているだけの魔法剣』なのだろう。優美な光景ではあるが、剣の部分が銀色のままだ。つい先刻のシャルルは、刀身までが紅く染まっていたのに。

			　アリシアが、剣を横(よこ)薙(な)ぎに振るう。赤い斬撃が飛んでいく。

			　飛ばされた斬撃は、炎熱の余波で芝生を枯らした。

			　しかしシャルルがぶった切った壁に当たると、バチンと弾けて消えてしまった。壁には焦げも、かすり傷もついていない。

			　単独で見ればなかなかの技。しかしシャルルの剣技に比べると、明らかに弱い。

			「……」

			　アリシアが沈黙しているうちに、耳の掃除は終わった。

			　オレはゆっくり起きあがり、シャルルの体を抱き寄せる。

			「さんきゅーな、シャルル」

			「はうぅ～～～ん♥」

			　幸せいっぱい状態のシャルルは、オレに体をすり寄せた。

			　かわいい。

			　アリシアが、シャルルに向かって問いかける。

			「どのようにして、このような術を……？」

			「特になにもしていないでありますっ！　ただちょっと、ラクトさまのことを想いながら訓練をしてきただけでありますっ！」

			「はい……？」

			「ですからシャルルがすごいなら、それはラクトさまのおかげなのでありますうぅ～～～～～～～～はうぅ～～～～～～～～ん♥♥♥」

			　シャルルはメロメロになりながら、オレのほっぺにチュッチュとキスしてぺろぺろ舐めた。

			　お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)は、千切れんばかりにふりふりパタパタ振られまくった。

			　今日のシャルルは、いつもよりも甘えんぼうだ。

			　それは恐らく、会えなかった時間のせいだろう。

			　オレは剣を作ったあと、一日半ほど寝ていた。作業の時間も含めれば、シャルルとは丸二日会っていない。そんなたった二日でも、シャルルにとってはとてもさびしく、くっつきまくる理由になる。

			　というかシャルルの記憶を見ると、訓練というのが全然『ちょっと』ではない。

			　深い洞窟の奥にもぐって、ベテランの剣士でも三回ぐらいは倒れていそうな、満身創痍の状態になってる。

			　それでも一途にオレを想って、新しい力に目覚めてる。

			　それを『ちょっと』と言えるのは、オレへの想いの大きさゆえだ。

			　オレを失うかもしれない恐怖。守れないかもしれない恐怖。

			　それらすべてに比べれば、自分の危機など些細なことだ。取るに足らない。

			　足の先から頭の上までオレのことでいっぱいで、好き好きで、食べられてしまいたいほど愛してる。そんな気持ちが如実に伝わってくる。

			　本当にかわいい。

			　オレはシャルルの肩に腕を回して、グイッと抱き寄せアリシアに言った。

			「要するに、オレのシャルルは天才なんだよ」

			　想いが人を強くするのは、けっしてオカルトじゃない。想うとは、つまり集中である。集中というと簡単なようだが、オレが言っているのは高密度な集中である。

			　野球でボールがとまって見える。バスケで放る以前から、放ったあとの軌跡が見える。

			　一流と呼ばれるプロであろうと、限定的にしか体験することのできないゾーン。その中に、シャルルは入ることができる。愚直なまでに一途すぎるオレへの想いが、並の人間であれば入り口に触れることさえ困難な扉をあける。

			　それに加えて、単純な才能もある。

			　常識的な基準から言えばあり得ない速度で伸びていくのが、むしろ当たり前なのだ。

			　そんな事実を感じていると、オレはシャルルが愛おしくなる。

			　押し倒しては胸を揉(も)み、胸元をグイと引っ張る。

			「はうっ?!」

			　えっちなサイズのえっちな胸が、ぽよんっと弾けた。

			　鷲掴む。

			「はぅわあぁんっ！」

			　このすごい才能も。えっちなサイズのえっちカップのおっぱいも。

			　すべてはオレの。オレひとりのものである。

			　そう考えると支配欲とか征服欲とかその他もろもろの感情が、湧きでてとまらなくなる。

			「はぅわんっ！　はぅわあぁんっ！」

			　セクハラを受けるシャルルは、泣きそうな声を発した。

			　その抵抗はいつもより激しい。目線も顔も、アリシアを向いている。

			「はうぅ……」

			　シャルルがオレを、うるうるまなこで見つめてきた。

			　シャルルはオレが、アリシアとやりまくったことを知らない。

			　アリシアがもう、オレのものになっていることを知らない。

			　その感覚からすれば、この反応は当然である。今のシャルルはつい先刻のアリシアとまったく同じ、露出プレイで羞(しゆう)恥(ち)を受けてる。

			　かわいい。

			　シャルルの首筋にキスをした。

			「はぅわあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！！！」

			　シャルルは恥じらい鳴き喘ぐのだが、それが本当にかわいい。

			　オレの性癖、エロでドエスだ。

			　なんてふうに、楽しんでいると――。

			「っ……」

			　アリシアが、自分のパンツを脱ぎだした。

			　恥じらいで頬を染め、ハイハイで寄ってくる。

			　オレのほっぺにキスをして、オレの手首をギュッと掴んで――。

			　

			　おっぱいをさわらせてきた。

			　

			「わたしも……。ラクトさまとは、関係を結ばせていただいておりますので…………」

			　だから気にすることはないという、アリシアの気遣いだ。

			　しかし自分からさわらせるのも、口にするのも恥ずかしいらしい。顔は真っ赤で、瞳(ひとみ)は今にも涙をこぼしそうなほどにうるんでいる。オレにおっぱいを揉(も)まれると、切ない声で「はにゃあぁん……」と漏らす。

			　気持ちよくって鳴いているのではなく、恥ずかしくって泣きそうな感じだ。

			　それなのに、自分から服を脱いでシャルルの恥ずかしさを緩和させようとしている。

			　いい子だ。

			　オレはシャルルをかわいがりつつ、アリシアを抱き寄せてキスをした。

			「んっ……、はにゃっ……。みいぃぃ…………」

			　時折り漏れる猫っぽい声が、たまらなくかわいい。

			「ラクトさん。ボクもぉ～～～♡」

			　半裸になっていたミーアが、四つん這いになって言ってくる。

			　かわいいお尻(しり)とサキュバスの尻尾(しつぽ)が、扇(せん)情(じよう)的にふりふりゆられた。

			　オレはミーアにキスをする。

			「んー……♡」

			　ミーアはしっかり瞳(ひとみ)を閉じて、オレのキスを受け入れた。

			　オレはシャルルをかわいがり、アリシアとミーアもかわいがる。

			　するとずっと固まっていたリンディスとカミーユが叫んだ。

			「っていうか、ラクト、そんなちっちゃな子にも手をだしたぜなっ?!」

			「ちょっとは見境つけろよっ！　くそばかっ！！！」

			　特にカミーユは、鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、真っ赤で[image: kao_01.png]な顔になってる。

			「…………」

			　ウサミミメガネっ子のロミナが自身の胸を両手で押さえ、アリシアの胸と見比べた。

		

	
		
			[image: p_132.jpg]
		

	
		
			「あうぅ……」

			　ロミナはけっして、貧乳ではない。

			　最初は小さかったのが、オレが揉(も)んだり突っついたりした影響で大きくなってる。

			　サイズで言えば、ＢとＣの中間だ。

			　しかしほかのみんなが大きいせいで、相対的に小さく見える。

			　そこに巨乳のアリシアがきた。気にするな――というほうが難しいだろう。

			　特に最近、レミナと並んで影が薄いことを気にしているみたいだし。

			「アッ……アリシアさん」

			「はい……」

			「おいくつ……ですか？」

			「ええっと……」

			　アリシアはオレの目を憚りながら、ロミナに耳打ちをした。

			「あうぅ……」

			　ロミナはとってもショックを受けた。悲しそうにつぶやく。

			「わたしと、ひとつしか違わないのですね……」

			「まぁ、成長の速度は人それぞれだからな」

			「あぅんっ！」

			　オレはロミナのおっぱいを揉(も)んだ。

			　たっぷり揉(も)んで衣服を脱がし、レミナといっしょにかわいがる。

			　オレが動くたびにゆれ動くウサギの耳が、とてもキュートだ。

			　かわいい。

			　ふたりをかわいがったオレは、カミーユとリンディスのほうを見た。

			「ぜなっ……」

			「ひうっ」

			　ふたりの顔が強張り引きつる。

			　リンディスがカミーユを背中にかばい、水色の槍をだして叫んだ。

			「ちちちちっ、近寄るなぜなぁ！　フケツでフラチで見境がないのは、アタシの旦那さまじゃないぜなぁ！」

			「オレの存在全否定っ?!」

			「全存在なのかぜなぁ?!」

			「エロのないオレなんて、トゲのないウニ！　ただの丸だろっ?!　エロがあるから世界の人は、オレをオレと認識してくれるんだっ！」

			「言っている意味がわかんないぜなぁ！」

			「でも実際、オレからエロを取ったらなにが残るんだよ」

			　ボンッ。

			　リンディスの顔が真っ赤に染まった。「ぜなぁ……」と目を伏せ、ぽつぽつと語る。

			「強いとことか、かっこいいとことか、けっこう、いっぱい、ある……ぜなぁ」

			　リンディスの中で、オレの評価はそういうふうになっていたのか。

			　意外だ。

			　初めての時とか、けっこう無理やりだったのに。イヤならイヤと言えとは言ったが、ほかの子と違ってベタ惚(ぼ)れって感じはしなかった。

			　オレがヨメを増やすことにも、けっこう文句を言ってるしな。

			　なのにそこまで惚(ほ)れていたとか……。

			　かわいい。

			　つか冷静に考えてみれば、文句を言うのはベタ惚(ぼ)れているから――とも言えるんだよな。

			　オレのことが大好きだから、節操がないのも受け入れる。

			　オレのことが大好きだから、ほかの子は見てほしくない。

			　それはどちらも、愛情の形だ。

			　かわいい。

			　オレはリンディスの槍を掴んで引いた。

			「ぜなっ?!」

			　リンディスをしっかりと抱きとめて、頭と背中をやさしく撫(な)でる。

			「ごめんな？　ヤキモチ妬(や)かせるようなことしちゃって」

			「っ～～～～～～～～～～～～！！！」

			　リンディスが赤くなる。頭の羽が、ぴこぴこと動く。じわじわとあがっていく体の熱が、オレをたぎらせてくる。

			　オレはリンディスの上着の裾に手をかけ、一息にまくった。

			「ぜなぁんッ！」

			　悲鳴をあげたリンディスの足に足を引っかけ転ばし、押し倒す。

			　甘い声を張りあげるリンディスを、欲望のままに食らう。中出しプレスで中に出し、挿入していたブツを引き抜く。

			　これで最後はカミーユか。

			「っ……」

			　カミーユは、床にぺたりと座ってた。両の腕で自身の胸を隠しながらも、覚悟を決めた顔をしている。

			「しないのか？　抵抗」

			「どど、どうせボクがなに言ったって、するんだろ?!　オマエ！」

			「だから抵抗しないとか、潔くって男らしいな」

			　男らしい。その単語を聞いた瞬間、カミーユの顔がパアアッと輝く。

			　しかしすぐさまそっぽを向いて、プイッと言った。

			「あああ、当たり前だろっ！　オトコなんだからな！　ボクはっ！」

			　しかしうれしさは隠せないらしい。お尻(しり)の尻尾(しつぽ)はパタパタ振れてた。

			　スクール水着が男らしい水着なんだと言われても、そのまま着てしまいそうな気さえする。

			　でも逆に言うと、そんなものにも騙されそうなぐらい、男らしいって言葉に飢えているのがカミーユである――とも言える。

			　かわいい。

			　オレはカミーユを押し倒し、たっぷりとかわいがった。

			「ハあッ、あッ、んッ……。そこ……♥　もっと……♥」

			　男らしく覚悟を決めていたカミーユだけど、声はとっても女の子だった。

		

	
		
			第13話　ついにセシリアとひとつになるお話。

			　

			　そんなこんなをしているうちに、夕陽が沈んで夜がきた。

			　オレは窓から空を見上げる。武器は作った。アリシアの説得もした。シャルルは自らを鍛え、オレもたっぷりエロいことした。

			　次は――。

			　

			　アイツを説得する番か。

			　

			　オレはゆっくり起きあがる。

			「「ラクトさま……？」」

			　心配してきたシャルルとアリシアのほっぺたにキスをして、小さな頭をぽんぽん叩いた。

			「大丈夫だから？　な」

			「はうぅ……」

			「はにゃあぁ……」

			　オレはひとりで家をでた。空では星が瞬いている。

			　夜に広がる、満天の星だ。

			　すうっと鼻で息を吸う。夜独特の、澄んだ空気が染み渡ってきた。

			　ひとりで見るのはもったいない星。ふたりで吸うのも惜しい夜。

			　オレとシャルルとミーアとライナと。

			　リアとロミナとレミナとリンディスとカミーユと。

			　アリシアとユキとあのアホの子の。

			　みんなで感じたい夜だ。

			　それのためには、あのアホの子のことはぶん殴ってでも説得してやらないとな。

			　オレは気持ちを入れ直し、セシリアがいる学園へと向かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　学園の最上階。オレはやたら高そうなドアをノックした。

			　返事はない。

			　寝ていやがるのかとも思ったが、それなら起きろとしか言いようがない。

			　ライナとかなら気を使うけど、セシリアだもんな。だったら気を使う必要はない。

			　ドアノブに手をかける。

			　ガチャッ。ガチャッ。ドアにはカギがかかってた。

			「ふんっ！」

			　でもオレが引っ張ると、ドアは普通に開いてくれた。

			　カギとかただの気のせいだった。

			　ドアの先には、神秘的な光景が広がっていた。

			　白いドレスと白銀のティアラを身にまとい、斧を構えたセシリアが、月の光りを浴びている。

			　さらに純白のマナが滲(にじ)みでて、セシリアの輪郭を象る。

			　その立ち姿は、月の女神と言われても納得ができそうであった。

			　相手がセシリアであることも忘れて、二秒、三秒と見入ってしまう。

			　しかしすぐさま我に返って、静かに近寄り――。

			　

			　ドリルな髪を引っ張った。

			　

			「みゃあっ！」

			　セシリアは、いつものセシリアっぽい声をだす。

			　オレはほっぺたに手を伸ばし、左右にみゅうぅ～～～っと引き伸ばす。

			「みいぃ～～～～～～～～～」

			　ほっぺたの触感も、つねられ浮かべるマヌケな顔も、いつも通りのセシリアだ。オレはとってもほっとする。綺麗なセシリアは美しいけど、ほっとするのはこのマヌケ面だ。

			　オレはギュッと抱きしめて、セシリアの触感を体で感じた。

			　セシリアが、オレをグイッと突き押し叫ぶ。

			「いったいどこから入っていらっしゃったのですの?!」

			「普通にドアから入ってきたけど」

			「ドアにはカギがかかっていたはずですわ！」

			「カギなら壊れた」

			「みゃあっ?!」

			　セシリアはドアを見た。ドアノブのところが、ひしゃげて変形しているドアを。

			「あれはどこをどう見ても、破壊を受けたお姿ですわぁ！」

			「ドアノブは、ずっと壊れたかった。オレはただ、きっかけを与えてやったにすぎない」

			「それを世間一般的には、『壊した』と表現するのですわぁ!!」

			　セシリアは鎖(さ)骨(こつ)のあたりで拳を握り、[image: kao_11.png]な顔で叫んだ。

			「そんなことよりオマエだよ」

			　オレはセシリアを壁際に追い詰めて、ドンッと壁に手をついた。

		

	
		
			[image: p_141.jpg]
		

	
		
			「今やってたの、自爆とか戦いの練習だろ？」

			「おっ……おっしゃる、通り……ですわ」

			　セシリアは、オレから目を伏せつつも答えた。

			「オレはオマエに、それをやめろと言いにきた」

			「…………」

			「オマエの敵は、オレがぶっ飛ばしてやる。だから自分を爆兵にするなんてやめろ」

			「そ……そのようなわけには、参りませんわっ！　わたくしは高貴なる家に生まれた高貴なる者として、幼少のころよりあらゆる恩恵を受けて参りましたっ！　世界の中には飢えている人もいるという中、毎(まい)日(び)三度のお食事をいただきました！　寒さに震える人もいるはずの中、温かな暖炉と布団で暖を取ることも許されました！　生まれが恵まれていたというだけでそのような恩恵を受けてきた以上、果たすべき義務もあるのですわっ！」

			　セシリアは、胸に手を当て言い切った。

			　優雅な足取りで窓際へ向かい、バルコニーにでた。手すりに手をかけ、街を見下ろす。

			　各家に備えつけられた蛍光石が瞬いて、煌(きら)びやかなイルミネーションを作りだしてる。

			　満天の星に勝るとも劣らない、幻想の光景。七色の蛍が飛びかっているかのごとき。

			「美しい……街でしょう？」

			　わずかなる一言。

			　だがセシリアには、十分な一言。

			　美しい街がある。そこに住んでる人がいる。

			　自分は彼ら、そして彼女らを守れるだけの力を持ってる。

			　それならば、守るのが務め。

			　高貴なる人間として生を受け、高貴なる人間として生きてきた自分の。

			　しかし手すりにかけられた手は、小刻みに震えている。

			　煌(きら)びやかな街並みを見下ろす瞳(ひとみ)は、愁いをたずさえうるんでる。

			　美しい瞳(ひとみ)を縁取る細長いまつ毛も、しっとりと湿ってる。

			　どう見ても――どう見ても。

			　

			　怖がっている。

			　

			　覚悟を決めるということは、思っているより簡単だ。

			　覚悟を決めて瞳(ひとみ)を閉じて、歩を進めればそれでいい。

			　決め続けるのは大変だ。

			　瞳(ひとみ)を閉じて歩を進めても、三歩進めば怖くなる。四歩進めば怖くなる。夜がくれば怖くなる。

			　キミのためなら死ねると言うことは子どもでもたやすいが、足を刺されて同じことが言えるかと言えば、勇者でも難しい。生に感謝していればいるほど、過去の思い出が苦しみを運ぶ。

			　セシリアの震えは、そういう震えだ。

			　怖いけど。

			　怖いけど。

			　怖い――けど。

			　果たすべき義務。守るべきもの。愛おしい人。

			　それらすべてを守るため。それだけのために、自らを捨てようとしている。

			　高貴なるセシリア＝フェアゲッセンとして。

			　オレはセシリアを感じた。セシリアの信念。セシリアの魂。セシリアの決心を感じた。

			　高貴なる者として生きてきたから、高貴なる者として死のうと考えている覚悟を感じた。

			　セシリアのそばに寄る。金色の髪をやさしくかきあげ、ほっぺたを撫(な)でる振りをして――。

			　

			　つねった。

			　

			「はみゃあぁんっ！」

			　月の女神にも比類できるほどの美しさを携えていたセシリアが、アホの子に戻る。

			「いったいなにをなさるのですのぉ?!」

			　セシリアは半泣きで叫んだが、オレはつねったほっぺたを引っ張る。

			「みいぃ～～～～～～～～～～～」

			　セシリアのアホ顔とほっぺたを堪能してから手を離す。

			「おひどい……ですわぁ…………」

			　セシリアは頬に手を当て、くすん、くすんと鼻をすすった。

			「でもオレは、ずっとこういうやつだったろ？」

			「ですから余計におひどいのですわぁ！　最後、最後、最後…………ですのよ？」

			　いつもの通りに叫んでいたセシリアが、いつもと違って泣きだした。

			　丸めた拳を目元に当てて、ひくっ、ひくっ、と涙をこぼす。

			　オレに冷たくされたことより、最後であるという事実に泣いてる。

			　オレはセシリアの頬に手を添えた。今度はやさしく、親指で涙をぬぐう。

			「つまりな、そういうことなんだよ」

			「みぃ……？」

			「初めて会った時から、オマエを高貴と思ったことなんてなかった。ゲロリアでグロリアでアホリアってあつかいをしてきた。わかるか？　この意味が」

			「……」

			　まったくわからないらしい。セシリアはほうける。

			　本当に、仕方のないやつだ。

			　セシリアの背中に腕を回して、オレの胸板にうずめさせた。耳元でささやく。

			「オマエがどんなに高貴ぶろうと、オレにとってはただのかわいい女の子だってことだよ……。セシリア」

			　セシリアは、言葉をひとつも紡がなかった。なにも言わずにオレの胸板に顔をうずめて、キュッ……と、オレの服を握りしめた。体がわずかに上下して、儚(はかな)く侘びしくすすり泣く。

			　自分の義務と生きたい気持ちと、オレへの想いが錯綜し、どうすればいいのかわからなくなっているような感じだ。

			「ラクトさま……。ご存じですか？」

			「ん？」

			「ラクトさまがわたくしの名を呼んでくださったのは、これが初めて……なのですわよ？」

			「そんなことまで覚えてたのか」

			　セシリアは、こくっと小さくうなずいた。

			　愛らしい尻尾(しつぽ)がゆるやかに立って、オレの言葉を反芻するかのようにゆるく波打つ。

			　かわいい。

			　オレはセシリアを体から離し、その唇にキスをした。

			　まずは唇を押しつけて、次に舌を差し入れる。

			　セシリアの舌を見つけて、くちゅりくちゅりと絡ませる。同時に背中や腰を撫(な)で、全身で愛(あい)撫(ぶ)する。

			「んっ……、はにゃっ……、みいぃっ…………」

			　セシリアの口からは、断続的な喘ぎ声と熱っぽい吐息が漏れる。

			　ベッドの上に押し倒し、首筋にキスをした。吸ったり舐めたりしてやりながら、白いドレスに手をかける。生の乳房を露出させ、右手で直接鷲掴む。

			　ぐにゅ、ぐにゅ、ぐにゅ。右手に力を込めるたび、セシリアの乳房は形を変えた。

			　ぐっしょり濡れた下着を脱がし、念のために尋ねた。

			「一応聞くけど、初めてか？」

			「経験でしたら、ございます…………わ」

			「そうなのか？」

			「そうです…………わ」

			「そっか」

			　かなり意外な発言だったが、腹が立ったりはしなかった。

			「かわいいもんな、オマエ」

			　そんな言葉も当たり前にでた。穏やかな気持ちで豊満な乳房を握りしめ、先端にある乳首を舌先で転がす。

			「はにゃっ、はっ、あっ、みゃあぁんっ！」

			　セシリアの反応は、経験があるとは思えないほど初心だった。舌でいじっているだけなのに、シーツを握って喘いでる。そして挿入してみると、完全な処女だった。入り口は狭いし、ぷつっと破れる処女膜はあったし、膣の中はぎゅうぎゅうのキツキツだ。

			「わっ……わたくしわたくし、初めてなどでは、ございませんわぁ……！」

			　こんなとこでも見栄を張るとは、本当にアホの子め。

			　オレは愛おしくなると同時に、いじわるしたい気分にもなった。

			　初めての子が相手なら絶対にしない激しさで腰を動かし、何度も何度も中にだす。

			「はにゃあぁぁぁぁぁんっ！」と声をあげさせる。

			　そのたびに耳元で、「初めてじゃないんだろぅ？」とささやく。

			　正直になれば、それで許してやるところ。

			　けどアホの子は、あくまでも言い張った。

			「そうですわぁ……っ！　わたくしわたくし、初めてなどでは、ございませんわぁ……っ！」

			　それなので、オレも激しくやりまくった。

			　けっきょくいつものオレとセシリアになった。でもオレとコイツは、これでいいのだ。

			　このアホの子はオレのものだ。

			　運命になんて渡してたまるか。

		

	
		
			第14話　セシリアちゃんとアリシアちゃん。

			　

			　チュン……チュン、チュン。

			　インコみたいに色鮮やかな小鳥が、スズメみたいな声を発した。

			　オレの腕枕で眠っていたセシリアが、オレにくっついて言った。

			「わたくし……。心も体も、ラクトさまのものになってしまったのですね……」

			「そうだな」

			「みいぃ……♥」

			　セシリアはオレの体にその整った顔を、より強く押しつけてきた。

			　その横顔には、深い愁いの色がある。

			　オレはセシリアの髪を撫(な)で、どうした？　と尋ねた。

			「少々、思うところがございまして……」

			　セシリアが、オレに背を向けベッドから足をおろした。

			　白い背中がとても綺麗で色っぽい。

			　オレはセシリアが離れるより早く、セシリアの体を後ろから抱いた。

			　生のおっぱいを直接に揉(も)む。

			「用事あるのはわかったけど、その前に一発、な？」

			「それははしたない、ですわぁ……っ！　男女の契りはみだりにおこなうものではなくって、神聖なる月(げつ)華(か)の下で…………みゃあぁんっ！」

			　セシリアは講釈を唱えていたが、オレにうなじを舐められたら喘いだ。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「おひどいですわぁ……（くすん）。ラクトさま、おひどいですわあぁ……！（ぐすんっ）」

			　コトが終わって解放すると、セシリアはすねた。

			「わたくしに……愛の時間を拒否をする権利はございませんの……？」

			「そんなことはないよ」

			「では……」

			「でも使うのは禁止」

			「みゃあっ?!」

			「権利はあるけど、使うのは禁止」

			「言葉の意味がわかりませんわあぁ！」

			　言ったオレもそう思う。

			　でもオレが住んでいたジャパンでは、この概念は成立していた。

			　キミには有給という権利がある。一年のうちに何日か、給料をもらいながら仕事を休めるという権利だ。それは法律が認めてる、労働者の権利だ。

			　が……駄目ッ……！

			　許されない……そんなのっ……！

			　権利を使うようなやつは、カスッ……！　ゴミッ……！　クズッ……！

			　ここまでストレートではないにしろ、こんな感じの国ではあった。

			　だからなんの問題もない。

			　民主的……っ！　デモクラシー……っ！

			　そもそも、愛らしいセシリアを抱くために欲望を発散させただけのオレが、ひどいやつなはずがない。それを伝えるために、セシリアを抱いて髪を撫(な)で、耳元でささやいた。

			「つまりオレの目からすると、そんだけセシリアがかわいいってことだよ」

			「みゃっ……！」

			「とてもかわいらしいから愛したくなるし、いぢめたくなるんだ」

			　セシリアが、みるみる頬を赤くした。

			「ラクトさま……」

			「ん？」

			「その……」

			「うん」

			「もう一度……」

			　セシリアは、太ももをもじもじとこすらせた。

			　オレは膝を掴んで足を開かせ、ゆっくりと挿れた。

			「みゃあぁんっ……♥」

			　ことが終わってセシリアは、恍(こう)惚(こつ)の表情を浮かべた。だらしなく足を開いた姿で、大切なところから愛の証である白い液体が溢れでている。

			　オレは尋ねる。

			「用事のほうはしなくていいのか？　邪魔したオレが言うのもなんだけど」

			「はみゃっ！」

			　セシリアは、我に返って起きあがった。

			　化粧台のそばに行く。すこしくすんだ、白いクリスタルを取りだす。

			「みっ……！」

			　魔力を込めて輝かせて、会話のようなものを始めた。

			「……わたくしですわ」

			「ええ……そうですわ」

			「ですので……こちらに……」

			　細かい話はわからなかったが、電話的な作用を持っているアイテムであることはわかった。

			　会話が終わった。込めた魔力も切れたらしい。クリスタルの色は、元のくすんだ白に戻った。

			「誰と話してたんだ？」

			「ラクトさまも、ご存じの方ですわ……」

			　セシリアはやや沈痛な表情で言うと、身辺を整え始めた。

			　ドレスを着直し髪を整え、窓をあけて空気を入れ替え、ベッドのシーツも丁寧に直す。

			　それらの手際は意外によかった。料理もそれなりに作れるし、コイツは意外と――。

			「いいヨメになりそうだな」

			「みゃあっ！」

			　オレが何気なく言うと、セシリアの顔はボンッと赤く真っ赤になった。

			「そっ、そそそっ、その、ラクト……さま」

			「ん？」

			「やはり今回の件は、ラクトさまがそのように考えていると考えても……」

			「そりゃ当たり前だろ」

			「……」

			　どういうわけか。セシリアは、申し訳なさそうな顔をした。

			「イヤなのか？」

			「そのような感情は、ございませんが…………」

			　肯定はしない反面、否定の声も濁ってる。

			　こうなると気になる。

			「そもそもオマエは、オレをどう思ってるんだ？」

			「そう問われると、難しいのでございますわ……」

			　セシリアは、うつむいて答えた。ベッドに座っていたオレの隣にぺたりと座り、ピトッとくっつく。瞳(ひとみ)を閉じて、小さな頭をオレの肩に乗せる。

			　とく。とく。とく。セシリアの心臓が、穏やかな音を立てる。

			「このように……。くっついていたいのではあるのですが……」

			「が？」

			「言葉にするのが、むずかしいのですわぁ……！」

			　一聴すると、アホの子みたいなセシリアの言葉。

			　しかしこうやって抱きしめていると、言わんとしている言葉の意味がわかる。

			　セシリアはただ、オレとこうしていたいのだ。

			　そうすると、気持ちがほっこり落ち着くのだ。

			　好きとか恋とか愛と呼ぶには、あまりに素朴で純粋な感情。

			　恋というより控えめで、好きというにも慎ましい。

			　だから好きと言えないで、みぃみぃもやもやしてしまってたわけだ。

			（そこでライバルって言いだしちゃうのはアホの子だけど……）

			　それ以外のところでは、実にいじましくって可(か)憐(れん)だと思う。

			　気持ちのままにキスをした。

			　しかしセシリアは身を強張らせ、目を閉じて震えた。

			　なんなんだろうな、さっきから。

			　思っていると、悲鳴のような声があがった。

			「おねぇさまっ?!」

			　ドアがバタッと激しく開き、小さな影が飛び込んでくる。

			　それはアリシア。かつて見たことがないほどに狼(ろう)狽(ばい)し、冷えた汗をかいている。

			「リーシャ?!」

			　セシリアがオレから慌てて離れ、髪を整えて言った。

			「どどどっ、どうしてノックをしないのですの?!」

			「部屋のカギが壊されているのを、見てしまったので……」

			「ああ、悪い。それやったのはオレだ」

			「はにゃっ?!」

			「カギがかかってたんで、つい」

			「かかっていることを理由に破壊されたら、カギの立場がないと思うのですが……」

			「だけどかかってなかったら、壊していないのも事実だからなぁ」

			「ラクトさま……」

			　アリシアが、複雑そうな顔をした。

			　かわいい。

			　まぁ冗談は置いといて、セシリアに尋ねた。

			「呼んだのはオマエか？」

			「そっ……そうですわ！」

			　セシリアはコホンと咳払いをして、アリシアに言った。

			「じじじ、実はわたくし、ララララ、ラクトさまと……」

			　話すにつれて、思いだしてきたらしい。セシリアは顔を赤くした。

			　最後のほうにはうなじまで赤くなり、「みいぃ……」とうめいた。

			　顔を両の手で覆(おお)った、[image: kao_02.png]な顔でか細く言った。

			「おひとつに……、なりましたわ…………」

			「おめでとうございます……」

			　アリシアは、とても温かな微(ほほ)笑(え)みを浮かべた。

			　オレとセシリアがくっついたことに、心からの幸せを感じている様子だ。

			「よろしいのですの……？」

			「……？」

			「わたくしの見立てでは、あなたもラクトさまに好意を抱いていたと思うのですが……」

			「おねぇさまが幸せになってくださる以上の幸福は、わたしには存在しません」

			　それを言うアリシアの微(ほほ)笑(え)みは、幸せそのものといった微(ほほ)笑(え)みであった。

			　少なくともオレは、これほど幸せそうなアリシアを見たことがない。

			　でも違和感がある。

			　っていうかさ。

			「その手のことなら、アリシアもしたよね？」

			「はにゃっ?!」

			「えっ？」

			　セシリアとアリシアが首をかしげた。

			「えっ、いや、したよね？」

			「えっ、ええっと……。確かにわたしは、ラクトさまに身を捧げはいたしましたが……」

			「が？」

			「性処理玩具のつもりでございました……」

			「なんでそう思っちゃうの?!」

			　オレは激しくショックを受けた。

			　だがセシリアは、オレ以上にショックを受けた。

			「ラクトさまっ！　わたくしのリーシャに手をだしたのですのっ?!」

			「手もだしたけど、白くてホニャララなものもだした」

			「覚えている範囲で、一二〇はいただきました……」

			「ケケケケッ、ケダモノですわぁ！！！　鬼畜変態ケダモノ王子さまですわぁ！！！」

			「それでも王子さまなのか」

			「そこはやはり……。わたくしに、とっては…………」

			　大事な妹がズコバコやられまくったと知ったあとでも、オレへの好意は崩せないらしい。

			　セシリアは、しおらしくうなずいた。

			「まぁだしまくったのは合意の上だし、セシリア的にもそっちのほうが好都合だろ？」

			「たとえ結果が同じでも、過程と順序は重要ですわぁ！」

			　セシリアは、真っ赤な顔で正論を叫んだ。ことエロ関係に関しては、わりと常識人である。

			　というかオレが、セシリアですら真人間になってしまうほどおかしいとも言える。

			「ですが……、英雄のかたは、色を好むともおっしゃいますし……」

			　当事者であるアリシアが、恐縮しながらつぶやいた。

			　セシリアのことは否定せず、オレのこともフォローする言葉。

			　本当にいい子だ。

			　だがしかし、いい子すぎて不安にもなる。

			　悪いやつとかひどいやつに利用されたり、騙されたりとかしないだろうか。

			　やはりしっかり、オレのものにしておこう。

			　そもそもオレが悪いやつという説もあるけど、悪いところを全部除けば、いいところしか残らないからセーフ。

			　オレはアリシアの腕を掴んだ。

			「はにゃっ?!」

			　ベッドの上に引き倒す。服もパンツも破り捨て、かわいい穴にオレのやつを押し当てる。

			「ララララッ、ラクトさまっ?!」

			「アリシアは、玩具のつもりでコレを受けてたんだろ？　だから今度は、オレのヨメとして受け取れっていう話だよ」

			「でででで、ですが……、しかし……、ラクトさまには…………」

			「問答無用！」

			「はにゃあぁぁぁぁぁぁぁぁぁんっ！」

			　まずはアリシアを犯し尽くし、セシリアも巻き込んだ。ロリ巨乳と美女巨乳の姉妹丼。

			　しかもそろってネコミミだ。気持ちいいに決まってる。

			　喘いだふたりはオレへの好感度をマックスにして、かわいい尻尾(しつぽ)をオレの体に絡ませた。

			　本当にかわいい。

		

	
		
			第15話　戦いの前の訓練。～なにやってるのラクトさん～

			　

			　セシリアとアリシアを同時にいただいてから、三日がすぎた。

			　朝食はみんなで取るものの、そのあとは別行動だ。

			　アリシアたちは、次元迷宮内部の『敵』がでてきそうなポイントと、そこにいそうな雑魚を掃討する。

			　その戦いに、オレやライナに、リアやセシリアは参加しない。

			　万が一のことがあっては困る――という、アリシアの配(はい)慮(りよ)だ。

			　しかしまったく体を動かさないのも、それはそれで体がなまる。

			　だからライナは、リアに稽古をつけるという。

			　実際リアの動きは我流で、かなり直線的である。

			　なので動きが読みやすい。訓練が必須だとはライナの弁だ。

			　オレはそれに付き添った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　貸し切りにされた闘技場。ライナがリアの目の前で、体術の型を取る。

			　朝に溜まっていた分を消化できていなかったオレは、シャルルをバックからやりつつ、ライナの演武を観戦する。

			　右の拳。左の拳。相手の脇腹に蹴りを入れ、虚妄の相手が怯んだところで回し蹴り。

			　ライナが華麗に動くたび、銀色のポニーテールが宙を舞う。

			　洗練されたライナの『型』は、虚妄の相手が実際にいるような錯覚をさえ与えた。

			　リアはライナをじっと見つめて、『まねっこ』をした。

			　右の拳。左の拳。相手の脇腹に蹴りを入れ、虚妄の相手が怯んだところで回し蹴り。

			　なかなかサマになってはいるが、ライナと比べるとぎこちない。というかライナが、完成されすぎている。

			「型というのは、先人たちが試行錯誤を重ねた末に作りあげた『理論』だ。

			　ぎこちない点もあるかもしれんが、まずは学ぶべきだと思う。学びもせずに切り捨てるのは、疑いもせずに盲信してしまうのと変わらん」

			（………。）

			　ライナの言葉を、リアはとっても真剣な、[image: kao_05.png]な顔で聞いていた。

			　けれども顔は、[image: kao_05.png]でとまり――。

			（じわ………。）

			　瞳(ひとみ)をうるませてオレを見つめた。

			　駆け寄ってくる気配を感じたオレは、シャルルの中にどぷっとだした。

			「はうぅ……♥♥」

			　恍(こう)惚(こつ)に浸るシャルルの横で、ズボンを穿(は)いてリアを待つ。

			（とてててて。）

			　リアはオレに寄ってきて、ガバッと抱きつく。

			（ぎゅうぅ～～～～～～～～～～～～。）

			「ライナの話が難しかったか？」

			（こく………。）

			　リアはしょんぼりうなずいた。

			（しこ………さく。わからない………です。）

			　試行錯誤の意味がわからなかったか。

			　オレはリアをギュッと抱きしめ、頭の中で、〈試行錯誤〉のイメージを浮かべる。リアが料理を作って失敗し、調味料やゆでる時間を変えていく光景。リアはテレパシーを使えるので、これで伝わる。

			（だいたいこんな感じの意味だ）

			（こくっ！）

			　しっかり理解できたらしい。リアは[image: kao_03.png]な顔でうなずくと、ライナのところへと戻った。

			（とてててて。）

			　かわいい。

			「はぅわうぅん……♥♥」

			　オレは犬のように這って恍(こう)惚(こつ)としているシャルルの尻(しり)を掴んで、二回目の一八禁をした。

			「はうぅぅぅんっ…………！」

			　シャルルは切ない声をあげたが、下半身の締まりも濡れっぷりも相変わらずだ。尻尾(しつぽ)もパタパタ振られてる。安定の淫乱だ。

			　リアはライナの演武を真似て汗をかき、ゆっくりな組み手をおこなう。

			　太極拳のようなスピードでだされたパンチや蹴りを、太極拳のようなスピードで受ける。

			　何度か受けたら、太極拳のようにゆるやかな動きで、ライナにパンチや蹴りをくりだす。

			　最初は互角のようであったが、徐々に差がついてきた。

			　ライナはまったく乱れないが、リアはじわじわと乱れる。一打一打は小さなズレでも、重ねるごとに大きくなってく。汗の粒も、ぽたり、ぽたりと落ちていく。

			　次第に防戦一方になって、二十八撃目。ライナの貫き手が、リアの脇腹に食い込んだ。

			　リアがとっても悔しげに、んうっ………[image: kao_01.png]と唇を噛んだ。

			（ピッ！　ピッ！　ピッ！）

			　指を立て、もう一回と主張する。

			「それでは今度は、速くやろうか」

			（こくっ。こくっ。）

			　リアはうなずき、キリッ[image: kao_10.png]と身を整えた。

			　オレはシャルルの中に出し、二回目のエロに区切りをつけた。

			「はううぅんっ…………♥♥♥」

			　ビクビクと感じ入っている淫乱なシャルルの肩を掴んだ。上半身を起こさせて、後ろから抱く。右手でおっぱいを鷲掴みにしつつ、乳首をいじりながら真剣な顔で尋ねた。

			「どっちの立場に立って見る？」

			「それでは……はぅんっ。リアさまで……わんっ」

			「よし」

			　オレは真剣な眼差しを、リアとライナのふたりに向けた。

			　リアが地を蹴り乱撃を放ち、ライナはそれを器用に受ける。

			　リアの隙を鋭く見据えて、鋭い掌(しよう)底(てい)。

			　リアの体が後ろに飛んだ。衝撃の余波で地面が抉(えぐ)れて砂利が飛び散る。

			　けれどもリアは、右手で急所はガードしていた。

			　タンと地を蹴りライナへ向かう。

			　激しい激しい乱打戦。足場がえぐれて地形が変わる。しかし攻防の合間合間に、型稽古で見せた型が見える。

			　ライナが左手で掌(しよう)底(てい)を打つと見せかけ、右の足で蹴りを放った。蹴りはモーションが大きい代わり、楕円軌道の攻撃だ。回避するのは難しい。リアは腕でガードしながら、横へと飛んだ。

			「はうっ……！」

			　シャルルが苦痛に顔をゆがめた。どうも今の一撃は、シャルルだったら食らっていたようだ。

			　というかオレも、今の蹴りは食らってた。

			　あまり体重がかかってない分、大ダメージにはならない。しかし痛そうではある。

			　それをリアはガードした。

			　かなりの順応性と才能だ。稽古を始めてから間もないというのに。

			　リアはちょっぴり戦闘民族っぽいが、その本領をいかんなく発揮している。

			　しかし戦いが長引くにつれて、リアの動きも鈍り始める。

			（あっ………。はっ………。）

			　息はあがってしまっているし、汗もかいてる。

			　ライナが涼しい顔をしているだけに、不利が目立つ。

			　体術だけのバトルだと、やはり経験の差が大きい。

			（んっ！）

			　リアが苦し紛れの一撃を放った。ライナはくるりと回避して、リアの脇腹に拳の寸止めを入れる。

			（んっ………！）

			　体力の限界もあるのだろう。リアは実際に攻撃を受けたかのようにぷるぷると震え、体のバランスをぐらりと崩した。

			「よっ」

			　オレはリアを抱きとめた。ふんわりとした触感がして、甘い香りが鼻孔をくすぐる。手がおっぱいに当たってしまった。珍しく不可抗力だが、せっかくなので揉(も)んだ。

			　不可抗力で当たるってことは、ガイアが揉(も)めと言っている証拠だ。

			（んっ………。）

			（あっ………。）

			（あんっ………！）

			　疲れていても、リアはしっかり感じてくれた。

			　頬を染め、つぶやくように言ってくる。

			「えっち………♥」

			　かわいい。

			「…………」

			　ライナがジト目でオレを見つめる。批難というか、侮(ぶ)蔑(べつ)というか、軽蔑の眼差しである。

			　今のオレに対して、本来向けるべき眼差しでもある。

			「キミというやつは、まったく……」

			　セリフもいつものものだった。

			　とか言いながら、オレにエロいことをされると喘ぎまくるのだからかわいい。

			「それよりもリア。キミの課題は、スタミナにあるようだな」

			（………こく。）

			　リアは小さくうなずいた。

			「それは一朝一夕でどうにかなる性質のものではないが、ひとつだけ言っておこう」

			（こくっ。）

			「疲労で不利になった時には、一発で決めようとするな」

			（………？）

			「疲労がきたから早く終わらせてしまいたい。その感情はキミの都合だ。そんな気持ちからだされた攻撃を受けて、相手が倒れてくれるはずはあるまい」

			　リアは拳をキュッと握って、[image: kao_03.png]な顔で話を聞いた。

			　オレは尋ねる。

			「でも具体的には、どうすればいいんだ？」

			「基本的には、逃げの一手だ」

			「…………」

			「強い相手は、自分を上回っているから強い。そのような相手と戦いを続けるなどは、リスク以外の何物でもない」

			「絶対に負けられない、逃げられない戦いの時は？」

			「防戦だ」

			　ライナは短く、スパッと言った。

			「疲労でこちらが不利になっているなら、相手にも疲労してもらうしかない。防御を固めて回避を続け、しかし隙を見せれば――と牙は研ぐ。それは苦しい戦(いくさ)だが、ヤケになって攻めるよりはよい。ヤケになって攻めるよりはな」

			　ライナらしい、真面目で真(しん)摯(し)な回答だ。

			　こうすれば絶対に勝てる――などとは言わない。それでも自分の考えるベストな道を、選択肢として与えてくれる。それでいて、あくまで自分の考えというスタンスは崩さない。

			　リアも納得したらしく、ライナとの組み手を再開した。

			　防御の練習を意識しているのだろう。ライナの激しい攻撃を、いなして回避しガードする。けれども、牙は研ぎ澄まし――。

			　

			　貫き手っ！

			　

			　アイスピックのような一撃は、虚(こ)空(くう)を裂いてライナの首へっ！

			「クッ！」

			　ライナは身を仰け反らして回避した。タンと地を蹴り小さく跳ねて、リアの腕に足を絡ます。

			　腕を取られてしまったリアは、そのまま地面にドタンと倒れた。

			（んううっ、んうぅ～～～～～～[image: kao_01.png]）

			　リアはとっても痛そうにした。

			「ああ、すまん」

			　ライナは静かに技を外した。

			「キミの攻撃が鋭かったもので、少々本気をだしてしまった」

			　親指で、自身のほっぺをピイッと撫(な)でる。指の先には、汗の玉がついていた。

			　さっきの組み手では汗ひとつかかせていられなかったのが、今度はたった一滴とはいえ汗をかかせた。

			　本当に、すさまじい進歩と才能だ。

			「この調子では、三ヶ月もしたら抜かれてしまうかもわからんな」

			（んっ………！）

			　ギュッ[image: kao_10.png]

			　リアはやる気をアピールしてきた。

			　ライナはフフッと、クールでありながら楽しげな笑みを口元に浮かべた。

			　リアのことは、ライバルのように見ていたこともあるライナ。しかし自分を慕(した)ってくるとなれば、話は変わってくるようだ。

		

	
		
			第16話　シャルルの訓練。

			　

			「それでは次は、キミの番か」

			「わんっ！」

			　ライナがシャルルに声をかけると、シャルルはとっても元気に返した。

			「そう元気に返されては困る」

			「はぅ？」

			「そもそもわたしは、今回の戦いにキミを連れて行きたくはないのだ」

			「はうぅぅ……」

			　とっても元気だったシャルルが、しょんぼりとうなだれた。お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)も、しゅうぅんっと垂れる。

			　ライナはパラリとカードを取りだし、声高に叫ぶ。

			「顕(けん)現(げん)せよっ！　ブレイドロック!!」

			　カードがパアアッと光り輝き、巨大な岩が現れた。高さで言って、三メートルほどはある。ひとつだけでも威圧感のある岩が、合わせてよっつ並んでた。

			「ふむ……」

			　ライナが岩を、ぺたぺたと触った。

			「これって、大会に参加していた子の魔法？」

			「無機物もカードに変えられる上、譲渡も可能であるらしいからな。手ごろな大岩を封印してもらった」

			　ライナは離れて、リアへと言った。

			「キミも硬さを確かめてみたまえ」

			（ん………！）

			　リアが自身の周辺に、空圧の矢を浮かべた。ズガガガガ。放つ。

			　しかし岩には、ダメージらしいダメージはなかった。

			「けっこうな硬さだね」

			　様子見の攻撃とはいえ、ほとんど無傷なのはすごい。

			「鋼鉄ガニ(シユタールキヤンサー)が生息している岩場で厳選してきた、鋼鉄ガニのエサになっている大岩(シユタールロツク)だからな。並の攻撃では破壊できんよ」

			　それでもオレなら、素手で破壊できる気はする。

			「ハアッ！」

			　実際試しに殴ったら、バゴオッ！　と砕けて飛び散った。言うだけあって、鉄鉱石を殴ったかのような衝撃がきた。オレには関係なかったけど。

			（！！！）

			　リアが目を見開いた。岩を砕いたオレの右手を握り締め、慌てふためき指を見る。とっても心配している顔だ。

			「ああ、ごめん」

			　オレはあいてる左手で、リアの頭をぽんぽん叩いた。

			（ぎゅうぅ～～～～～[image: kao_01.png]。ぎゅうぅ～～～～～～～[image: kao_01.png]。）

			　リアが抱きついてきた。抗議の意味も混ざっているのか。力はいつもより強い。

			　かわいい。

			　逆にライナは目を丸くして、頑丈な岩を素手で砕いてしまったオレを見た。目を伏せてため息を吐く。

			「キミというやつは、まったく……」

			　それはいつものセリフだが、エロいことしている時と違って、頬をぽうっと染めている。お尻(しり)の尻尾(しつぽ)も、小刻みにだが左右に振れてる。

			　かわいい。

			　その中で、シャルルだけが怯んでた。

			　剣の先で岩を叩いて、「はうぅ…………」と気後れしている。

			「剣で裂けぬことならば、気にすることはないぞ。シャルル＝ノイスタッド。この岩を単純な物理攻撃で破壊するのは、まずふか…………アマクサぐらいでなければ、まず不可能だ」

			　そしてしみじみつぶやいた。

			「本当に、素手で破壊できるのはおかしいであろう……」

			「逆に……。物理でなければ、破壊できるでありますか……？」

			「わたしはできるし、リアにもできる」

			　ライナはスパッと言い切った。

			「シャルルには、できないとおっしゃるでありますか……？」

			「そうは言わん――が、試してみればわかる」

			　シャルルは剣を引き抜いて構える。

			「はうぅ…………！」

			　シャルルの瞳(ひとみ)が濃さを増し、髪がほんのりと逆立つ。周囲の大気がピリピリ震え、小石や砂が舞いあがる。

			　シャルルの魔力を吸い取った剣が、紅く輝く。

			「わんっ！」

			　紅い斬撃。ゴウッと炎が舞いあがり、巨大な岩はふたつに裂けた。

			　必殺級の一撃だ。威力だけなら、ライナがだしているドラゴンにも匹敵し得る。

			　が――。

			「はうっ、うぅ…………」

			　力をだしすぎたらしい。シャルルはふらっとよろけてしまう。

			　オレはしっかり抱きとめた。

			「はうぅん……」

			　シャルルは、きゅうぅ……と目を回していた。

			　オレが触れているっていうのに、まったく発情していない。

			　オレのシャルルは淫乱である。どんな状況であろうとも、オレが触れると発情してしまうのが常だ。それが今では、発情せずにぐったりとしている。

			　心配だ……。

			　オレは懐からビンを取りだし、マジックポーションをシャルルに飲ませた。すぐに回復したりはしないが、グッと楽になるのは確かだ。熱中症の人に飲ませる水のような効果と思えば、イメージは近い。

			「こういうことだ。レベルの高い魔法をいきなり覚えると、反動でダウンしてしまいやすい」

			「なるほど」

			「しかもダウンで終わるならよい。最悪の場合、体内のマナを使い尽くして――――」

			　ライナは深い間を作り、冷徹に告げた。

			「絶命する」

			「…………」

			「もっとも並の魔術師であれば、自分をダウンさせてしまう魔法すら修得できん。魔法に耐えることのできる体ができて、初めて習得できるのだ。威力の高すぎる魔法とは、つまりそういうものなのであるが……」

			　ライナは重い視線をシャルルに向けた。

			　オレはシャルルをギュッと抱きしめ、いつものように言ってやる。

			「オレのシャルルは、天才だからな」

			「はうぅぅぅぅんっ」

			　飲ませたお茶と、耳元でささやいた効果だろう。シャルルは顔を赤らめ、ぷるぷる震えた。

			　それはまさしく、発情しているメスの顔。オレはほっと安(あん)堵(ど)する。

			　これがシャルルだ。

			　恥ずかしがり屋な一方で、すぐに発情してしまう、淫乱むっつりピンクなシャルルだ。

			「…………」

			　ライナはジト目でオレを見た。ため息をついて言う。

			「とにかくそういうわけなのだ。体術や剣術と異なって、魔術の天才は、その才がゆえに命を落とすことがある。珍しすぎるケースがゆえに、知られていないことも多いがな」

			「なるほど」

			「そもそもの前提として、実戦で使うには、タメの時間が長すぎるという問題も……」

			「はうぅ……」

			　的確に問題点を指摘していたライナだが、しょんぼりされてしまって口をとめた。

			　コホンと咳払いをして言う。

			「それでもキミが、アマクサの役に立ちたいと言うのなら――」

			　ライナが右手を前にだす。水晶玉でも乗せるかのように、手のひらを空へと向ける。

			「ふっ！」

			　グオンッ！

			　ライナの手から、黒いマナが飛びだしたっ！

			　リンゴぐらいの大きさをしたそれは、ライナの手のひらの上で浮かぶ。

			　見た目は地味で、愛らしくさえある。

			　しかし込められているマナと秘められた殺傷力は、かなりのものであるとわかる。

			「これと同じ出力をだしてみたまえ」

			「はうぅ……」

			「手でやるのが難しいなら、剣を使っても構わんぞ？」

			「わんっ……！」

			　ライナに言われて怯んだシャルルが、条件を緩和されてやる気をだした。

			　剣を構えてマナを注いで、銀色の刀身を紅く輝かせていく。

			「はううぅぅ…………っ！」

			　剣から炎が巻きあがる。触れるものを焼き溶かし切る魔法剣。シャルルの〈天才〉の象徴。

			「はうっ、はうっ、はうぅ……、わんっ…………！」

			　岩を切った時よりも出力は抑えているが、それでもかなりキツそうだ。

			「もうすこしだけなら、弱めても構わんぞ？」

			「はうぅ……」

			　シャルルは剣の出力を落とした。

			　ライナは地面に置くタイプの花火のような、凸型の筒を設置した。マナのこもった結晶石を中に入れ、自身のマナを流し込む。

			　筒の中から、青い玉が飛びだした。

			　ひゅううぅ～～～～～～～～～～～～っとあがり、筒の中にポンッと落ちる。

			　一秒、二秒と間を置いて。

			　ひゅううぅ～～～～～～～～～～～～。

			　そしてポンッと、筒の中に戻る。

			　ひゅううぅ～～～～～～～～～～～～。ポンッ。

			　ひゅううぅ～～～～～～～～～～～～。ポンッ。

			「稚児をあやす遊具なのだが、魔法の訓練にも使えるのだ」

			　ライナは銃を取りだした。つい先刻の岩に向かって狙いを定める。

			　右の手から黒いマナを発し、自身の銃に走らせる。

			　筒から青い玉が打ちあがった。ライナの目の色が変わる。澄んだ青から、クリムゾンの紅へ。右手の銃にも、キイィィン――と黒いマナがこもった。

			　青い玉が筒へと戻る。ライナも右手の力を落とす。

			　一二〇パーセントの力から、八〇パーセントといったところか。つい先刻のそれよりはかなり落ちるが、殺傷力は十分だ。

			　一秒、二秒。

			　五秒。一〇秒。

			　けっこう長い時間が流れて――。

			　ひゅううぅ～～～～～～～～～～～～～～～～～～。

			　青い玉が打ちあがった。

			　ライナは右手に力を込める。漆黒のマナの力を高めてたぎらせ、蒼い瞳(ひとみ)を紅く光らす。

			　ライナはそんな反復作業を、延々とくり返した。

			「わたしがキミにやれと言うのは、この訓練だな。玉が打ちあがるたびに魔力を高め、でているウチはその状態を保つ。玉が落ちている時には休んでもよいが、魔力を切らすのはいかん。不意に襲われた場合にも、その魔法剣で相手を切れる出力は維持しておけ」

			「はっ……はうっ！」

			「そうやって、基礎の魔力を底あげすると同時に、自分がどの程度までなら放出しても大丈夫なのか、体に教え込ませるわけだな」

			「はうであります……わあぁんっ…………！」

			　今の状態でもキツイのだろう。シャルルは必死に返事した。

			　それでも健気に、訓練をがんばった。

		

	
		
			第17話　リアの目覚め。

			　

			（くい。くい。）

			　リアがオレの袖を引っ張り、オレのことを（じいぃ………。）と見つめた。

			　次にシャルルをチラと見つめて、オレのことを（じいぃ………。）と見直す。

			「リアもしたいのか？　訓練」

			（こくっ。）

			　まだまだ小さく幼いリアは、好奇心も旺盛だ。

			　みんなの『まねっこ』をしたがることも多い。

			「わたしとしては、そのつもりでもあったぞ？」

			　シャキン！　[image: kao_10.png]リアはとってもやる気をだした。

			「キミの場合は……」

			　ライナはてくてくと歩き、ライナが用意した巨大な岩に手を当てた。

			「あの青い玉が飛びだしたら、この岩を浮かせてくれ」

			（こくっ！）

			　リアは元気にうなずいた。

			　準備してると、青い玉が飛びだしてくる。

			（んんっ………！）

			　グオンッ。三メートル級の巨大な岩が、身長よりも高く浮かんだ。

			（んん～～～～～[image: kao_01.png]）

			　けれども、さすがに重いらしい。リアはとっても辛そうだ。

			　青い玉、筒の中に戻る。リアはふうっと力を抜いた。

			　大きな岩が落下する。

			　ただし地面には落ちない。寸止めである。

			　大きな岩はホバーでもついているかのように、二〇センチほど浮いている。

			　そんな中、青い玉が再び飛んだ。

			　力を込めて、岩を浮きあがらせる場面だが――。

			　ドガアァァァンッ！！！

			　岩は大爆発した。

			（がーんっ！！！）

			　リアはとってもショックを受けた。

			　一方で、オレの動きは速かった。岩の近くで練習していたリアを抱き、飛んできた破片を素手で砕く。続いてシャルルのほうを向く。

			　だが遅い。間に合わない。直感が、オレにそう告げている！

			　が――。

			「はうっ！」

			　シャルルは機敏に剣を動かし、迫ってきていた破片を裂いた。

			『不意に襲われた時にも、剣で相手を切れるようにしておけ』

			　ライナから受け取った、指示の通りだ。

			　基本的には犬わんこしているシャルルだが、こういう時は猟犬(ガンドツグ)めいてる。

			　けど――。

			「はうぅ……」

			　倒れてしまった。

			　オレは駆け寄り抱きあげた。

			「大丈夫か？」

			「大丈夫であります…………わん」

			「そうか」

			　オレはポーションを飲ませてやった。シャルルの白く美しいノドが、こくん、こくんっと色っぽくゆれた。

			「はうぅん……」

			　そしてシャルルは瞳(ひとみ)を閉じた。全身の力がカクッと抜ける、気絶のような眠り。力を使いすぎて疲(ひ)弊(へい)してしまったのに加えて、安心感もあるのだろう。眠りながらも、顔をオレの胸板にこすりつけてきた。

			　かわいい。

			　そして巨乳だ。

			（………。）

			　リアがとっても、しゅうぅん[image: kao_12.png]な顔で、オレの前にしゃがみ込んだ。シャルルのことを心配している。

			「大丈夫だよ。寝てるだけ」

			　すこし安心したらしい。リアがほうっと息を吐く。それでも目元はしょぼんりと、すまなそうなままである。

			　仕方がないな。

			　オレはシャルルを抱いたまま、ゆっくりと立ちあがった。

			「どうするのだ？　アマクサ」

			「シャルルをちゃんとしたところに寝かすついでに、リアに軽いおしおきしてくる」

			「おしおきとは、つまり、そういうこと…………か？」

			「そうだね、うん。エロいこと」

			「人がオブラートに包んだものを、ビリビリと破くなぁ！！！」

			　ライナは[image: kao_13.png]な顔で叫んだ。

			「ごめん」

			　オレは笑顔で謝って、訓練場をでた。備えつけられている休憩室に行く。学校の保健室のようなそこには、ベッドがふたつ並んでた。

			　ちょうどいい。

			　オレは片方にシャルルを寝かし、もう片方にリアを座らす。

			　あいさつのようなキスをして、押し倒す。

			　服の隙間に手を差し入れて、生のおっぱいをふにふにと揉(も)む。

			　おっぱいにオレの指が食い込んで熱が入り込むたび、リアは甘い吐息をあげた。

			　しかしこれだと、〈おしおき〉にならない。

			　オレは真っ白な布を、リアの口に巻いた。猿ぐつわである。

			（んんんっ………！）

			　ロープでも縛って動けないようにしてから、バックで犯した。

			　恋人同士の甘いそれではなくて、オナホを相手にするかのようなセックスだった。

			　行為が終わる。

			　オレはリアの拘束を外し、その唇にキスをした。

			　リアは目を閉じ本能のまま、オレの口にキスをしてきた。

			　オレはたっぷり堪能してから、唇を離す。

			　リアは静かに目を開く。

			　瞳(ひとみ)は恍(こう)惚(こつ)にうるみ、口からはじんわりとした吐息がもれる。

			　いつも以上に惚(ほう)けた顔だ。

			　オレの体に腕を回して、ごろんと転がる。

			（んうっ………。んっ、んんっ………！）

			　オレの体に覆(おお)い被さり、二回目のキスをしてくる。唇を押しつける、熱烈なキスだ。

			　唇が離れる。

			　リアは熱病にでもかかったかのように、うつろな瞳(ひとみ)と赤らんだ顔で言ってきた。

			「ぐるぐる、ろーぷ。きもちよかつた………です。」

			　蒸気めいた息を、静かに吐いて続ける。

			「もつと、いつぱい、してほしい………です。」

			　なんということだ。

			　リアがＭに目覚めてしまった。

			　でもどうなんだろうな、今のリア。

			　行為のおかげで昂ぶって、冷静になれていないだけの気もする。

			　瞳(ひとみ)もとろけて夢うつつだし、半分寝ぼけているんじゃないだろうか。

			　終わったあとで素に戻ったら、悶えるパターンのような気がする。

			　まぁいいや。

			　オレはリアが求めるままに、リアを縛って二回戦目に入った。

			　さっきはバックからやったので、今度は真正面から挿れる。

			　リアの腰をがっしり掴み、奥まで差し込み中にだす。

			　リアはほうっと瞳(ひとみ)を閉じた。満足そうに寝入る。

			　オレが抱きしめてやると、すり………と顔をこすらせてくる。

			　そしておよそ一〇分後。リアはパチ……と薄目をあけた。

			　ぼんやりと眠そうな目でオレを見つめる。

			　次に裸の自分を見つめる。手首についた、ロープの跡を視認する。

			　オレは言った。

			「ロープが気持ちいいとか言っていたのは、夢でもまぼろしでもないぞ？」

			（っ?!　っ?!　っ～～～～～～～～～～～～！！！）

			　リアはシーツを身にまとい、うずくまって悶えた。

			　夢だと思っていたから平気だったけど、意識がハッキリしているところでは、さすがに恥ずかしいようだ。

			　かわいい。

			　ちょうどシャルルが起きてきたので、三人で楽しんだ。

		

	
		
			第18話　ラクトさんの理性。

			　

			　訓練場に戻る。

			　ライナが剣を正眼に構え、黒いマナをたぎらせていた。

			　瞳(ひとみ)の色は赤く変わって、見るものすべてを凍死させそうなほどに冷たい。

			「はううっ……」

			（っ………！）

			　オレの腕にくっついていたシャルルが目を見開いて震えた。リアも半ば本能的に、闘気めいた力で身を守る。

			　ライナがチラりとオレを見た。黒いマナが引いていき、瞳(ひとみ)の色も水色に戻る。

			　シャルルとリアをじっと見つめて、いつものジト目でいつものように言った。

			「キミというやつは、まったく……」

			「っていうかライナも、魔法剣とか使えたんだね」

			「わたしは使えんぞ？」

			　ライナは持っていた剣を振るった。黒いマナを身にまとっていた剣の刀身は、水滴を飛ばすかのように散った。

			「見ての通りだ。わたしのマナを染み込ませると、剣が腐食してしまう」

			　すごい力だな。

			（くい。くい。）

			　リアがオレの袖を引っ張り、耳元でささやいた。

			「それを聞いてほしいって？」

			（こくこく。）

			「どうしたのだ？　アマクサ」

			「リアが、大会の時よりずっと強くておかしいって」

			「大会は……あくまでも大会であるからな。本気をだそうと努めてはいるのだが、今ひとつうまくいかないのだ。例外は、アマクサが相手の時ぐらいだな」

			（がーん！）

			　そのライナにも負けていたリアは、とても激しいショックを受けた。

			　しかしすぐさま、気を取り直す。

			　たくさん負けているなら、たくさん、がんばる[image: kao_10.png]

			　そんな顔だ。

			　健気である。

			「それより体調が戻ったのなら、修業の続きを再開しよう」

			「はっ、はいであります……わんっ！」

			（………こくっ。）

			　シャルルとリアは、気圧されながらもうなずいた。

			　ライナとの差。圧倒的な力の差。

			　それがもたらす畏怖は、ただの平凡な高校生が、数多の修羅場をくぐり抜けてきた歴戦の傭(よう)兵(へい)を見た時に感じるそれにも等しい。

			　それでもふたりは怯まない。オレの役に立ちたいという一心で、大いなる壁(ライナ)に教えを受ける。

			　ちなみに壁とは、存在の大きさという意味だ。

			　バストの硬さや平たさに対する言及ではない。

			　そこのところは、カンチガイしないように。

			「どうしてこのタイミングで、わたしの胸を見やるのだぁ?!」

			　ライナは両腕で胸を押さえて、半泣きで叫んだ。

			　ごめんなさい。

		

	
		
			第19話　リアは訓練をがんばる。

			　

			　オレがライナをなだめて話が戻る。

			「やって見てわかったのは、キミたちは、インターバル・トレーニングをする段階にない…………ということだ」

			「はうぅ……」

			（しゅうぅん………。）

			　シャルルとリアが、ふたり揃ってうなだれた。

			　特に岩を爆発させたリアは、しょぼんっぷりもシャルルの三倍だ。

			　シャルルが[image: kao_06.png]なら、

			　リアはトリプル[image: kao_06.png][image: kao_06.png][image: kao_06.png]だ。

			「気持ちはわかるが、落ち込んでいる暇はない。そのような時間があるなら、自己を高めることに使うべきだ」

			「わんっ！」

			（こくっ！）

			　シャルルとリアが同時にうなずく。

			　ふたり揃って素直な子である。

			　かわいい。

			「剣を抜け。シャルル＝ノイスタッド」

			「はっ、はいでありますっ！」

			　シャルルは剣を引き抜いた。

			「では炎を灯らせろ。出力は、最低限でいい」

			「はうっ……！」

			　シャルルは力を集中させて、魔法剣を発動させた。

			　その表情は辛そうだ。シャルルが魔法剣は、刀身までも魔法化させる高度なタイプだ。最低出力と言っても、その疲労感は生半可ではない。

			「うむ」

			　ライナはうなずき、懐に手を入れた。ろうそくをだす。火をつけて、床へと置いた。

			「あとはこの火が消えるまで、その出力を維持しておけ」

			「はうぅっ…………！」

			　シャルルは空気イスでもさせられているかのような、苦悶の表情でうなずいた。

			　お尻(しり)の丸くてかわいい尻尾(しつぽ)も、ピイィンッと立って力を込めてる。

			　かわいい。

			「では次は――」

			　ギュッ[image: kao_10.png]

			　リアが一生懸命な顔をした。

			「うむ」

			　ライナはうなずき、リアに言う。

			「背中を向けたまえ、リア」

			　リアはライナに背中を向けた。

			　するとライナは、剣の鞘を取りだして――。

			　

			　リアの頭をゴツッと叩いた。

			（ぴいんっ！）

			　リアが[image: kao_07.png]な顔をした。

			　頭を押さえてくすん、くすん。涙目になってライナを見やる。

			「キッ……キミは力を、前方にしか使えんという弱点があるからな。最初は体が力を使いすぎないよう、無意識で調整しているのかと思ったが、あの岩を爆発させても平然としているあたり、ただの訓練不足であると判断した。実戦を考えるなら、後方や上方からの攻撃にも同時対応できるぐらいの力がほしい。吹き飛ばされてしまった時にも、受け身の代わりに使用できる」

			　説明されたらわかったらしい。頭の左右のぴょこハネが、ぴこぴこと動いた。

			「リアもシャルルも『インターバル・トレーニングをする段階にない』って言われたけど、理由はそれぞれ違うんだな」

			「そういうことだな。シャルル＝ノイスタッドと違ってリアは、三歩先に進んでいる」

			「でも殴る必要ってあるの？」

			「痛いほうが、よく覚えるではないか」

			　ライナは首をかしげて言った。頭の横には、ハテナのマークも浮かんでた。ライナ自身も、そういう感じで覚えてきたような感じだ。

			　まぁライナなら、大丈夫なラインは守るだろう。オレは見守ることにした。

			（ん～～～～～～～～～。）

			　意図は理解していても、怖いものは怖いらしい。リアはとっても[image: kao_01.png]な顔でスカートの裾を押さえ、ライナからの攻撃を待った。

			　ライナは攻撃しにくいらしい。鞘をリアの頭に近づけては離し、近づけては離している。

			（ん～～～～～～～～～～～～。）

			（んうぅ～～～～～～～～～～～～！）

			　逆にそれが、リアの恐怖を煽(あお)るらしい。リアはますます[image: kao_01.png]になった。

			　しかしまったく攻撃しないと、訓練にならない。ライナは鞘を振り下ろす。

			　すると――。

			（んんっ！）

			　リアはドゥンッと力を発した。

			　衝撃の波が背中から発せられ、ライナを襲うっ！

			「はぐっ！」

			　ライナは咄嗟に横に跳び、かろうじて回避した。衝撃の波は、地面を抉(えぐ)って進み――。

			　

			　闘技場の壁を吹き飛ばしてとまった。

			　

			　攻撃の跡を見つめたリアは、複雑そうな顔をした。

			「うむ……まぁ。出力が高すぎることと、わたしを殺しかけたことを除けば、特に問題はなかろう……」

			　ライナは気重にうなずいた。

			　気持ち的にはとてもアレでも、相手に非がないのだから怒らない。

			　大人の対応である。

			「それでは次の訓練にしようか」

			　ライナはタライを取りだした。ブリキと思わしき金属で作られた、銀色のタライだ。大きさはタライぐらい。

			「座りたまえ、リア」

			（こくっ。）

			　リアは地面にぺたんと座った。あひる座りでとてもかわいい。

			　ライナはタライを、リアの頭の上にやる。リアの頭の、上空三〇センチぐらいの位置だ。

			「わたしは今から手を離す。しかしキミは力を使い、タライを上空三〇センチで留めたままにしておくのだ」

			（こくっ。こくっ。）

			「では――行くぞ」

			　ライナは静かに手を離す。

			　タライは落ちる。落下する。無防備なリアの頭に向かって、重力の導きのままに。

			（んっ………！）

			　リアが力を使用した。タライは天使の輪のように、リアの頭の上でとまった。

		

	
		
			[image: p_199.jpg]
		

	
		
			　あとはこの状態を維持すればいいのだが――。

			　ドォォンッ！　タライはド派手に吹っ飛んだ。

			　実に綺麗なアーチを描いて、訓練場の外に飛んでく。あしたはホームランである。

			　ライナは唖然と見送って、ぽつりと言った。

			「本当に……、キミは細かい調整が苦手なようだな」

			　[image: kao_06.png]

			　リアは再びしょんぼりとした。

			「せっ、責めているわけではない。課題が明確であるというだけだ」

			　ライナは慌ててフォローを入れた。

			　師匠と弟子というよりも、小さな子どもと幼稚園の先生といった感じだ。

			　見た目的には、ライナのほうがちっちゃいんだけど。

			　もう本当に、体格も背丈もおっぱいもミニミニしていてかわいいんだけど。

			「…………」

			　なんて思ってほわほわしてると、ライナがジト目でオレを見てきた。

			「どうしたの？　ライナ」

			「キミは今、わたしのことを小さなものを見る目でみなかったか？」

			　どんな目?!

			　いや、まぁ、見てたけど。実際そう思って見てはいたけど！

			「いいい、一応何度も言っておくが、わたしはわたしは小さくないぞ！　平均よりはやや小さいが、トータルすれば小さくないぞ！」

			　なんて意味のわからないトータルだ。

			　基本クールでかっこいいライナだけど、背の低さと胸の小ささを突っつかれると弱い。小さな胸を突っつかれたり愛(あい)撫(ぶ)されたり吸われたりしても弱い。

			　かわいい。

			「っていうか今は、リアの訓練の時間じゃないの？」

			「はぐぅ……」

			　ライナは納得しないながらも、正論を言われて黙った。

			　タライ二世を取りだして、リアの頭の上にかざす。

			「ではもう一回だ。手を離すからを気をつけるのだぞ？」

			　リアはタライをじっと見上げて、こくとうなずく。

			　ライナがパッと手を離す。リアはタライをじっと見つめて、軽く浮かせた。

			（んんっ………！）

			　うまく静止させているが、なかなかに辛そうだ。シャルルの時のそれとは違い、強大すぎる力をもてあましている。

			「それではわたしのほうを見ろ」

			　ライナは地面に片膝を立てて座った。必然的にリアの視線は、タライから外れる。

			（んんっ、んっ………。）

			　頭の上のタライの居心地が悪いのだろう。リアはスカートの裾を握って、もじもじと動いた。

			「危機を身近に置いておけば、感覚が鋭敏になるからな」

			（………こく。）

			　リアは静かにうなずいた。正直あまりわかっていない感じだが、ライナの言うことだから間違いはないと思っているような感じだ。

			　一生懸命な顔で瞳(ひとみ)を閉じて、頭の上のタライを感じ、タライを浮かし続けているが――。

			　

			　ドオォ―――――――ンッ！！！

			　

			　本日二度目のホームラン。

			（がーんっ………！）

			「…………」

			　リアがとってもショックを受けて、ライナはなんとも言えない顔をした。

			　なにも言わずに立ちあがり、訓練場から出て行った。

			　三分後。タライを持ってやってくる。

			「再開しようか」

			　まるで何事もなかったかのような態度。さすがライナだ。スルースキルもばっちりだぜ。

		

	
		
			第20話　リアちゃんの訓練とラクトの気持ち。

			　

			　その後もふたりは練習を続けた。

			「はううぅぅ……！」

			（んっ………！）

			　しかしここでも、センスがあるのはリアだった。

			　最初は吹き飛ばしていたタライも、グラグラとすらしなくなっている。

			　ライナが水を入れてみたりしたが、完璧なままだ。

			　しかし上に集中しすぎて、隙だらけになっている気がするな。

			　オレはリアの背中を突ついた。

			（ひゃっ………！）

			　リアの体がビクッと動き、タライが落ちてくる。

			　オレはパシリとキャッチしてやったものの、リアはちょっぴり怒ってた。

			　かわいらしいほっぺが、ぷくぅーっとふくれてる。

			　かわいい。

			「いったいなにをしているのだ……？」

			「上に意識を集中しすぎて隙だらけだったから、多少さわってもなんとかなるようにしたほうがいいんじゃないかと思って」

			「確かに一ヶ所に集中しすぎてしまうのが、よい傾向だとは言わんが……」

			（んっ[image: kao_10.png]）

			　理由で納得したらしい。ライナは苦虫を噛み潰していたが、リアはシャキンとやる気をだした。オレはリアの上空にタライを設置して、訓練を再開する。

			　まずは両肩。

			（んっ………！）

			　リアは頬を赤らめるものの、なんとか保つ。

			　次に脇腹。両サイドから、持ちあげるかのように掴み挟んだ。

			（ひやっ♥　あっ♥　んっ………♥♥）

			　リアはもじもじ喘いでいたが、かろうじて耐えた。

			　オレはうなじをチロリと舐める。

			（ん～～～～～～～～～～～～♥♥♥）

			　リアは[image: kao_09.png]な顔になりつつ、上空のタライを維持していた。

			　オレはそれを把(は)握(あく)しつつも、おっぱいに手を伸ばす。

			　やわらかく包むかのように、ふにゅふにゅと揉(も)む。

			「ひやあっ………。んっ………。えっち………。ラクト………えっち、えっち………。」

			　リアは半泣きになって悶えた。頭の上のタライが、ぐらぐらと揺れる。

			　オレがスカートの下に手を入れて、やらしいところをいじり始めても耐えている。

			　だがオレが、パンツの下にまで手を伸ばすと限界がきた。

			（っ～～～～～～～～～～～～！！！）

			　盛大にのけ反る。タライに入っていた水がクジラの潮吹きのように弾け、湿っぽくも艶めかしい雨となって降り注ぐ。

			「キミというやつは、まったく……」

			　タライを押さえてあげていたライナが、ハアッとため息をついた。

			　そんなおふざけはあったりしたが、それ以降は真面目に訓練を見守った。

			　時間を計るためのろうそくが燃え尽きるごとに休憩を入れて、一休みしたら訓練に入る。

			　特に辛そうなシャルルについては、マッサージとかもしてやった。

			　しかし五本目のろうそくが燃え尽きるころ――。

			「はうっ、はうっ……、んっ…………」

			　ろうそくがいまだついているのに、シャルルの剣から炎が消えた。

			　シャルルの瞳(ひとみ)も光りを失い、体はぐらりと崩れ始めた。

			「よっ」

			「はぅん……」

			　オレが抱きとめて支えても、反応らしい反応はない。

			　うなされているかのような声を漏らして、まぶたをピクピク痙攣させるだけである。

			　もう完全にグロッキーだ。

			　リアもかなり疲労していた。睡魔に襲われているかのように、こくり、こくりと頭をゆらし――――ぱたん。シャルルと同じく倒れてしまう。

			　ライナがリアに近づいて、首筋に手を当てた。

			「今日はどうやら、これまでのようだな」

			「そっか」

			「疲労には、すこし休めば回復する程度の疲労と、一晩休まなければいけない疲労があるからな。今のふたりにあるのは、後者の疲労だ」

			「じゃあとりあえず、休憩室だね」

			「そうなるな」

			　オレはシャルルを背中に背負い、リアをお姫さま抱っこした。

			「はぅんっ……」

			　シャルルがピクッと痙攣し、オレの体に腕を回した。意識は残っていないはずだが、無意識の中でもオレを感じるとくっついてくる。

			　かわいい。

			「キミがひとりで、ふたりを抱える必要はないと思うが」

			「必要っていうか、オレがしたくてやってるだけだし」

			「そうか……」

			　ライナは静かにうなずくと、オレの隣に寄り添った。小さな頭をぺたんとつけて、並んで休憩所まで行く。

			　休憩所。オレはシャルルとリアと、ひとつのベッドに寝かせてやった。

			　椅子に座ってふたりを見つめる。

			（はぅ……、んっ……）

			（くぅ………。くぅ………。）

			　あどけない寝息を立てているふたりの髪を、やさしく撫(な)でる。

			　それはとても愛らしいが、それゆえ思うところがあった。

			「どうしたのだ？　アマクサ。複雑そうな顔をして」

			「いいのかな……って思ってね」

			「なにがだ？」

			「今回の戦いは、オレの都合に近いわけでしょ？　セシリアの家の役目に首突っ込んで、しなくてもいい戦いをしようとしている。あのアホの子を助けたいって思うオレの都合で、シャルルとリアが戦いに参加しようとしている」

			「それは確かに、事実ではあるな」

			　ライナは椅子を用意して、オレの隣にぺたりと座った。

			「ちゃんとした立場のある人間が、自分の意思で動いているのだ。リアとシャルル＝ノイスタッドはもちろんのこと、わたしもキミが動かなければ、手をださん」

			「そうだよね……」

			「しかしわたしたちからすれば、どちらでもよいことなのだ」

			「というと？」

			「わたしもリアもシャルル＝ノイスタッドも、キミがいなくなれば死ぬような身だ。危険な戦いに身を投じていくのも、キミだけを戦いの場に運ばせるのも、まったく変わらないのだよ」

			「オレとしては、オレが死んだら綺麗に忘れて生きてほしいんだけどね」

			「無論、そのつもりではいる」

			　ライナは以前にオレが渡した、指輪が入っている箱をだした。

			　箱をあけて指輪を見つめ、静かに閉じて胸に抱く。

			　椅子をすすっと静かに寄せて、オレの肩に頭を乗せる。

			「しかし実際にキミが死んだら、食事を取れるような気がせん。息をできるような気がせん。

			　わたしたちはもう、息をするかのようにキミのことが好きなのだ」

			「…………」

			「だからな、わたしたちのことは気にするな。キミはキミのしたいことを、したいがままにするといい。助けたいと思う者を、助けたいと思うがままに助けるといい。そもそも、わたしは――そんなキミだからこそ、ここまで深く……」

			「？」

			「あっ、ああっ、あいっ、あいっ、あいしっ、しっ…………」

			　どもりまくるライナの顔は、みるみる赤く染まっていった。その様子たるや、頭の上でお湯を沸かしているんじゃないかと思うぐらいだ。架空の湯気がハッキリ見える。オレの腕に当たっているほっぺたも、じんわりと熱い。

			　ライナはゴクリとツバを飲み、がんばって言った。

			「愛している…………のだからな」

			　とにかく恥ずかしかったらしい。ライナは胸元を握りしめ、荒い吐息を何度も吐いた。

			　オレはライナの髪を撫(な)で、ほっぺに軽いキスをした。

			「オレもだよ。ライナ」

			「はぐっ……」

			　ビクッと身を震わせるライナを抱き寄せ、耳元でささやく。

			「愛してるよ。ライナ。シャルルやリアとおんなじくらい、世界で一番愛してる」

			「ほほほほっ、ほかの者と並べて一番と言うのかっ?!　キミは！！！」

			　ライナはほんのり、怒ったみたいな口調で言った。けれど尻尾(しつぽ)は、パタパタブンブン振られまくりだ。

			　オレはライナにキスをして、自然な形で押し倒す。

		

	
		
			第21話　主にカミーユとかリンディスとイチャつく。

			　

			　シャルルとリアの訓練のあと、家についた。

			　スープの香りが鼻孔をくすぐる。

			「あとはこの、ルコの実と葉っぱには、どっちもマナと体力を回復する作用が……」

			「なるほどな」

			　カミーユが赤い木の実を口に入れ、緑の葉っぱを前歯で噛んだ。

			「葉っぱは苦くて、木の実は酸っぱいな」

			「ですから普通は、煎じた上でお湯に溶かして、薬として飲みます」

			「でもそれじゃ美味(おい)しくないだろ」

			「それは確かに、そうですが……」

			　カミーユの相手は、ロミナであった。

			　商人もやっているロミナは、薬草などへの造詣も深い。

			　カミーユは、一般的には食材ではない薬草について尋ねて、料理に使おうとしている。

			　カミーユのほっぺたはほんのりと赤く、口元はゆるんでいる。

			　細かい作業が前世のころから好きだった――というだけのことはある。

			　かわいい。

			　ってか当たり前のように家にいるあたり、もう完璧な通い妻だ。

			　素直ではないカミーユは、『ふふふ、ふざけんなよ！　ばかっ！　ボボボ、ボクはロミといっしょにいたいだけなんだからな！』とか言うんだろうけど。

			「あっ！」

			　ロミナがオレに気がついた。

			　顔をあげ、頭のウサミミをぴくぴくと動かしてオレを見る。

			「お帰りなさいっ！　ラクトさんっ！」

			　ぴょーんっ。ウサギっ子らしく跳ねて、オレの左手を軽く握った。

			　オレに向けるは、期待の眼差し。

			　オレは左手をロミナに握らせたまま、右手でロミナの頭を撫(な)でた。

			「えへへへ……」

			　ロミナは幸せそうな笑みを浮かべた。

			「オマエか……」

			　逆にカミーユは、不機嫌そうなジト目でオレを見ていた。

			「うん、オレだよ」

			　オレは軽くうなずくと、カミーユに言った。

			「しかし当たり前にいるとか、もう完璧な通い妻だな」

			　ボンッ！　カミーユは、真っ赤になると叫んだ。

			「ふふふ、ふざけんなよ！　ばかっ！　ボボボ、ボクはロミといっしょにいたいだけなんだからな！！！」

			　完全に予想通りの答えであった。

			　かわいい。

			「にしても、いろいろと考えてるんだな、料理」

			「まぁな……」

			　カミーユは、そっぽを向いてつぶやいた。しかしそっぽを向きつつも、オレのことをチラと見つめて目を伏せて、チラと見つめて目を伏せる。

			「………………だから。………………ても、いいからな……」

			「えっ？」

			「だから、…………だから、…………ても、いいって…………」

			「聞こえないんだが」

			「今回はオマエのためだから、自(うぬ)惚(ぼ)れてもいいからなって言ってるんだよ！　ばかっ！！！」

			「そうだったのか」

			「そうだよ……」

			　カミーユは目を伏せたまま、唇を尖らせて言った。

			「オマエには……。ムカつくことも多いけど、誰かのために戦おうって姿は、やっぱかっこいいって思うし、それじゃなくても、なんだ……かんだで…………」

			「で？」

			「大好き…………だもん」

			　力なくつぶやいたカミーユは、泣きそうな顔で目を伏せた。

			　それは初めての告白をした女の子のようだ。

			　かわいい。

			「ありがとな、カミーユ」

			　オレはカミーユを抱き寄せて、ほっぺに軽いキスをした。

			「ひゃっ……」

			　カミーユは、うなじまで赤くして――。

			「いちいちキスとかしてくんなあぁ！　ばかあぁ！」

			　もうホントかわいい。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カミーユが料理を作るかたわら、オレは風呂に湯を張った。

			　リンディスたちのためである。

			　戦いにでているリンディスは、まだ帰ってきていない。

			　だから帰ってきた時に、入りたいと言えば入れるようにしておく。

			　そして準備をしていると、そのリンディスたちが帰ってきた。

			「ただいま……ぜなあぁ～～～」

			「おかえり」

			　オレはリンディスを出迎えた。リンディスはオレの胸板に雪崩れ込み、顔をすりすりこすらせてくる。いつもよりも甘えてくるのは、戦いとかで疲れているせいだろう。

			「疲れたぜなあぁ～～～。今日も、いっぱい、疲れたぜなぁ～～～」

			「そうか」

			「ぜなあぁ～～～～～」

			「ところでどうする？　ごはんも風呂も、用意はしてるが」

			「んんぅ……」

			　リンディスは、すこし悩んでから言った。

			「ラクトがいい……ぜなあぁ」

			「オレ？」

			　リンディスが、オレの口にキスをした。唇をこすらせ押しつけてから、オレのほっぺに頬ずりしてくる。

			「アタシのアタシの旦那さまに、かわいがってもらいたい気分なんだぜなぁ～～～～～♥」

			「そうか」

			　オレはリンディスの体に腕を回して、頭と背中を同時に撫(な)でた。

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～～♥♥♥」

			　癒されたらしい。リンディスは、愛らしくもほがらかな声を発する。頭の羽も、気持ちよさげにぴこぴこゆれた。

			「ボクもラクトさんがいいんだけどなぁ♡」

			　リンディスを愛でてると、ミーアが背中からくっついてきた。形よい美乳をオレの背中にふにふに押しつけ、「ハァーン♡」と甘えた声をだす。

			　ピンクの色をした小悪魔な羽がパタパタ動き、お尻(しり)の尻尾(しつぽ)がふりふりゆれた。

			　かわいい。

			　戦い帰りで顔はちょっぴり汚れているが、その泥っぽい感じも含めてかわいい。オレはミーアにキスをして、抱きしめた。ミーアの背中に腕を回して、お尻(しり)のほうに手を伸ばす。

			「あンッ、きゃんっ、ハァーンッ♡♡♡」

			「アッ……アタシは、普通にしてほしい…………じゃんね」

			　ロミナのおねぇちゃんであるウサミミおねぇさんの、レミナが言った。ほっぺたを赤くして、もじもじとしている。

			　オレはロミナにしてやったのと同じように、頭をくしくし撫(な)でてやった。

			「えへへ…………」

			　レミナはつい先刻のレミナとおんなじ笑顔ではにかむ。

			　そんなあいさつを交わしたあとは、カミーユの作った食事だ。

			「ラクトおぉ～～～～～～～」

			　甘えてきたリンディスに、スープをすくって食べさせる。

			　もう本当に、甘えんぼうになっている。

			　かわいい。

			　そして食事をしながらも、オレは戦いの様子などを聞いた。

			　リンディスは主観がありそうなので、レミナに聞いた。

			　レミナの話は、リンディスのことが多かった。

			　基本的にリンディスは、大活躍であるらしい。

			　強い相手にはヘタレているリンディスも、弱い相手には強い。

			　それも〈弱い〉は、リンディスにとっては――である。

			　そこそこの経験を積んだＣランク級の剣士や魔法使いが一〇〇回は殺されるようなモンスターも、リンディスはランスの突撃(チヤージ)一発で倒す。大岩を投げてくる三メートル級のサイクロプスを一撃で倒した時は、本気で震えてしまったそうだ。

			　オレやライナがおかしいだけで、リンディスも規格外の実力者ではあるのだ。

			　しかし六メートル級のサイクロプスが現れた際は、「ぜなあぁ！」と叫んで逃げたらしい。しかも途中でべちゃりと転んで、その戦闘で初めての負傷者にもなったとか。

			　それについて尋ねると――。

			『ここここっ、こわかったんだから仕方ないぜなぁ！　[image: kao_14.png]』

			　と主張した。

			（ちなみにそのサイクロプスは、レミナとミーアとアリシアが攪乱している隙に、後衛にいる魔術師部隊が四〇人分の魔力をぶつけて倒した）

			　それでもがんばったのは偉いので、オレは頭を撫(な)でてやる。

			　すこし甘いとは思う。でも戦いが厳しいのなら、オレが甘くてもいいだろう。

			　リンディスがここまで甘えまくるってのは、もう本当にそういうことだと思うし。

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～♥♥♥」

			　オレの手が動くたび、リンディスの頭の羽がぴこぴこ動いた。

		

	
		
			第22話　ラクトの訓練。

			　

			　そんなイチャつきが終わり、夜になった。オレはひとり外にでる。

			　空を覆(おお)うほどに背の高い、丸太のような木々が立ち並ぶ森に入る。

			　現れでるのは、超獣タイプのモンスター。

			　ゴリラをさらに巨大化させた上、四本の腕を持つマッスルコング。マッスルコングの猛撃に隠れて、舌を伸ばして攻撃してくるベルダーカメレオン。普通に道を歩いていたらいきなり飛びだし、オレを丸呑みしようとしてきた巨大なワニもいやがった。

			　オレはゴリラを拳で飛ばし、カメレオンは舌を引いて投げ飛ばす。巨大なワニは、閉じようとした口を素手で押さえて引き裂いた。

			　やっているのは訓練だ。

			　オレが味わっているのは、バカみたいに単純で、あきれるほどに煩悩にまみれた日々だ。

			　けれども、それが愛おしい。一生浸っていたいほど、大切である。

			　アリシアとセシリアのふたりにも、こういう時間はあるはずなのだ。

			　そう考えると、気持ちが強まる。

			　守りたいと、激しく思う。

			　そう思ってしまったりすると、動く気持ちをとめられない。

			　オレがシャルルやリアにあまり強いことが言えないのも、気持ちがわかってしまうからだ。

			　モンスターに囲まれた。

			　ティラノサウルスを小さくしたような、恐竜タイプのモンスターだ。

			　数は二十五。

			　前方、左右、後方に三体。

			　そしてその前衛部隊を、遠巻きに見ているやつらが十三。

			　さて、どうするか。

			　思っていると、恐竜軍団は四方から飛びかかってきた。

			　オレは真上に跳んでかわした。

			　だが一匹が、前方の一匹を踏み台にして飛びかかってくる。

			　牙がきた。身を翻(ひるがえ)して回避する。

			　回避際に手刀。恐竜の首は吹っ飛んだ。

			　着地する。恐竜の一体が体を回し、巨大な尻尾(しつぽ)を振ってくる。オレは体を伏せてかわした。頭の上を尻尾(しつぽ)が通って、髪をチリッとかすめてく。

			　ほぼ真後ろから、別の一匹が噛みついてくる。オレは相手の口が閉じるより早く、手刀を入れて頭部を裂いた。

			　別の二体が跳んでくる。オレは素早く地を蹴った。交差して、二体の心臓を飛ばす。

			　相手の命を奪うたび、オレの命が研ぎ澄まされる。

			　間違えば死ぬ。誤れば死ぬ。

			　瞬時の判断。回避の方法。放つべき技。

			　どれかひとつ間違えた刹(せつ)那(な)、相手の牙はオレを切り裂く。

			　組み手では、けっして感じ取ることのできない感覚。命を奪い、奪われる戦い。剣や刀がその身を削って、神懸かり的な力を手に入れるかのごとき作業。魂の贅肉を削り、強固なる芯だけを残す。

			　オレが徐々に変化する。

			　命であって命じゃなくなる。

			　人であって人じゃなくなる。

			　ただ敵を認知して、感知して、倒すだけの存在になる。

			　雑魚をすべて倒すころには、鋭敏な感覚が全身を包み込んでいた。

			　そしてボスが現れる。

			　家が動いてきたかのごとき巨体に、血走った瞳(ひとみ)。邪悪なキバにしたたる唾液。

			　暴虐の王――カイザーレックス。

			　ＳＳクラスのモンスターであり、徒党を組んだ上で罠にかけるのが常道。

			　罠を使わず戦うのなら、最低でも二、三〇人は必要とされるモンスター。

			　一対一で戦うなんて、常識で言えば自殺。

			　それでもオレは、一対一で対(たい)峙(じ)した。腰の剣に手をかける。

			　レーヴァンテイン・ユキ。

			　戦いの半ばで傷を負い、戦線離脱をよぎなくされた少女の名前を銘(めい)打った刀。

			　カイザーレックスが迫りくる。オレは腰の刀を抜いた。

			　斬――。

			　わずか一刀。

			　わずか一瞬。

			　オレが刀を振るった刹(せつ)那(な)、カイザーレックスの巨体は真っ二つに裂けた。

			　オレは静かに息を吐き、レーヴァンテイン・ユキを鞘に納めた。

			　上々だ。

			　しかし真面目に戦闘訓練をすると、いろいろなものが昂ぶってくるな。

			　静めるためには……。

			　セシリアのところでも行くか。

		

	
		
			第23話　安定のラクトさんと、めろめろなセシリアさん。

			　

			　訓練のあとは、セシリアのところに行った。

			「ララララッ、ラクトさまっ?!」

			　突然の訪問にセシリアは驚いていたが、構わずに襲った。

			　アリシアもいたので、ふたりまとめていっしょに抱いた。

			　性欲を満たすためというよりも、獣欲を満たすための行為だ。

			　戦いの中にある、相手を支配し征服していくそれを、セシリアとアリシアにぶつける。

			「はにゃあぁん……っ！」

			「みゃああっ、あんっ、みいぃ……っ！」

			　そのおっぱいに描写できないことをして、やるせないほど喘がせる。

			　終わったあとは息も絶え絶えになったふたりの体を甘く噛み、オレの跡をいくつも残した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「もうっ、もうっ、なんなのですのっ！　ラクトさまっ！」

			　次の日の朝。回復したセシリアが、拳を握ってぷんぷん怒った。

			「いきなり会いにきてくださったかと思えば、あのような、あの……ような…………」

			　思いだしてしまったらしい。セシリアは顔を赤らめ、顔を両手でおおった。

			　[image: kao_02.png]になってうめく。

			「みいぃ…………」

			　かわいい。

			　その様子からも、きのうのアレがイヤではなかったことがわかる。

			「なんなのって言われたら、エロイこと、としか言えないんだけどな」

			「男女の営みというものは、もっと真(しん)摯(し)で清廉で、穢れなきものではございませんのっ?!」

			「昨日のオレは、めっちゃ純粋だったじゃん。オマエを襲いまくる以外のことは、なにひとつ考えてなかったぞ」

			「そういう意味ではございませんわあぁ！」

			　セシリアは、[image: kao_04.png]な顔で叫んだ。

			　かわいい。

			　それにしてもセシリアは、性的なことになるとまともで乙女だ。

			　あんなにやりまくったのに、女ではなく少女のままだ。

			　かわいい。

			　オレはほっぺにキスをして、ぺろっとやさしく舐めてみた。

			「みゃあんっ！」

			　敏感に鳴いたセシリアは、ほっぺを押さえて怒鳴り叫んだ。

			「わわわわ、わたくしは、このようなことで誤魔化されるわたくしではございませんのよっ?!」

			「そうなのか？」

			「そうですわぁ！」

			　そうらしいのであった。

			「ま、どうでもいいけどな」

			「まったくよろしくございませんわぁ!!」

			　あくまで怒鳴り叫ぶセシリア。だがオレは、セシリアの唇を強引に奪った。舌をねじ込み舌を絡ませ、口から引き抜く。唾液の橋が、ツウッ――っとかかる。

			「オマエがどんなに抵抗しようと、オレはオマエにベタ惚(ぼ)れだからな。ちょっと抵抗されたぐらいじゃ、『やっぱセシリアはかわいいなぁ』としか思えねぇよ」

			「みゃっ……、はみゃ、みゃにゃにゃ…………みにゃああ～～～～～～～～～」

			　ストレートすぎるオレの口説き文句に、セシリアはショートした。顔を真っ赤に火照らせて、頭から湯気をだしてる。

			　もうどんな反応をすればいいのか、まったくわからなくなっているような感じだ。

			　もう本当に、かわいらしすぎる。

			　愛でてやりたいと思うのと同じくらいに、いじめてやりたいって思う。

			「っていうかさ、そういうオマエはどうなんだよ？」

			「みぃ……？」

			　悶えていたセシリアは、半分涙目の上目使いでオレを見上げた。

			「オレはオマエにベタ惚(ぼ)れしてるが、オマエのほうはどうなんだってこと」

			　セシリアは、瞳(ひとみ)をうるませたままで答えた。

			「わっ……わたくしが、お慕(した)いしてもいない殿方に身を預けるほどに、はしたないと……おっしゃるのですか…………？」

			　愛の告白ははしたない。恥ずかしい。という認識があるらしい。セシリアの表情は、『これで……察していただきたいですわぁ…………！』と言わんばかりの半泣きであった。

			　特に瞳(ひとみ)はうるうるだ。三秒後には、涙の粒が溢れてもおかしくない。

			　オレは言った。

			「もちろんオマエが、そんなやつだとは思ってないよ」

			「では……」

			　セシリアの顔が、ほうっと安(あん)堵(ど)の色にゆるんだ。

			　が――。

			「でもそれはそれとして、直接聞きたいんだよ」

			「みいいっ…………っ！」

			　セシリアはかわいい。とてもかわいい。

			　でもいぢめたい。かわいいけれど、いぢめたい。

			　いぢめたいのだ。

			　セシリアは、可哀そうなほど縮こまる。オレは逃げを許さない。セシリアを見つめ続ける。

			「細かい気持ちがわからないなら、あえて近い言葉で言うなら――って感じでもいいぞ？」

			「あ……」

			「あ？」

			「あっ、あっ……」

			「あ、あ？」

			「愛してますわぁ！」

			　声を発したセシリアは、半ばヤケのように声を発する。

			「愛してますわっ！　愛してますわあぁ！　この世に生を受けてから感じたことのないほどの愛を、ラクトさまには抱いてますわあぁ！！！」

			「そこまで好きだったのか……」

			「ですから、申しあげたくなかったのですわぁ……！」

			　恥じらいが臨界点に達したセシリアは、くすん、くすんと鼻をすすった。

			　かわいい。

			　しかしなんと言うべきか。

			「聞いてるオレが、恥ずかしくなったぜ……」

			「言わせておいてその発言は、あんまりですわぁ！」

			　セシリアは、とてもまっとうなことを言った。

			「ごめん」

			　オレはセシリアを抱きしめた。やわらかな髪がおおう背中を、よしよしと撫(な)でる。

			「うみゅう……」

			　ごろごろごろ。抱かれて撫(な)でられたセシリアは、次第に喉を鳴らし始めた。

			　そんな自分が歯がゆくて悔しくて仕方ないと思う一方、離れることもできないらしい。

			「うみゅうぅ～～～～～～～～」

			　と文句を言いつつも、すりすりすりすり顔をこすらせてきた。

			　オレはセシリアを離し、用意していた箱を取りだす。

			「なんですの……？」

			「あければわかる」

			「みぃ……？」

			　セシリアは箱をあけた。中からは、セシリアの髪の色と同じ、金色の指輪がでてくる。

			「みゃあっ……！」

			　驚きに目を見開いたセシリアに、オレは言葉を言おうと思った。

			　ただなんか、照れ臭かった。いぢめるためならどんな言葉でもスラスラと言えるのだけれど、ピュアに行こうと思うと気恥ずかしくなる。

			「まぁ……なんつーか、アレだ。オレが生まれた地方では、結婚を申し込む際には指輪を贈るっていう風習があってだな……」

			「つまりどういうことですの……？」

			「言わなきゃわかんないのか……？」

			「それはそれとして、ラクトさまのお口から聞きたいのですわぁっ……！」

			「くっ……」

			　まさかの立場逆転だ。

			　しかしかわいい。いぢめられて涙ぐんでるセシリアもかわいかったが、期待に瞳(ひとみ)を輝かせ、きらきらしているセシリアもかわいい。

			　コイツはオレに惚(ほ)れているけど、オレもコイツに惚(ほ)れている。

			　オレはセシリアの目を見つめ、ハッキリと言った。

			「ヨメになれって言ってるんだよ」

			「…………」

			　セシリアは、指輪の入った箱を握りしめてほうけた。

			　なにを考えているのかはよくわかるけど、沈黙が照れくさいので尋ねる。

			「イヤなのか？」

			（ブンブンブンッ！）

			　セシリアは、小さな頭を左右に振った。

			　しかしアリシアといっしょでないと、どんな幸せも受け取れないらしい。複雑そうに目を細め、アリシアを見た。

			「それはもちろん、用意してるよ」

			　指輪が入った箱を、アリシアにも差しだした。セシリアと揃いの、金色のリングだ。

			「よろしいのですか……？」

			「少なくともオレは、ずっとそのつもりだったけど？」

			「はにゃあぁん……♥」

			　アリシアは、指輪が入った箱を胸に抱いた。

			　オレはふたりを再び抱いた。今度はやさしく、その愛情でもって全身で味わう。

			　誰を守りたいのか。なにを守りたいのか。体で、心で確認していく。

		

	
		
			第24話　戦いの始まり。

			　

			　戦いの日がやってきた。

			　アリシアの予想した地点へと降り立って待機する。

			　決闘の場にふさわしい、荒野。

			　点在的に岩のカタマリが転がっていたり、岩山があったりはしているが、基本的には荒野。

			　すこし後ろには大きな森も広がっているが、入ることもないだろう。

			　アリシアが地面に魔法陣を作り、虚(こ)空(くう)へと手をかざす。

			　魔法陣の上に、漆黒の扉のような、亀裂のような空間が浮かんだ。

			　それを作ったアリシアが、オレのほうにやってくる。

			「それでは、わたしは、これで……」

			　頭をさげたアリシアは、不安と戸惑いに濡れていた。

			　なんと言っても、メンバーが五人しかいない。

			　オレとライナに、リアとシャルル。セシリアの五人だ。

			　ただセシリアは、前線にはでない。

			　二〇歩さがってオレたちを見つめ、オレたちが敗れた際には『爆兵』としての役割を果たす。

			　アリシアは六〇〇人の学生軍団を入れてこようともしたのだが、ライナのほうが断った。

			　それはありがたい申し出であった。

			　大人数にされてしまうと、オレとライナは本気をだせない。

			　人質を取られれば二の足を踏んでしまうだろうし、遠距離攻撃の軌道線上に学生がいればためらってしまう。

			　さらに言うと、本気をだしたライナなら――。

			　

			　訓練を受けた六〇〇人よりも強い。

			　

			　それがライナと三度も戦い、六〇〇人の学生とも戦ったオレの感想だ。

			　生死を賭けていない環境ではけっしてだせない異形の力が、ライナの中には眠っている。

			　過去の三度の戦いで、オレはそれをしかと感じた。

			「ご生還を、願っております……」

			　アリシアが、オレの右手を両手で握りしめて言った。

			「うん」

			　オレはアリシアの右手を手に取った。小さな小指に、オレの小指を絡ませる。

			「ラクトさま……？」

			「これはな、指切りって言うんだ。絶対に守る約束を誓う時にする……儀式みたいなものだな」

			　そう言って、オレは右手を上下に動かす。

			「ゆーび切り、げんまん、ウッソついたら針千本飲ーます、ゆーび切った」

			「…………」

			　アリシアが、オレの指が離れた指をふしぎそうに見つめた。

			「どうした？」

			「先ほどのお歌……わたくしの耳には、千本の針を飲ますという意味に聞こえたのですが……」

			「実際そういう歌だからな」

			「しかしそれでは、約束をお破りになった側のお方が、約束を破った上に千本の針を相手に飲ませるということに…………」

			　言われてみると確かにそうだ。

			　アリシア、鋭い。

			　だがしかし、おまじないに言うのは野暮だと悟ったのだろう。

			　アリシアは、すぐにハッとして頭をさげた。

			「ももももっ、申し訳ありませんっ！　ラクトさまが、せっかくわたくしに気を使ってくださったというのにっ……！」

			　律儀だなぁ、アリシアは。

			　オレはアリシアの頭を、ポンと叩いて言った。

			「またこれからも、こういうやり取りができるといいな」

			「…………はい」

			　アリシアはうなずくと、転移結晶を使用した。

			　光りの粒子に包まれて消えていく。

			　それを見ていた、セシリアが言った。

			「わたくし……リーシャにひどいことをしていたのですわね……」

			「どうした？　急に」

			「万一の際にはあとを追うと決まっていても……。愛しい人が先に逝くのは、それを想像してみるだけでも、心が張り裂けそうですわ…………」

			　セシリアの瞳(ひとみ)は涙でうるみ、オレを見ていた。

			　オレはセシリアを抱き寄せた。頭と背中をやさしく撫(な)でる。

			「アホの子なオマエでも、大切に想っている人はいるってことだな」

			「アッ……アホの子は、余計……ですわぁ…………」

			　などと言いつつセシリアは、オレの胸元を握りしめ、胸板に顔をうずめた。お尻(しり)の尻尾(しつぽ)もピイィン――と立って、ゆらゆらとゆれる。

			　オレはセシリアを離し、金色の髪をくしゃっと掴んだ。ひたいにひたいをコツンと当てて、至近距離から言ってやる。

			「ついでに言うと、オレもオマエを大切に想っているひとりで、オマエはアリシアにしたことを、オレにもやりやがったんだからな？」

			「はい…………ですわ」

			「しかしこの件については、キミも人のことは言えんと思うのであるがな」

			「まぁ……そうなんだけどさ」

			　ただそこは、それはそれ、これはこれ、で誤魔化すしかない。

			　その時だった。

			　アリシアが作った空間の亀裂から、禍(まが)々(まが)しい気配が流れた。

			　台風を前にした時の感情を何十倍にもしたかのような気持ちが、胸の奥でざわついている。

			　それは同時に、虫の知らせもオレに運んだ。

			　この中にいる五人。

			　オレとライナとシャルルとリアに、最近素直になったばかりのセシリア。

			　そのうちのひとり。

			　あるいはふたりが、この戦いで命を落とす。

			　戦いのあと、オレはその直感が間違っていなかったことを知る。

			　だがこの時は、訪れる戦いにだけ神経を集中させていた。

		

	
		
			第25話　強大なる敵。

			　

			　待つこと数分。アリシアの作った裂け目から、白い手がでてくる。

			　その手はノレンをかきわけるかのように空間の境目を広げ、本体をだしてくる。映像で見たのとまったく同じ、銀色の髪に六枚のツバサ。そして鮮血のように紅い目をした男。

			　男は周囲を軽く見回し――。

			「クハハハハハハ！」

			　狂気めいた笑いをあげた。

			「エェェェェェェェェェェェェェェェイメンッ！」

			　そしていきなり両手を広げた。白い闘気が、両手に集まり――――放たれるっ！！！

			　直径三メートル級の、巨大なる閃(せん)光(こう)。

			　素手で触れれば手が消えて、剣を当てれば剣が四散しかねない圧。

			　もっともそれは、普通の体、普通の武器の場合の話だ。

			　オレは腰の剣に手をかけた。

			「神とはなにか。人知の及ばぬ世界に住まう者。神とはなにか。人知で起こせぬ奇跡を作る者。

			　ならば我の一撃は、神のそれにも等しき鉄槌。顕現せよ――真炎の剣！」

			　オレは剣を引き抜いた。炎をまといし紅い剣――レーヴァンテインで白い閃(せん)光(こう)を打つ。

			　マナとマナがぶつかった。オレの右手に負荷がかかった。

			　それでもオレは剣を振り抜き、ルシファーの閃(せん)光(こう)を飛ばす。

			　飛ばされた閃(せん)光(こう)は軌道を変えて大きく迂回し、地面へと落ちた。

			　巨大な爆発が起きる。激しい爆風に背中を押された。

			　六〇メートル後方に、底がわからないほどに巨大なクレーターができていた。

			「クハハハハハハッ！　今回の腐乱者は、それなりにはできるようだナァ！」

			　男は高らかな笑声をあげた。

			「我は神の代理人！　偉大なる神の子にして、神罰の執行者！　人々に眠る崇高なる魂が、肉体という檻に閉じられ腐乱する前に救済する者！　厳烈なる代理人がゆえ、微温なる偽りの邪信者たちより堕(だ)天(てん)使(し)の烙(らく)印(いん)を押され、次元の彼方に封じ込まれし者！　汝(なんじ)たち邪信者は、我をこう呼ぶ！　神の使徒より堕(だ)天(てん)した者。七つが大罪のひとり、傲(ごう)慢(まん)のルシファーと！」

			　エェェェェェェェェェェェェェイメン！

			　男は再び、声高く叫んだ。声の圧力が衝撃の波となり、痺れるような重圧をかける。

			　オレはわずかに、違和感を覚えた。

			　かつてコイツの尖(せん)兵(ぺい)と戦ったとき、尖(せん)兵(ぺい)たちはあるじの名をルシフェールと呼んだ。しかし目の前にいるコイツは、ルシファーと名乗った。

			　それはいったい、どういうこと……。

			　などと一瞬悩んだが、考えている隙はなかった。

			　神の使いというコイツの話が、本当に真実なのか、単なる妄想なのか。

			　それはどちらかわからない。わからない――が。

			　

			　力だけは、本物だ。

			　

			　オレがかつて戦った、誰よりも強い。

			「七つの大罪……だと？」

			　ライナがゴクリとツバを飲む。

			「まさかこのような者が、この世界には、あと六人…………も？」

			「そこについては落堵せよ。腐りゆく者よ。貴様ら肉体の檻に囚われし腐乱者に七つの大罪と言われし我らは、確かに最初は七人だった」

			　ルシファーは、胸に手を瞳(ひとみ)を細め、高潔なる詩を歌うかのように語る。

			「力強きサタン。愛深きレヴィア。崇高なるバアル。執行者グリード。清廉なるアーモン。そして我が最良の友にして、気高き者・ベルゼビュート。

			　しかし三〇〇年前の戦いで、サタンは焼かれてレヴィアはその心臓を槍で撃たれた。我が最良の友であったベルゼビュートは、身に宿る力を黒の宝玉に奪われた上で、肉体を八つに裂かれた」

			「貴様ら腐乱者が掘りだしていなければ、力だけは今もヴァガダラの遺跡に眠っているはずだ――が」

			「この戦いで、アンタの味方になることはないってことか」

			「そうなるな」

			　ルシファーはうなずいて、クックと笑った。

			「レヴィア……。サタン。ヴァルア、グリード。みな気はよい者だった。ただひとつ、信心が足りなかった。神に尽くす心が足りなかった」

			　静かだったルシファーのマナが、徐々に高まってくる。

			「神は己を信ずる者にも試練を与える。しかし同時に、越えられる試練しか与えん。ゆえに神が与えし試練は、信心に満ちた者であれば越えられるのだ！　信心に満ちた者であれば！　事実として我は、三〇〇年のむかしに封印を受けたが復活を果たした！　五〇年のむかしにも封印を受けたが、復活を果たした上に新たなる力をも得た！」

			　ルシファーは、銀色の髪を掴んで引き抜く。ふうっと息を吐いて飛ばすと、十六体の精霊になった。天使のツバサを背中に背負った、ヴァルキリーのような精霊。炎の精霊が四体。水の精霊が四体。土の精霊と雷の精霊も四体だ。

			　それぞれの元素で作られたそいつらが、元素の剣を持ってこちらを見ている。

			「これが我の新しい力だ！　自らのマナと肉体の一部を媒体として、新たなる命を作ることができるっ！　神にも近きこの力こそ、我が神の祝福を受けし証明！」

			　相も変わらず、本当に神の使いなのか、わけのわからないことを言う。

			　精霊たちが飛びかかってきた。オレたちは迎え撃つ。

			　オレがレーヴァンテインを振るえば敵の七体が灰へと変わり、ライナが腰のサーベルを抜けば三体が単なる破片に変わる。

			　シャルルは近づいてきた敵を最小限の力で切り裂き、リアはオレとライナが打ち漏らした分を倒した。

			「髪から生みだされた程度のやつらでは、相手にならん……か」

			「そういうことだな」

			「それではこちらのほうならどうかな？」

			　ルシファーは、右手の指をパチッと鳴らした。

			　なにもない。

			　起こらない。

			　特になんにも起こらない。

			　と――思いきや。

			　突如後ろの右肩のほうに、途方もない怖気を感じた。

			　オレは素早く振り返る。ライナが攻撃を受けようとしていた。

			　まるで鉄の処女(アイアン・メイデン)のように胴体をあけた、毒紫色の悪魔。

			　あけた口の先は、異空間にでも繋がっているかのように奥が見えない。

			「ライナ！」

			　オレが叫ぶのと同時、ライナは背後の敵に気づいた。離れようとする。

			　しかしなにかにつまずいたかのように、その場でガクリと前のめりになった。

			　見ればその足首を、白い手首が掴んでいる。つい先刻に倒したばかりの、土精霊の残骸だ。

			「くっ！」

			　オレはライナに向かって駆けだす。

			　ライナは背後のモンスターに銃をぶっ放していくが、虚(こ)空(くう)に吸われておしまいだ。

			　まさか――。

			　いきなり――。

			　ライナがっ――?!

			　祈りながら手を伸ばす。ライナの右手を、かろうじて掴めた。

			　敵がくる。迫りくる。四〇センチ、二〇センチ。一〇センチ。

			　オレは掴んだライナの腕を、一気に引っ張る。

			　ライナの足首を掴んでいた手首が千切れ、ライナの体は無事に離れた。

			　しかしオレの、すぐ目の前に――。

			　バクンッ。

			　オレは黒い圧力に挟み込まれて、意識をどこかに飛ばされた。

		

	
		
			第26話　セシリアは討たれ、リアは敗れる。

			　

			「クハハハハハハ！」

			　ラクトが謎のモンスターに襲われて食われた。

			　その光景を見て、ルシファーが高笑いをあげた。

			「今のはディメンション・イーター。我が異空間に封印されているあいだに手懐けた、異空間の捕食者だ。実体を持たぬがゆえに、この我ですら困難な異空間の移動をたやすくおこなう異色のクリーチャーだ」

			　ルシファーの説明に、誰もが愕(がく)然(ぜん)として――茫然とした。

			　この中で、一番強いラクト。

			　この中で、一番死にそうにないラクト。

			　それが真っ先にやられてしまったのだ。

			　放心以外のなにもできない。

			「ちなみに異空間に放り込まれた場合――並の人間であれば即死。運よく即死は免れ得たとしても、肉体が断裁されていく苦痛を味わいながら消滅していくしかない」

			「はううっ、はうぅぅ…………」

			　ルシファーの声を聞き、シャルルとライナの心が折れた。

			　シャルルは地面にうずくまって泣きじゃくり、ライナは膝をついて放心する。

			　ルシファーが腕を振る。白い閃(せん)光(こう)がセシリアに向かった。

			　放心していたセシリアは、回避行動を取ることができない。胸部に閃(せん)光(こう)を受けてしまった。

			　激しい爆発。

			（ラクト……さま…………）

			　セシリアの体は、花が散るかのように崩れゆく。ヒスイの色をした瞳(ひとみ)から、慙愧と悔恨の涙を流した。
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			　薄れゆく意識の中で、セシリアは思った。

			　ラクトのことを受け入れなければよかった。

			　ラクトの話を、聞き入れなければよかった。

			　愛さなければ、出会わなければ、大切に思わなければよかった。

			　そうすれば、学園と関係のないはずのラクトたちを巻き込むことには――――。

			　セシリアの意識はそこで途絶えた。

			　闘気弾を発したルシファーが、ククッと笑ってつぶやいた。

			「フェアゲッセンの者だけは、早めに始末しておかなければならないからな」

			　ラクトを失い、最後の切り札となるはずのセシリアも倒れた。

			　生死のほうは不明だが、戦えないのは間違いない。

			　どうすれば勝てるのか。どうすれば戦えるのか。

			　転移結晶で逃げるにしても、ルシファーは結界を張っている。

			　せめて心臓のひとつを潰さなければ、逃げることもできない。

			　しかしそこまでのことは、誰も考えられなかった。

			　ラクトがいない。

			　ラクトが消えた。

			　もうそれだけで、頭の中がいっぱいだった。

			　例えばシャルルの頭の中は、ラクトとの思い出が走馬灯のように駆け巡っている。

			　初めて会った時のこと。戦いに敗れて見逃してもらい、金貨を恵んでもらった上に、足を痛めたらおんぶ。クスリを塗ってもらったりもした。

			　街に被害を及ぼす危険性の高いモンスターの巣に、ほぼ単身で乗り込んだのもラクトだ。

			　思うがままに生きているように見えて、人のことを思いやってる。

			　今回の戦いも、学園の人たちやセシリアを見捨てておけなかったからだ。

			　それがラクト。

			　それがラクトだ。

			　そんなラクトを失った。

			　泣きじゃくる以外に、なにができよう。

			　シャルルは地面にうずくまり、ひたすらひたすら泣きじゃくる。

			「ラクトさま、ラクトさま、ラクト…………さまぁ」

			　その横を、一陣の風が通った。

			　リアだった。

			　幼い顔に涙の粒を散らしながら、ルシファーに飛びかかる。

			　拳。

			「ほぅ」

			　リアの渾身のそれを、ルシファーは右手一本で受けた。ガオンと激しい音が鳴り、衝撃の波紋がふたりを中心に広がった。砂や小石が激しく飛んで、岩石の山が崩れる。

			「腐乱者のわりには、なかなかにやる」

			　けれども、それが限界だ。ルシファーは右手をツイと伸ばして、リアの顔の前にやった。

			　デコピンを放つ。

			　本当に、なんの変哲もないデコピンだった。

			　しかし激しい炸裂音。リアの体は吹き飛ばされた。背中を打ちつけ地面を転がり、岩石の小山にぶつかり砕いてようやくとまる。

			（っ………。）

			　ふらりと立ちあがろうとした――が。

			　倒れる。

			（ラク………、ト………。）

			　無念と哀しみの涙を流し、そのまま意識を失った。

			　死んではいない。

			　訓練で身につけた、背中や頭部に対しても力を発動できるようにする能力。

			　それを無意識に使用して、衝撃を緩和させていた。

			　もしもそれがなかったら、ただの肉片と変わっていた。

			　だからまだ、リアの命は尽きていない。

			　だがこのままでは、それも――。

			　そんな中、茫然としていたライナが立ちあがった。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

			　口から漏れるは、人間ではない獣(けもの)の雄叫び。

		

	
		
			第27話　的中するは死の予感。～ライナティアス＝ミューレン・ミューレン～

			　

			　ライナの銀色の髪がヘビのように蠢(うごめ)いて、蒼い瞳(ひとみ)が紅く変わる。

			　さらに左目を覆(おお)い隠している眼帯が、黒い炎に焼かれて消えた。

			　悪魔めいた紋様のついた金色の瞳(ひとみ)が、眼帯の奥から現れる。

			　そして――。

			　

			　その背から、黒いツバサが六枚。

			　

			　次の瞬間、ルシファーの視界からライナが消える。

			「なっ……」

			　驚(きよう)愕(がく)のほぼ同刻に、ライナが現れ顔面に拳。

			　ルシファーの体がぐらりとゆらぐ。

			「腐乱者がぁ！」

			　ルシファーは手刀を放つが、ライナはフッと消えている。まるで瞬間移動だが、そんな大した能力ではない。

			　ただ高速で、バックステップを踏んだだけだ。

			「КＵКАКАКАКА！！！」

			　奇怪な笑い声をあげ、ライナは両腕を横に広げた。黒いマナが両手に溜まる。

			「КААААКчАяχχχχχχχ――――――――――――！！！」

			　両手を重ね、放たれるは黒い竜。

			　この世のすべてを飲み込み飲み干し虚無へと変える、漆黒の魔竜。

			「ツアアッ！！！」

			　ルシファーは両手を合わせ、自身のマナを全力で発してバリアを張った。

			　すべてを消し去る漆黒の魔竜を、渾身の力で受ける。

			　竜はルシファーの体を押して、滅茶苦茶に暴れ回った。

			　地面が抉(えぐ)れて木々が消し飛び、巨大な岩山がチリへと変わる。

			　しかし狂気の竜巻も怒(ど)涛(とう)の津波も、永遠には続かない。

			　地をゆるがして世界を越えるそれであっても、永遠とは続かない。

			　それと同じくライナの竜も、時間と共に細く枯れた。

			　が――。

			「ＧＡＡ亜亜亜ＡＡＡッッ！」

			　竜が尽きてしまうや否や、ライナは再び突進し、自身の拳をルシファーに放つ。

			　しかし今度は、ルシファーが上手であった。ライナの腕を素早く取った。

			　ボギリ。

			　ライナの腕がへし折れる。

			　けれど今のライナにとっては、骨折などはダメージにならない。

			　折られた腕をさらに折る方向で旋回し、ルシファーの後頭部に肘を打つ。

			　肘を食らったルシファーは、力任せにライナを投げた。ライナの腕がブチリともげて、体は宙を滑空していく。ライナの体、近くの岩山に叩きつけられる。岩山が崩れ、ガレキめいた岩石がライナに注いだ。

			「フー……」

			　ルシファーは息を吐き、ライナの腕の断面を見つめた。

			　断面からは、触手と化した黒いマナが、地獄の炎のようにゆらめいて――。

			　

			　襲いかかるっ！！！

			　

			「クッ！」

			　ルシファーは腕を放り投げ、闘気弾を放ってかき消す。

			　ガレキの奥に沈み込んでいたライナが、息を吹き返して叫ぶ。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

			　獣の咆(ほう)哮(こう)を発し、右の腕を再生させる。

			「この力…………。なるほど」

			　ルシファーは、過去を懐かしむかのように瞳(ひとみ)を細めた。

			「我が友の力を封じ込めし宝玉を、体内に埋(うず)めた存在か」

			　ルシファーの推測は当たっていた。

			　ライナのマナは、先天的なものではない。黒の宝玉と呼ばれる、核(コア)のようなもの。それを体内に埋(うず)められたことで手に入れた、後天的なものだ。

			　それはまさしく、三〇〇年前の戦いで自身の力と肉体を分断されたルシファーの友にして七つの大罪――ベルゼビュートの力であった。

			　以前ライナは、ルシファーの尖(せん)兵(ぺい)たちが作った塔の最上段で、懐かしい感覚を覚えた。

			　それは体内のマナが、近しい存在であったルシファーを感じ取っていたからである。塔のモンスターとマナの性質が似ていたのも、力の源がルシファーの同族であったからだ。

			「アマクサ。アマ、クサ……」

			　そして力はライナの激情と混ざり合い、破壊的で暴力的で刹(せつ)那(な)的な力をライナに与える。

			　その格は、狂乱天使・ルシファーと比較しても互角。

			「ＧＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ！！！」

			　獣の雄叫びをあげて、ライナはルシファーに突っ込んでいく。

			　拳に蹴りに乱打を放つ。

			　限界を超えた攻撃は、ライナの命と肉体を削る。ライナが一撃打つごとに、皮膚や指や筋肉が削れる。

			　しかし狂乱天使と化したライナは、それらの一切を意に介さない。右腕がバギリとへし折れもげれば、もげた右腕を左腕で持って、ルシファーを殴る武器にする。

			　ルシファーが怯んだ一瞬で腕を再生させて、両手で首を絞めあげる。

			　岩石に叩きつけ、ギリ……、ギリ……、ギリ……と絞めあげる。

			　その苛烈なる攻撃は、さすがのルシファーをも苛めた。

			「グ……。ギ……。ガ…………」

			　腕を締めあげるライナの腕を握り締めるが、ライナの力のほうが強い。

			　ライナの指が首筋に、メキャ……っと食い込む。窒息を狙うなどという生やさしいものではない。首を潰して断裂させようという攻撃だ。

			「カアアッ！」

			　ルシファーが、白い光を全身から発す。半径五〇メートルを消し炭に変える爆発。

			「ガアッ、ハアッ、ハアッ、」

			　ライナを弾いたルシファーが、絶え絶えな息を吐く。爆発の中心にいたルシファーは、まったく無事では済まなかった。

			　右の瞳(ひとみ)が潰れて頬には切り傷が走り、指は三本へし曲がっている。

			　狂乱天使と化しているライナも、無傷ではいられない。

			　右の足がへし曲がり、左の腕は肩からもげて、全身はヤケドと切り傷にまみれてる。

			　背中の羽も、三本がへし折れていた。

			　しかしふたりは、今や人外の存在だ。並の人間であれば時間と共に死を迎えるような傷でも再生していく。

			　事実ルシファーの傷は、じゅわりじゅわりと再生を始めた。

			　が――。

			「КАААААААААААААААА！！！」

			　ライナは傷の再生を待たず、ルシファーに突っ込んだ。

			「なっ……」

			　その判断に、ルシファーの対応は一瞬遅れる。

			　ライナは五本の指をそろえて貫き手を放った。

			　ルシファーは、咄嗟に腕を盾にする。

			「КААッッ！」

			「オオオオオッ！！！」

			　力と力の激突は、再生を放棄したライナが勝る。

			　ライナの貫き手はルシファーの腕を通して胸に刺さった。心臓のひとつが潰れる。

			「ガハッ……」

			　ルシファーが、黒い血を吐く。

			　さらにシャルルも接敵していた。

			　獲物の隙を逃さない、猟犬(ガンドツグ)めいた嗅覚で、ルシファーの胸を貫く。

			　それでも潰せた心臓は、みっつのうちのふたつ。絶命させるには至らない。

			　ルシファーは狂気と狂喜の混ざった笑みを口元に浮かべ、その左手をライナに向けた。

			「Ｇｉッ……」

			　ライナは危機を察するが、ルシファーに刺さった腕が抜けない。ルシファーの胸部が収縮し、捕らえ切って離さない。

			　ドンッ。

			　ルシファーの手から放たれた闘気が、ライナに向かう。

			　闘気が迫る。皮膚を焦がして髪を焼く。

			　回避も防御も消滅も、なにもかもを避けられない。

			　そしてライナの脳髄に、ラクトとの記憶が走馬灯のように蘇った。

			　初めて会った時のこと。愛された時のこと。

			　バカみたいなかけ合いをした。恋人みたいにイチャついた。愛しているとささやいた。

			　走馬灯のような一瞬で思い返してみても、限りなく幸せであった時間と毎日。

			　それはこない。もうこない。

			　仮にラクトが戻ってきても、自分はもういないのだから。

			　ライナはほんの一瞬で、そんなことを強く感じた。

			（アマクサ……）

			　意識が消えていく中で、ひっそりと思う。

			（わたしは――。キミに出会えて、本当に――――）

			　ライナの体は、チリとなって消え果てた。

			　右の腕と下半身。黒いツバサのカケラがわずかに残り、それ以外は消え果てた。

			　頭も髪も瞳(ひとみ)も口も。

			　首もノドも胴体も心臓も。

			　人間の生(せい)を構成している、ありとあらゆる部位が――。

			　

			　跡形もなく消えた。

			　

			　もしもこの場に歴史家がいれば、こう綴ったに違いない。

			　鮮烈なる愛に生きた、苛烈なるギルドマスター。ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。

			　享年、わずか十七歳。

			　次元迷宮最下層にて、生涯を終える。

			　その葬列には、一〇〇〇を越える人間が参列することであろう。

		

	
		
			第28話　そのころのラクト。

			　

			　ライナがルシファーに敗北を喫した時分。

			　ラクトは異次元空間の中をたゆたっていた。

			　宇宙のように光りがなくて、隕(いん)石(せき)のような岩石が漂っている。

			　意識はない。この空間に運ばれた瞬間に消えている。

			　肉体もまた、時間の問題でチリへと変わる。

			　それはゆったりとした、安穏の死。

			　小川の中の小さな山が、ゆるやかに削れて土になっていくかのような、穏やかな消滅。

			　肉体という檻を消し去って、魂だけを残す空間。

			　それが今、ラクトが送られた空間である。

			　魂が、たゆたうための空間である。

			　ゆえにラクトの肉体も、滅びゆくのが必然と言えた。

			　けれども、声がした。

			（ラクトさま）

			　声は静かにくり返された。

			（ラクトさま）

			　懐かしいその声に、ラクトはゆっくり目を覚ます。

			　そこにいたのは赤い髪に赤い瞳(ひとみ)に、鋭い目つきが特徴的な女の子――赤峰ユキだ。

			「ユキ……？」

			「はい、わたしです」

			　ユキは小さくうなずいた。

			「あなたはルシフェールの攻撃を受けて、この空間に飛ばされました」

			「…………」

			「わたしのことなら、心配なさらないでください。新しい体が完成するまで、魂だけの状態でいるだけです」

			「戻ることは……できるのか？」

			「普通は無理です」

			　ユキはハッキリ言い切った。

			「わたしのように魂だけの状態になっていれば別ですが、肉体を持ったまま移動するには、異空間の壁を破壊する必要があります。それには莫大なエネルギーが必要です。壁を闇雲に破っても、どの世界にでるかわかりません。それはあのルシフェールでさえ、一度封印を受ければ五〇年は世にでれなかったことからわかると思います――――が」

			　ユキはコインのようなものを取りだし、親指で弾いた。

			　ピイィン――と澄んだ音が鳴り、空間に波紋が生まれた。波紋の跡には、懐かしい世界の映像が映る。そして先では、この世でもっとも愛しい少女のひとりが、敵に頭を――。

			「ライナ……」

			　ラクトの顔に絶望が走る。

			　最悪の予感が的中してしまった現実に顔がゆがむ。

			　しかしそれでも。

			「手遅れなのは、ライナひとり…………だ」

			　血が滲(にじ)むほどに拳を握り締めつつ、必死に感情を押し殺す。

			　異空間と元の世界をさえぎる透明な壁のようなものに手を当てて、ユキに問う。

			「この壁を、破壊する方法は……？」

			「お腰につけている、その剣です」

			「これか……」

			　ラクトは腰についていた、レーヴァンテインを引き抜いた。

			「次元の膜は、ただの人間に破壊することはできません。しかしその剣に使われている金属は、ただ強いだけではありません。聖なる加護を受けた銀の剣がアンデッドやワーウルフに効果的なように、次元空間の膜に対して干渉を加える――クルツァ・フライト粒子に酷似した因子が含まれております」

			「そうか……」

			　ラクトはレーヴァンテインを構えた。

			　頭部を飛ばされたライナを想い、心を深く静めてく。

			「しかしてレーヴァンテインの使い手は、雷撃を受ける」

			「ッ――！」

			　突如現れた雷撃が、ラクトの全身に走った。

			　並の人間であれば即死はまぬがれ得ない雷撃を、ラクトはかろうじて耐えた。

			「テメェは……」

			「いかにも我は、三元世界において貴主に破られたアガレス」

			「そうしてワシは、フレイヤの御子を破りしも、貴主に破られたバアル」

			「最後に吾輩は、ライナティアス＝ミューレン・ミューレンに破れたヴァサゴ」

			　白い髭を蓄えた禿(とく)頭(とう)の男を筆頭に、三人の男が現れた。

			　ヴァサゴを見るのは初めてのラクトだが、アガレスとバアルは知っている。

			　つい先日に探索した塔で戦った敵だ。

			「ッ……」

			　特にバアルに殺されかけたユキは、青ざめて歯を食い縛る。

			「さっ――先に、先に行ってください！　この三人は、わたしがひとりで引き受けますっ！」

			「我ひとりにも勝てなかったヌシが、三人に勝てるとでも？」

			「この空間で重要なのは、魂の強さです。その観点から言えば、わたしは――」

			　ユキは右手を前に突きだし、右の手首を左手で掴む。

			「負けませんっ！」

			　放たれるのは、緋(ひ)色(いろ)の輝きを放つ熱閃(せん)光(こう)。

			　それはユキの宣言通り、魂の強さを示す一撃。

			　しかしその一撃は、ヴァサゴの右手にあっさりと吸われた。

			「フウウンッ！」

			　ヴァサゴは燃えあがり、炎の魔人のごとき姿となった。

			「吾輩の能力は、相手のマナを吸い取り自らの力へと変えるものだ」

			　そう言って、ユキの下へと突っ込んでいく。

			「クッ！」

			　ユキは拳の乱撃をかろうじていなし、右の拳をギリギリで受けた。

			　しかし膝蹴りを食らい、体をくの字に曲げられた。

			　渾身の力で手刀を薙(な)ぐが、あっさりと避けられる。

			「ラクトさま。早く……。はや、く…………！」

			　腹部を押さえて血を流し、決死の顔でユキは言う。

			　ここでラクトと離れれば、それは恐らく永久の別れだ。

			　新しい入れ物《肉体》が完成しても、中身《魂》がなければどうしようもない。

			　それでもいっしょに倒れるよりは、何倍もいい。

			　ラクトがこの三人に苦戦して、外が手遅れになってしまうよりはいい。

			「……わかった」

			　ラクトは静かにそう言った。

			　ユキは軽いさびしさを覚えつつ、これでいい――と思った。

			　本来の自分は、この世界にくる前に死んでいた身だ。

			　病院のベッドでなにも残さず、そして残せずに死んでいた身だ。それが最期に役立てる。好きな相手と、友達になったシャルルやミーアの役に立つ。十分な一生と言えるだろう。

			　が――。

			「十五秒だけ耐えてくれ」

			　ラクトはレーヴァンテインを鞘に納めて言った。

			「そうしたら、三秒で片づける」

			　本気の瞳(ひとみ)でそう言って、ラクトは全身のマナを高める。

			　仲間のはずのユキですら、恐怖で身震いしてしまうほどの圧力。

			　眼光だけで、全身が凍りつきそうになる。

			　ましてラクトの敵からすれば、そのプレッシャーは並ではない。

			「う、が……」

			　アガレスが、恐怖のうめきを口から漏らした。

			「うっ……浮かびし魔弾。数は一〇〇。我の敵を撃ち抜く！」

			「吾輩の敵を焼き尽くせ。獄炎葬！」

			「ボアアアアアアアアアアアッ!!」

			　アガレスが炎を発してヴァサゴがユキから奪った魔力を放ち、獣人と化したバアルが突っ込んでくる。

			　ユキはひとりで立ち塞がった。

			　魔弾を焼いて、炎を手刀で鋭く薙(な)いだ。だがしかし、バアルの攻撃は食らってしまう。左の貫き手を肩に受けて押される。

			　これで三秒。

			「グッ……、ギッ……」

			　バアルの手首をガシリと掴み押し合う。力で負けそうになるが、蹴り飛ばして弾く。

			　これで五秒。

			　背後のラクトの圧力が、一際大きなものになる。稼ぐ時間はあと一〇秒。

			「我が念ずるは巨大なる壁。左右からの圧殺」

			　アガレスが言う。巨大な壁が左右に生まれ、ユキを一気に挟み込む。

			「ガアッ……！」

			　グシャッと嫌な音がした。

			　だがユキは、力と炎で強引に壁を押し返す。

			「ハッ……、ハッ、ハアッ」

			　視界が霞んで吐息があがる。

			　ここで七秒。

			　ユキは突撃してきたバアルとヴァサゴを相手に、肉弾戦をくり広げる。

			　人外どもの攻撃は、目にもとまらぬほど鋭い。

			　ユキはひたすら防御に徹し、致命打は回避する。しかし負傷した全身が、動くたびに悲鳴をあげる。ラクトのことを強く念じる。

			（駄目ですね……わたしは）

			　負けないと大見得を切ったのに、もはやラクトのことを考えている。

			　ラクトに守ってもらうこと。抱きしめてもらうことを期待している。

			（弱々しいですね……わたしは）

			　そんな自分を情けないと思う反面、心地よいとも思ってしまう。

			　ずっとひとりぼっちでいたから、頼れる人の存在がうれしい。

			　次第に押されて、殴られ蹴られて傷ついていく。

			　みぞおちを殴られ頬を打たれて、胸倉を掴まれて頭突きを食らう。

			　乱撃を浴びて、サンドバッグのように嬲られる。

			「ハアッ！」

			　それでも全身から炎を発し、攻撃の手をゆるめさせる。頭の中で数を数える。

			（十……。十一……。十二……）

			　そしてちょうど十五秒。バアルが腕を振りあげた。それを食らえば絶命を免れることのできない手刀が、首に向かって振り下ろされる。全精力を使用していたユキに、それをいなす力はない。回避も防御も抵抗も、なにひとつできない風前の灯火。

			　けれども、ユキに恐怖はない。

			　だって、十五秒経った。

			　十五秒は耐えろと言ったラクトの前で、十五秒は耐えた。

			　それならラクトは、絶対なんとかしてくれる。

			　そんな予想が確信として、胸の奥に響く。

			　思考は現実化する。黒い風が真横を通り、バアルの腕をぶった切る。

			　振り向き際に斬撃八閃。バアルの体を細切れにする。

			　これで一秒。

			「な、あっ……」

			　驚(きよう)愕(がく)しているヴァサゴの頭部を掴み、狂気めいた笑みを浮かべる。

			「こっちのマナを吸いてぇんなら、存分に食らいやがれっ！」

			「グアッ、ガッ、アアアアアアアアアアアッ！」

			　エネルギーを吸いすぎたヴァサゴの顔がふくらみ、風船のように破裂した。

			　これが二秒。

			　最後はアガレスに突っ込んで、真一文字に切り裂いた。

			　レーヴァンテインの効果によって、アガレスの残骸に火柱が立つ。

			　宣言通り、三秒での勝利。

			　だがアガレスは、ニヤ――と下卑た笑みを浮かべた。

			「我を裂きし真炎の剣(つるぎ)は、その代償として、その刀身を…………ぐふっ」

			　アガレスの魂を賭けた言霊によって、レーヴァンテインにヒビが入り――。

			　

			　砕け散った。

		

	
		
			閑話　シャルルは戦う。

			　

			「クハハハハハハ」

			　ライナの頭部を吹き飛ばし、シャルルを追い詰めていたルシファーが、突如高笑いをあげた。

			　魔法剣をだしていたシャルルが、息を詰めて身構える。

			「わたしはわたしの体が生みだした者たちとは、リンクを繋げることができるのだがね……」

			　ルシファーは自身のこめかみをトントンと叩くと言った。

			「イーターによって異空間に飛ばされていた、キミのご主人さまだが――――帰れないことに決まったようだ」

			「はう……？」

			「異空間に浮遊していた恋人のひとりを見捨てることができずに戦った結果、時空間の壁を破るために必要な武器を破壊されてしまったらしい。万が一戻れたとしても、この戦いには間に合わん」

			　クハハハハハハ。ルシファーは、二度目の高笑いをあげた。

			　シャルルに向かって手をかざし、二発の光球を放つ。

			「それでは腐りゆく者よ。祝福を受けるがいい」

			「はうっ……わんっ！」

			　シャルルは涙を垂れ流しつつ、魔法剣を振るう。魔法剣に備わっている最低限の魔力でルシファーの光球に亀裂を入れた。光球ふたつ、真っ二つに裂ける。

			「今のを裂くか」

			　意外そうに言ったルシファーは、無数の光球を宙に浮かべた。

			　ひとつ食らえば即死する光球が、十と四。

			　ルシファーは、それを自身の周囲に携えたそれを――。

			「エェェェェェェェェェェェェェェェイメンッ！」

			　一斉に放つっ！

			（はうっ……！）

			　それでもシャルルは怯むことなく大地を蹴った。自身の剣を振るってく。

			　ザザザザンッ。

			　シャルルの剣が振るわれるたび、光球が裂けて爆散していく。

			　だがしかし、最後のひとつが裂け切れない。

			（はううっ――――!!）

			　シャルルは全身の筋肉をフルに使って、地を蹴り跳んだ。

			　宙をくるりと旋回し、かろうじて避けた。

			「まだ悪あがきをするか。肉体の檻に囚われて、魂を腐乱させてゆく者よ」

			「それは……当たり前でありますっ！」

			「そのような精神論で、わたしに勝てると思っているのか？」

			　ルシファーは手をかざす。真っ白な光球が、シャルル――ではなくシャルルの隣の地面で爆発した。

			「はううっ！」

			　シャルルはあえなく飛ばされる。

			　自分に向かってくる光球であれば切り裂けるシャルルだが、体から外れたところを狙われると弱い。元々の体格が弱い分、簡単に飛ばされる。

			　技に特化しているシャルルでは、技をへし折る力に勝てない。

			　そもそもシャルルに勝ち目はない。

			　まがりなりにも立ち会えているのは、相手が警戒しているからだ。

			　完全な不意打ちとはいえ、自分の心臓を潰したシャルルを、弱いと思ってないからだ。

			　いくつもの爆風と散弾めいた小石を食らい、シャルルは何度も吹き飛ばされる。

			　それでも何度も立ちあがり、剣を構えてルシファーを見据える。

			「まだ続けるのか」

			「当然で…………ありますっ！」

			　シャルルは重い息を吐き、壮烈に叫ぶ。

			「シャルルはシャルルは、勝てるから戦っているわけではないでありますっ！　成功するからがんばってきたわけでもないでありますっ！　守りたい人がいるから戦い、辿りつきたい場所があるからがんばってきたのでありますっ！」

			　シャルルの頭に浮かぶのは、想い人の姿。

			　その人の隣に立って戦う。時には背中を預けあう。お互いがお互いを、全力で守りあう。

			　そんな関係を夢に見ていた。

			　自分は弱い。それは知ってる。

			　想い人はもちろんのこと、自分と同じく想い人を深く愛する、ほかの女の子たちよりも弱い。

			　そんな自分が、大好きなあの人と肩を並べる。

			　それは遠い夢だろう。困難な道のりだろう。

			　しかし――。

			「困難であることを理由に諦めていては、叶う夢などないのでありますっ！」

			　シャルル＝ノイスタッドは信じていた。

			　大好きな人の、生存と帰還を。

			　その人が帰ってくるまで、自分が生きていられる自信はないが。

		

	
		
			第29話　大いなる理不尽。

			　

			「困難であることを理由に諦めていては、叶う夢などないでありますっ!!」

			　シャルルの啖呵に、ルシファーの手がとまる。ほんの一瞬。わずか一瞬。過去を懐かしむかのように瞳(ひとみ)を細める。

			　しかしすぐさま目を閉じて首を振り、右手に力を溜めていく。

			「はううっ……」

			　その圧力に、シャルルは怯む。眉が八の字になる。圧力に押された気弱な尻尾(しつぽ)が、股のあいだに入り込む。

			　それでもシャルルは、けっして逃げない。

			　怯んで脅えてボロボロ泣いても、苦難に背を向け逃げることはしない。

			　握った剣に魂を込めて、炎を激しく舞いあがらせる。

			　その時だった。

			「オラアァッ！」

			　裂(れつ)帛(ぱく)の気合いと、なにかを殴る音がした。

			　ドォンッ！　ドォンッ！　ドォンッ！

			　単純な、物理の音が響き渡る。

			「なっ……、これは……」

			　ルシファーは、異空間にいるはずの眷属とリンクを繋いだ。

			　アガレスは、死亡していて繋げない。

			　バアルも同じく、死亡している。

			　ただヴァサゴだけは、かろうじて繋げる。爆散していたヴァサゴだが、瞳(ひとみ)と脳は破片がわずかに残ってた。

			　浮遊する左目で、その光景を見る。

			　それは解説するだけバカらしい攻撃。

			　知恵の輪を力で引き千切るがごとき、理屈も道理もなにもない、単純な物理。

			　そんな攻撃で異次元の膜をぶん殴り、強引に破ろうとしている。

			「なっ……。バカか、この男は…………」

			　できるはずがない。

			　そんなこと、できるはずがない。

			　世界を自由に渡れる自分でも、次元の壁を破るには、数十年はかかるのだ。

			　それなのに――それなのに。

			「オォォォォォォォォォォォ！！！」

			　異空間のラクトは、全身に魂をたぎらせて――。

			「ラアアッ!!」

			　

			　物理で無理やりぶっ壊す！！！

			　

			（グギャアアアアアアッ！）

			　その余波でヴァサゴは消滅し、異空間の膜は破られた。

			　大いなる理不尽(アマクサラクト)が現れる。
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			　ガラスのようにヒビ割れた空間の奥から、悠然と。

			　静かなる怒りを、全身に立ち込めさせて。

			「ヨォ……」

			「クハハハハッ！」

			　規格外のラクトの姿に、ルシファーは高笑いをあげた。

			「すばらしい！　すばらしいぞ！　アマクサラクト！　それでこそ、我の試練になるというもの！　真に然り、真に然りいぃ！」

			　ルシファーは六枚の羽を広げた。ラクトに向かって突っ込んでいく。

			　右手を軽く下に振る。手の先から白い剣を精製し、横(よこ)薙(な)ぎに振りあげる。

			　しかしラクトは左手で剣を軽く押さえると、右手で拳を叩き込んだ。

			　ルシファーの臓物と肉体が弾け飛ぶ。

			「クハハハハッ！」

			　だがルシファーは、あくまでも笑う。

			「貴様は確かにすばらしいが、拳ひとつでわたしに勝てると思うのかなっ?!　その身を千度裂かれようとも再生を果たし、遠距離からも攻撃できるわたしにっ?!」

			　右手をかざし、闘気の閃(せん)光(こう)を飛ばした。

			　ライナの頭部を飛ばしたそれに、ラクトは真っ正面から突っ込んだ。

			　左手で弾き飛ばして、ルシファーに迫る。わずか一秒の間に、六発の拳を叩き込む。

			「再生するから、なんだっつーんだ？」

			　吹き飛んだルシファーを追走し、木にぶつかったところで蹴りの一撃。

			「ガハアッ！」

			「千度裂かれても再生すんなら、万回殺せばいいだけじゃねぇかぁ！」

			　右のフックを叩き込む。ルシファーの上半身が曲がり、地面に叩きつけられた。急回転して地面に頭部をぶつける。それは並の人間であれば、脳(のう)漿(しよう)が飛びでるほどの衝撃。

			「エェェェェェェェェェェェェェイメンッ！」

			　だがルシファーは一回転すると空へとのぼり、六枚の羽を広げた。

			　両の手から光球を作りだし、無限とも思える勢いで射出していく。

			　木々が倒れて地面が抉(えぐ)れ、土煙が舞った。

			　最後に空へと手をかかげ、一際巨大な光球を作りだして――――落とす。

			　隕(いん)石(せき)が落ちたかのような爆発が起きた。風圧で、まだ無事だった木々も薙(な)ぎ倒される。

			　直撃してれば、さすがのラクトでも一溜りもない攻撃。

			　が――。

			　

			　当たらなければ、意味はない。

			　

			　気配を感じたルシファーは、後ろに向かって手刀を放った。

			　そこにいたラクトが、腕を盾にして受ける。

			　ドォンッと激しい音が鳴る。

			「クハハハハ！　まさか貴様が、今の程度で死ぬはずがなかろう！」

			　ズガガガガ。互いに拳を撃ち合っていく。

			　戦いの中で成長しているのか。ルシファーの技量は最初のころよりあがってる。

			　しかしラクトの相手にはなれない。

			　拳の一撃を受ける。

			　激しく吹き飛ばされるが空中で回転し、両の手を重ねて闘気を溜める。

			　いまだ宙に留まっているラクトに、蒼白い閃(せん)光(こう)を放つ。

			「エェェェェェェェェェェェイメンッ!!」

			　放たれる闘気弾は、軌道線上にある分子すべてを分解せんがごとき勢いで進む。

			　跳べはしても飛べはしないラクトでは、それを回避することはできない。

			　先の攻撃に比べて溜めの時間が少ない分だけ威力も低いが、小さな星の三分の一は抉(えぐ)ることができる威力ではあるが――。

			　

			　ラクトは右手で弾き飛ばした。

			　

			　平時であれば、気合いとマナを込めなければいけない威力。

			　だがしかし、今のラクトはキレている。この程度の攻撃は、蚊の体当たりと変わらない。

			「ククク…………ハハハハハハッ！」

			　ルシファーは三度高笑いをあげて、地上へと降りた。

			　一切の小細工をやめて、ラクトを相手に殴り合う。

			　ラクトの拳に拳で返す。

			　皮膚が剥(は)がれて肉が取れ、六枚の羽が千切れ消えてく。

			　それでも顔に浮かぶのは、狂気めいた笑み。

			　なにか策があるのかと言えば、なにひとつない。

			　巡らそうと思えば一〇〇か二〇〇は思いつくが、どれひとつとして通じない。

			　例えばピッと血を飛ばし、ラクトの視界を封じ込む。しかしラクトは気配を頼りに、拳を叩き込んでくる。

			（クハハハハ！）

			　そのたびに浮きあがるのは、愉快な気持ちと過去の記憶だ。

		

	
		
			第30話　彼が天使になったのは。

			　

			『彼』は肥溜めの中で生まれた。

			　社会と世界の醜く汚いものを捨て去った、スラム街という名の肥溜めで生まれた。

			　その世界はラクトたちの世界――地球よりも魔法的で、シャルルたちの世界――アールヴヘイムよりも科学的であった。地球のような世界の中で、魔法を使える人間が当たり前にいるような世界を思えば、それなりに正しい。

			　魔法を使うには、特殊な才能が必要であった。

			　ゆえに魔法を持たない者が、持たざる者の必然として科学を発展させていった。

			　しかしそんな世界でも、住んでいるのは人間だった。羽やツノを生やしているだけの人間であった。格差も差別も欲望も、当たり前に持っている人間であった。

			『彼』は、そんな人間たちが作りだしたスラム街で生まれた。

			　束の間の肉欲の果てに生まれた『彼』は、名前を与えられることもなく捨てられた。

			　廃屋の奥で生まれてゴミ箱の中で産声をあげ、カラスに突かれて終わるはずの一生だった。

			　しかし『彼』には、魔法の才能があった。

			　自身を食らおうとしたカラスを逆に捕えて生き血をすすり、飢えと渇きを癒していった。

			　野生の獣がそうするように、生きるために殺して奪った。

			　そして五年の歳月が流れたある日。

			『彼』は、生まれて初めての『敵』に出会った。

			『彼』とは対照的な黒髪をした、ひとつ年上の少年だ。

			『敵』は盗品であるパンを、土管の上で食べていた。

			　奇襲をかけたが回避され、戦いが始まった。

			　それはただの子どもが、一食のパンを奪い合うにはあまりにも激しい戦いであった。

			　しかしスラムに住んでいる者にとって、パンとはそれほどに尊かった。

			　死体を突つきにくるカラス。スラムでの人狩りに特化したスラムジャガー。

			　あるいは死体に湧いたウジムシなどが、主な食事であったのだから。

			　パンを手に入れるには、『外』の人間がゴミとして捨てたものを、運よく拾うしかない。

			　戦いは数十分にもおよび、ふたりは互いに理解した。

			　コイツと戦うのは損だ。

			　そしてふたりは仲間になった。友というより仲間になった。

			　まともな環境で育っていないふたりは、名前がなければ言葉もなかった。相手に用事がある時は相手を指差して『ん』と言い、腹が減った時にはものを食べる仕草で意思を示した。

			　それは単純な繋がりであった。

			　しかし夜になってみると、相手のありがたみがわかった。

			　人といると温かい。くっついていると温かい。

			　ひとりではないということは、温かい。

			　そのようなことを学び、かつての自分が孤独という状態にあったことを知った。

			　互いにそれを感じたふたりは、『仲間』を増やした。

			『彼』か少年のどちらかひとりが、めぼしい相手に正面から挑んで戦う。戦いが一瞬で終わるようならそれで終わるが、互角以上の強さがあれば戦いの手をとめる。

			　持っていたパンなり肉を渡す。

			　最初はこちらを警戒していた相手も、食べ物を渡されると警戒を解く。

			　とにかく飢えていた彼らにとっての食べ物。それはなににも代え難い、和解の証(あかし)と印(しるし)であった。

			　才に溢れたふたりでは、仲間が増えることは少なかった。

			　それでもいつしか、『仲間』は十人にまで増えていた。

			　わずか十人とはいえ選りすぐられた彼らに、スラムでの敵はいなくなった。

			　転機が訪れたのは、そんな時だ。

			　白いマスクに白衣を着込んだ大人五人が、機械に乗って降りてきた。

			　襲いかかったスラムジャガーを火炎魔法で焼き殺した大人たちは、『彼』とその仲間たちを捕まえ始めた。

			『彼』と最初の友人であった少年は抵抗し、大人の三人に重傷を負わせた。

			　しかし専門のトレーニングを受けた上で科学武装もしていた大人たちには、そこまでだった。

			　むしろその状態で三人を負傷をさせたふたりに、大人たちは驚(きよう)愕(がく)した。

			　彼ら十人を連れ帰り、自前の施設へと送った。

			　その施設とは、地球で言うところの人権団体であった。

			　スラムに捨てられていた子どもたちを保護して、『人間』にしてやるのが目的だ。

			　教育係は、マリアといった。金色の髪が艶やかな、魅力的な女性であった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　マリアは『彼』と仲間に、さまざまなものを与えた。

			　パンとスープに、温かな寝床。雨と風を凌げる個室。

			　しかし『彼』たちの興味を引いたのは、名前という概念であった。

			　たくさんの人が集まるのには、『名前』というのがあると便利。

			　マリアはそれを丁寧に教えて、ひとりひとりに名前を与えた。

			　ひとりにはレヴィア、ひとりにはサータ。またあるひとりには、ミーカ。

			　そして『彼』に与えられた名が――。

			　

			　ルシフェール。

			　

			　のちに魔王とも呼ばれる『彼』が、その原型となる名をもらった瞬間だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　ルシフェールを始めとした少年たちは、マリアに深く感謝した。

			　それも当然である。

			　食べ物がある。寝るところがある。着る服が真新しい。

			　彼らの基準からすれば、天国というのはそういうところだ。

			　さらにマリアはルシフェールたちに、『神』を教えた。

			　神の名のもとに、善いことと悪いことを教えた。

			　汝(なんじ)それを欲するのならば、まずは与えよ。

			　誰かにしてほしいことがあるのなら、まずは自分がそれをしなさい。

			　汝(なんじ)奪うな。殺めるな。父母を敬い敬意を示せ。

			　汝(なんじ)の命は、神に与えられたものである。ゆえに自ら命を絶ってはいけない。

			　世界にいるのは、すべて善き人である。しかし清らかな水もいずれ淀んでいくように、清らかな人もそのままでいては淀んでしまう。だから善いことをして、清らかでいなければいけない。

			　人とわかり合うのは大変なことです。苦難の道です。けれども、忘れてはいけません。

			　困難であることを理由に諦めていては、叶う夢などひとつもないのです。

			　それらは至って道徳的で、平和的な教えであった。

			　そもそもマリアが彼たちを拾ったのも、『弱き者にはほどこしを与えよ』という、『神』の教えからであった。

			　彼たちは、姿がなければ形も見えず、名前も知らない『神』に感謝し、祈りを捧げるようになった。マリアと同じ、敬虔なる神の使徒となった。

			　そして神の教えには、『奉仕せよ』というものがあった。

			　力があるなら力を使い、金銭があるなら金銭を使い、ほかの者に奉仕せよ。

			　ルシフェールは、その才を使った。

			　卓越した魔法の才と単純な知という才を使って、魔導科学に革新的な進歩を与えた。

			　その存在と革新性は、火の発見に勝るとも劣らないものであった。

			　あらゆる賞賛を受けたルシフェールは、謙虚に言った。

			　神様のおかげです。

			　自分をこの世に生み落としてくれた神。

			　才能というギフトを与えてくれた神。

			　マリアという存在に出会わせてくれた神。自分があるのは、すべて神様のおかげ。

			　そしてルシフェールはマリアと婚姻を結び、親に捨てられた子や、スラムに捨てられた子どもたちを保護する事業を始めた。

			　マリアとの子はできなかったものの、孤児院の子どもたちが自分の子どもでもあった。

			『おじちゃーん、みてぇー。おじちゃんと、るみぃーを描いたのー』

			『ハハハ、そうか』

			　笑顔で絵を見せてくる子ども(ルミイ)の頭をやさしく撫(な)でて、鏡を見つめた。

			　そこにいるのは若々しい青年であるが、子どもの目からはおじちゃんに見えるらしい。

			　思わず苦笑が漏れてしまうが、悪い気はしなかった。

			　同じ施設から引きあげられた仲間たちも、各々が得意な分野で頭角を発揮した。

			　彼らのすべてが、世界の人類を進化させた。

			　しかしどれほど進化をしても、そこにいるのは『人間』だった。

			　格差も差別も欲望も、当たり前に持っている人間であった。

			　人を憎むことがあれば争いをすることもある、ただの人間であった。

			　些細なことから始まった口論をもつれさせて拳を振るい、拳の復讐に銃を用いる。

			　銃に倒れた同朋のために魔法を使い、魔法への報復に魔導科学の技術を用いる。

			　ひとりとひとりの争いがふたりとふたりの争いになり、三人と三人の争いになる。

			　そして行き着いた先は――。

			　

			　戦争だ。

			　

			　ルシフェールは、その戦力として期待された。

			　しかし慈愛と平和に目覚めていたルシフェールは、戦いを拒絶した。

			　何度も何度も説得を受けたが、何度も何度も拒絶した。

			　そして一〇度目の説得には、初めての仲間にして友であった、ベルゼビュートが現れた。

			　施設の子どもたちが寝静まった夜に現れ、気さくな感じに声をかける。

			「よっ」

			　右手には、ワインのビンだ。

			「説得か？　ベル」

			「役割としてはな」

			　ベルゼビュートはワインをだして、ルシフェールの杯に注いだ。

			　ルシフェールはそれに口をつけて、まっすぐに言う。

			「何度言われても変わらん。わたしは戦争をする気はない」

			「だろうな」

			　ベルゼビュートも、自身の杯に口をつけた。

			「説得にきたのではないのか……？」

			「オレの言葉でオマエが変わってくれるかどうかぐらい、目を見ればわかるさ。何年の付き合いになってると思ってるんだ？」

			「今年でちょうど、二十年だな」

			「オマエとオマエのヨメさんよりも、オレとオマエのつき合いのほうが長い」

			　ベルゼビュートは、快活そうに笑った。

			「つーても戦わないんなら、早いとこ宣言した上で、どっかの孤島に隠居でもしたほうがいいぜ？　言っちゃなんだがオレやオマエは、存在自体が兵器だからな」

			「それは一理あるだろうな」

			　ルシフェールは、苦い顔でワインをすすった。

			「オマエのほうは、どうするんだ？　ベル」

			「オマエが戦わないって言うんなら、オマエと同じくどっか遠くで隠居してるさ。会うのもたぶん、これで最後だ。ふたり会っているってだけで、周囲にとっては脅威だからな」

			「すまないな……」

			「気にするな」

			　ふたりは別れを惜しむかのように、ちびり、ちびりとワインを飲んだ。

			　しんしんと降り積もる粉雪のような、静かなる昔話に花を咲かせる。

			　そしてワインが尽きたころ、ベルゼビュートは立ちあがった。

			「じゃあな。ルシ」

			「ああ。ベル」

			　ルシフェールは、胸の前で十字を切った。

			「神は試練を与えるが、その人間が越えられん試練は与えん。なにかあったら、この言葉を思いだせ」

			「最後の言葉も、神さまの話かい」

			「わたしがあるのも、マリアや子どもたちに巡り合えたのも、すべては神の加護と意思のおかげであられるからな」

			「そうか」

			　ベルゼビュートは、クックと笑った。

			　友に比べて敬虔ではないベルゼビュートは、友の言葉を甘いと思う。それでも友に今の幸福を与えているというだけで、『神』も悪いやつではない――とは考えている。

			　どれほど信用できない『神』であろうと、自分と親友を出会わせてくれた。

			　大切な親友に、大切な人を与えてくれた。

			　ただその一(いち)事(じ)をもって、奇跡とするには十分だ。

			　友から警告を受けたルシフェールは、マリアとも相談して僻地へと行くことを決めた。

			　次の日の朝、子どもたちにも話をする。

			「と……いうわけで、今より不便になってしまうのだが……」

			「『へきち』って、おじちゃんとマリしゃんはいっしょなのー？」

			「それはもちろんだ」

			「それなら、いく」

			「いく」

			「いくー」

			　子どもたちは、口々にそう言った。

			　ルシフェールは、幸福を受諾した。

			　しかし僻地に移動してから一週間後。ルシフェールが買い物を済ませて帰ってくると――。

			　

			　みなが肉片になっていた。

			　

			　マリアも子どもたちもみな、物言わぬ血塊と肉片に変わり果てていた。

			　輝きに満ちていた瞳(ひとみ)が、うつろな姿で虚(こ)空(くう)を見ている。

			　愛らしい小鳥のような笑い声をだしていた口が、だらりと鮮血を垂れ流している。

			　幸せの象徴として壁に飾られていた絵が、血に塗れて汚れている。

			　防護服に次元銃を構えた兵士七人が、ルシフェールに銃口を向ける。

			　照準を合わせた対象を、別の次元に送り込む銃だ。

			　ライフルサイズのそれを使うと、直径一〇センチの風穴を人の体にあけることができる。

			　それはルシフェール自身が開発し、一般人にも使えるようにした技術。

			　ゴミ捨て場すら埋め尽くすゴミをなんとかしたいという、実に平和的で日常的な目的から作られた超科学。

			　それが兵器に応用されて、大切な家族たちの命を奪った。

			　ルシフェールの体にも、八つの穴をあけてきた。中にあった心臓も潰れる。

			　血を吐き壁に寄りかかったルシフェールに、男たちは言ってきた。

			「今のアンタが『中立』だろうと、未来のアンタもそうである保証はないでしょお……？」

			「特に貴様は、スラムの出身であるしな」

			「ならばなぜ、わたし以外の者たちも……？」

			「アンタの子どもで家族なら、アンタからどんな知識をもらっているのかわからない。だったら皆殺しにしておくのが、『安全』っていうねぇ？」

			　ルシフェールの中でナニカが切れた。両の瞳(ひとみ)に力を込める。ひとりの頭部が弾け飛ぶ。

			「ひっ……」

			「なっ……」

			　そのままふたりの男をにらむ。ふたりの頭部が弾け飛ぶ。

			　最後にすうっと手をかざし、四人の心臓を弾き飛ばした。

			　ルシフェールの心臓は三つある。ひとつを潰されたぐらいでは、どうということもない。

			　しかし失ったものの大きさに、ルシフェールは膝をつく。

			　甘かった。

			　自分は完全に甘かった。

			　しかし甘さに後悔はしても、神そのものは恨まなかった。

			　神はこの世に存在していて、同時に間違ってもいない。

			　もしも神がこの世におらず、間違っていると言うのなら――。

			　ルシフェールは、肉片に変わったマリアと子どもたちを見つめた。

			　もしも神がこの世におらず、間違っていると言うのなら。

			　マリアたちとの出会いはなかった。

			　子どもたちとの出会いはなかった。

			　自分はスラムの奥底で、名前も得られず死んでいた。

			　ゆえに神は存在している。ゆえに神は間違っていない。

			　では、どうしてこうなったのか。

			　血にまみれた空間の中、ルシフェールは聖典を読んだ。神の本当の意思を学んだ。

			　世界にいるのは、すべて善き人である。

			　しかし清らかな水もいずれ淀んでいくように、清らかな人もそのままでいては淀んでしまう。

			　だから善いことをして、清らかでいなければいけない。

			　世界の人は、善きことをできなかったに相違ない。

			　ゆえに善き魂を、穢してしまっただけなのだ。

			　また、聖典にはこうあった。

			　奉仕せよ。

			　力があるなら力を使い、金銭があるなら金銭を使い、ほかの者に奉仕せよ。

			　これは恐らく、穢れてしまう魂を救済することに違いない。

			　自分の力は、そうでなくては説明がつかないほどに大きい。

			　そして聖典の一部に記されている、『殺めるな』の一文。

			　これは完全に誤読していた。

			　殺めてはならないのは、人の魂。肉体の檻に閉じこめられた、魂のことだ。

			　肉体については、むしろ解放してやらなければならない。

			　それが神の使徒なる自分の運命。神に課せられた定め。

			　今回の悲劇は、それを怠ったがゆえの罰。

			　そうである。そうなのである。真(まこと)に然り。

			　彼は祈りの言葉を唱えた。

			「エェェェェェェェェェェェェェェェェェイメンッ！」

			　ひとつの街が消えた。

			　彼はかつての仲間たちに連絡を取り、すべての人間に救済を与えることを提案した。

			　六人が賛同し、三人が反発をした。

			　彼と同じく、手のひらを返された五人。

			　それでも人に助けてもらい、人に絶望することがなかった三人。

			　そんなこととは関係なしに、ルシフェールを友と呼ぶベルゼビュートがひとりであった。

			　世界の人々は、聖なる者の意味があった彼の名前を、『かつて、聖なる者だった者』の意味に変えた。

			　そしてこう呼び、憎悪した。

			　神の代弁者になったつもりの、傲(ごう)慢(まん)の大罪を背負いし狂人――ルシファー。

			　彼はあえてその名を背負った。

			　肉体という檻に囚われ魂を腐らせた者たちが自分をそう呼び恐れるのなら、その名を名乗ることこそが自分に与えられた運命であると思った。

			　そして世界の人々は、皮肉なことにひとつとなった。

			　ルシファーに反発することを決めた三人を中心に、争いをやめて手を繋ぎ合う。共通の脅威に、力を合わせて立ち向かう。

			　かつてルシファーが求めていた世界の姿が、そこにはあった。

			　けれども、遅い。

			　彼は向かってくる軍隊と能力者たちを、次から次へと滅ぼした。

			　かつての仲間も滅ぼした。

			　ミカエル、ラファエル、ガブリエルなどと呼ばれているようになっていた三人も、消し炭に変えた。

			　そして世界の人々は、あえなく滅んで死に絶えた。

			　かろうじて生き残ったのは、戦いが激化した折りに、次元空間を割る装置を使って異世界へと逃げた者だけだ。

			　それの中には、地球へ逃げた者もいた。

			　地球へと逃げた男は持ち込んだ『科学』を使い、当時の地球人からすれば壮大なる奇跡を起こした。

			　希望と願望と誇(こ)張(ちよう)と脚色が混ざり合った身の上話は、神話という名がついて広まった。

			　ルシファーという名がラクトたちの世界にも伝わっているのも、そういう経緯からである。

			　ルシファーら七人は、ありとあらゆる世界を回った。

			　ありとあらゆる人々に『救済』を与え、ありとあらゆる文明を滅ぼした。

			　破壊と救済を続けるごとに、傷も痛みも意識の奥へと沈んでいった。

			　自分がどうしてここにいるのか。自分がどうして破壊をするのか。

			　それらすべてを、沈めてしまった。

			　神の意志。ただ神の意志。

			　永久(とわ)に続く戦いの中で、仲間がひとり、またひとりと倒れてゆくのも。

			　最初の友が最後の友になってゆくのも。

			　封印を受け、孤独に意識をさまよわせるのも。

			　神の意志。ただ神の意志。

			　長い戦いの中でその身を千度裂かれて死ねなかったのも、すべてはただ神の意志。

			　しかし目の前にいる敵は、かつてないほど強靭だ。

			　魔法は届かず拳は効かず、結界を張っても簡単に破られる。

			　神は人に試練を与える。けれども、越えることのできない試練は与えない。

			　そのはずである。

			　そのはずである――のに。

			　拳はめり込み体は飛ばされ、体の肉は抉(えぐ)られる。今の状態ではもちろんのこと、万全の状態でも勝てないだろう。

			　しかしこの相手、なにゆえであろう。

			「なにゆえ我を、憐(あわれ)れむように見ているのだ……？」

			「別に……理由なんてねぇよ」

			　彼は知らない。

			　目の前のこの男には、相手の心を断片的にだが読み取る力があることを。

			　彼は知らない。

			　目の前の男が半ば無意識で力を使って、彼の過去と悲しみを知ってしまったことを。

			　彼は知らない。

			　目の前の男が異様な力を持っている理由。それは狂って壊れてしまった彼を嘆いた、かつての恋人や子どもたちの祈りが、たまたま地球にいた青年に届いたものであることを。

			　彼はもちろん青年も、青年を呼んだ錬金術師すらも知らないままに、彼を救うための奇跡だけが起きていたことを。

			　彼は知らない。

			　知らないがまま、彼は反撃をくりだそうとして――。

			　心臓を貫かれた。

			　先刻までの戦いと合わせて、三つ目の心臓である。

			　三つしかない心臓の、最後に残った心臓である。

			　その生命力で即死こそは免れるものの、命の焔(ほのお)を灯し続けることはできない。

			　消えゆくかがり火の生命力で、自身を神の使いと思うようになった狂人は笑った。

			「クククク。ハハハハ。クハーハッハッ！　ままならん！　ままならんものだなぁ、アマクサラクトよ！　この世界というものは、実に――実にままならん！」

			　両手とツバサを大きく広げ、狂乱天使の雄叫びをあげる。

			「ゆえに我は神に祈った！　ゆえに我は神を愛した！　それゆえに我は、神を信じて生きてきた！　滅びゆくこの瞬間にも、唱えよう！」

			「人を救わぬ大いなるあなたよ！」

			「我を救わぬ大いなるあなたよ！」

			「それでも我は、ただ一片の奇跡を理由にあなたを慕(した)おう！」

			「愛する者に出会わせてくれた奇跡をもって、あなたのすべてを肯定しよう！」

			「この場においても断言しよう！」

			「小さき我は、この一生をあなたに捧げ尽くすことができて幸福であったと！」

			　彼は残された命をあらん限りの叫びに使うと、空を見上げた。

			「ハハハハハハハ！！！」

			　澄んだ涙を流しつつ、自らのマナを白き光の柱(ピラー)と変えた。

			　そして魂を神に『神』に捧げた。

			　敬(けい)虔(けん)なる信者である自分さえ救わなかった、存在するかも怪しい神に。

			　しかし最期の瞬間に、彼は確かにそれを見た。

			　失ったことで自我が狂い壊れてしまうほどに大切だった恋人と、子どもたちの姿を。

		

	
		
			第31話　なにも知らない第三者が見れば。

			　

			　戦いが終わった。ラクトは静かに息を吐く。

			　シャルルが歩み寄ってきた。

			「ラクトさま……」

			　ラクトが生きていたというのに、その表情に笑顔はない。

			「はううっ、うっ、ううぅ～～～～～」

			　めそめそと泣きじゃくり、大粒の涙をぽろぽろと流す。

			　ラクトはシャルルを抱きしめて、頭と背中を静かに撫(な)でた。

			（………。）

			　リアも静かに近寄ってくる。瞳(ひとみ)が涙でじんわり赤い。

			　ラクトがシャルルを静かによけると、ラクトへと飛びついた。

			　ラクトにぎゅうぅ………。と抱きついて、ラクトの胸元に顔をうずめる。

			（ラナさんと、セシさん、まもれなかつた………です。）

			　くすん、くすんと身を震わせる。深すぎる悲しみが、ラクトの胸をちくりと突き刺す。

			　戦いは終わった。いろんな人を助けることができた。

			　でも失ったものが、あまりにも大きすぎた。

			　しかしラクトの瞳(ひとみ)から、涙が流れることはなかった。

			　もしもここで泣いてしまうと、大切なふたりを失ったことを認めてしまうような気がした。

			　もちろんラクトがどうしようとも、現実は変わらない。

			　変わらない……けど。

			（いいよな）

			（まだ）

			（もうすこし）

			（認めなくっても…………さ）

			　戦いは終わった。

			　終わったのだから。

			　なんてふうに、考えていると――。

			「КАААААААААААААААААッッ！」

			「ラクトさまっ！」

			　シャルルがラクトを突き飛ばしてきた。

			　ラクトの立っていた位置に、黒いイカズチが通りすぎる。

			「シャルル?!」

			「平気で、あります……わん」

			　しかしシャルルの右肩は、深く抉(えぐ)られていた。

			「リアッ！」

			（こくっ！）

			　ラクトはリアにシャルルを任せ、黒いイカズチを放った相手を見やる。

			　

			　ライナであった。

			　

			　悪魔の瞳(ひとみ)に悪魔の牙に、漆黒のツバサを生やしたライナ。

			　そして瞳(ひとみ)から流れるは、鮮血の涙。

			「Кrаッ、Каッ、亜ッ……」

			　ライナはラクトを見つめると、ほんの一瞬、理性めいた輝きを目に宿らせた。

			　ラクトの顔にも、希望が宿る。

			　が――。

			「КrаК、КrаК、КААААААААААААッッ！」

			　この世のものとは思えない声をあげ、一直線に突っ込んでくるっ！

			「クッ！」

			　ラクトは咄嗟に腕を立て、ライナの攻撃を受けた。

			　ズガガガガ。ライナが乱撃を放つ。

			　かろうじて受けきると、ライナは蹴りを放って距離を取った。

			「グギィ……、Кｉｉ……КrаК」

			　獣のうなり声をあげ、敵を見る目でラクトを見つめる。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　命とはなにか。

			　人間とはなにか。

			　それはどちらも、難しい問題である。

			　それでも物質的なことを言うなら、原子の粒の集合体だ。

			　酸素や窒素や炭素といった有機物の原子に、カリウムやマグネシウムといった無機物の原子が混ざり合い、やはり有機物のカタマリでしかない、脳という器官が作りだす自我によって動く、実にオカルトめいた性質を持つ物体である。

			　その考えにおける脳は、全身を動かし司るための司令塔だ。

			　ゆえにそこが破壊されると、意識はなくなり死に至る。

			　ただそれは、一般的な生き物の場合だ。

			　ライナの黒きマナは、宿主の頭部が消し飛ばされようとも死ななかった。

			　体に残っていた記憶から頭部の情報を集め、ライナの頭部を再構築させた。

			　女王バチ《巣の中枢》を失ったハチが、新たな女王を作りだすかのように。

			　体を抉(えぐ)られた樹木が、時間を置けば何事もなかったかのように再生するかのように。

			　それをできてしまうのが、ライナティアス＝ミューレン・ミューレン。より正確に言えば、ライナの体と一体化した黒きマナの力。

			　しかしそこに意識はない。

			　姿形こそライナだが、意識はまるで違う存在。

			　それをなんと呼べばいいのか。

			　ラクトたちにはわからない。

			　しかしなにも知らない第三者が見れば、端的にこう言うであろう。

			　

			　バケモノ。

		

	
		
			第32話　苦しみの名前は、面影。

			　

			「КАААААААААААААААААッッ！」

			　ライナの形をした『それ』が、オレに向かって突っ込んでいく。

			　オレは腕をクロスさせ、『それ』の拳を真っ向から受けた。

			　鈍い衝撃がきた。拳に押され、オレの足場が小さくへこむ。

			　激しいラッシュが飛んでくる。

			　殺意の篭(こも)った一打一打は、ライナのそれとはまったく違うほどに重い。

			　いなして受けても、体力を削られていく。

			　そしてオレは反撃できない。

			　目の前にいる『それ』が、ライナの姿をしているからだ。

			　黒きマナに理性も記憶も飛ばされて、オレをオレと認識できなくなっているだけのライナのようにしか見えないからだ。

			　その一方で、姿形だけである。

			　姿と形がライナであるというだけで、中身はまったく別である。

			　そう考えて対応しないと、オレは死ぬ。

			　そしてオレがここで死んだら――。

			　オレはチラりと、リアとシャルルのふたりを見やった。

			　オレがここで死ぬことは、つまりそういうことである。

			　それゆえオレは、目の前の『それ』を、『それ』と認定しなければいけない。

			　世界でもっとも愛おしい存在についていた名を、『それ』に与えてはいけない。

			　けれども、それは理性の話。頭でいくら言い聞かせようと、心が理性を拒否してる。

			　目の前の存在を、『ライナ』であると断定している。

			　オレは迷いを持ったまま、右手を前に突きだした。

			『そいつ』は、オレの拳を素手で押さえた。

			　オレの腕を足場に使い、オレの顔を太ももで挟む。

			　全体重をかけて反転。

			　オレを一気に投げ飛ばすっ！

			　ガオォンッ！

			　激しい衝撃が背中に走り、硬い地面に小さなクレーターができた。

			　オレはなんとか受け身を取ったが、背中への衝撃は激しい。

			『そいつ』の追撃を転がって回避。立ちあがって距離を取る。

			　オレの瞳(ひとみ)に涙がにじんだ。

			　この鮮やかな体術は、『ライナ』が使っていたものである。

			　以前に武芸会で戦った時とまったく同じ、『ライナ』の体術そのものである。

			　中身がもはや別であるのに、攻撃に使う体術にだけ、『ライナ』の面影が残っている。

			『そいつ』が三(み)度(たび)突っ込んできた。

			　拳と蹴りの激しいラッシュ。オレに隙ができるや、頬を殴ってみぞおちに膝を入れ――。

			「ＧＡ唖亜ア……」

			　アゴにアッパーを叩き込むっ！

			　オレは咄嗟にアゴを引いたが、一〇メートル近く浮く。『そいつ』がドンッと地を蹴って、オレのそばに飛んできた。

			「КаАッ！」

			　拳。

			　オレの体は地面に落ちる。地面にクレーターが生まれ、反作用の衝撃がオレの全身に走った。

			『そいつ』が膝を立てながら、オレの右腕に落ちてきた。

			　ボギィ……！　と、右肘が砕けた。

			「ЖяЖчч…………」

			『そいつ』は薄ら笑いを浮かべ、黒いマナを右手に溜めた。

			　これは終わるな、とオレは思った。

			　今のオレの状態で、これを食らうとオレは終わる。

			　なのに力がでてこない。全身が、戦うことを拒否してる。

			　これはもう、ライナじゃない。姿と形が同じなだけのバケモノ。

			　頭でそう言い聞かせてみても、心のほうが拒否してる。

			『そいつ』のマナが、オレに向かって放たれようとする。

			　その時だった。

			　

			　ドンッ！

			　

			『そいつ』の横っ面に衝撃が走り、体勢が崩れた。

			　リアである。リアが自身の力を発して、『そいつ』に攻撃を加えていた。

			「リアさま――――はうっ！」

			　リアはシャルルも吹っ飛ばし、ライナに向かって突っ込んだ。

			　力を使って自身をカタパルトのように飛ばし、ライナの胸部をぶん殴る。

			　その顔は、苦渋の涙で濡れていた。見ていて痛くなるほどに、くしゃくしゃに濡れていた。

			　戦いたくない。倒したくない。傷のひとつもつけたくない。

			　そんな気持ちが、ハッキリでていた。

			　しかし――。

			（わたしは、ラクトが、たいせつ………です！）

			　両の手を重ね、至近距離から空圧砲。ライナの体が吹き飛ばされる。

			　ライナは翼をバサリと広げ、ブレーキをかけた。ダメージは――――ない。

			（んっ………。）

			　先の戦闘のダメージだろう。むしろリアがフラついていた。

			　突っ込んできたライナと殴り合い、力を使ってライナを飛ばす。

			　それでもそれは、一時凌ぎにすらならない。

			「ガアアッ…………」

			　ライナが六枚のツバサを威(い)嚇(かく)するかのように広げ、両の手を重ね合わせた。

			　黒い光りが充填される。

			（はあっ、はっ、はっ………。）

			　リアは光彩のない、うつろな瞳(ひとみ)でそれを見る。今にも倒れそうなほどに汗をかき、足下もふらついている。それでもオレを守るべく、ライナのことを見据えてる。

			　するとライナに、変化が生まれた。

			「ＧＵ、ギ、ギ……」

			　理性を取り戻そうとしているのだろうか。マナの流れがゆるやかになる。手の向きも、ほんのわずかに垂れさがる。葛藤の証なのか、瞳(ひとみ)からは鮮血が流れる。

			　オレとリアが、希望の混ざった緊張の眼差しで見つめた。

			　けど――。

			「КаАААААААААААААААААААААААッッ！！！」

			　黒いマナがライナを飲み込み、漆黒の巨竜を放った。

			　それを食らえばリアは死ぬ。骨も残さずかっ消える。

			　そう確信されてしまうほどの一撃であった。

			　オレはリアの前にでる。

			　後ろに下がってろと命じ、右手に白いマナを宿す。

			「等価の法の、理(ことわり)を総べる者として告げる……っ！」

			　ひとつ間違えれば死に至る。

			　その現実がもたらす緊張感が、心臓を鳴らす。

			「汝(なんじ)の性は、姦(かん)邪(じや)にして凶。ゆえに我は汝(なんじ)に命じる――」

			　口をあけ、オレを飲み込まんとしてくる漆黒の巨竜に向かって――。

			「四散せよ！」

			　手刀をぶち込むっ！

			　まるで時間がとまったかのように、漆黒の竜が静止した。

			　ピキィ――と白い線が走って、竜は静かに裂けていく。

			　オレは一息に駆けた。

			　モーゼの念で真っ二つに割れた滝を突き進むかのように、漆黒の竜の合間を駆ける。

			　迷わない。

			　オレはもう、迷わない。

			　空を背にしたライナのことをまっすぐに見据えて、まっすぐに駆ける。

			　折れていない左腕に意識を集中させて、覚悟を込める。

			　かけがえのない恋人を、自らの手で殺める覚悟を。

		

	
		
			第33話　決着。

			　

			　ライナを殺す覚悟をも決めたオレは、ライナに向かってまっすぐ駆けた。

			　幾度も放たれる漆黒のイカズチを右腕で受けて、ダメージのない左腕に意識を集中させていく。左手の先端に、渾身のマナを込め――。

			　

			　ライナの心臓を貫いた。

			　

			　ライナを守ろうと誓ったその手で、ライナの心臓を貫いた。

			　ライナの胸から腕を引き抜き、体を地面へと叩きつける！

			「ああああああああああっ！！！」

			　オレは裂(れつ)帛(ぱく)の雄叫びをあげた。

			　心臓の風穴に、オレのマナを流し込む。

			「КААААААААААААААААッッッ！！！」

			　ライナが今までとは違う、苦悶と苦痛の悲鳴をあげた。

			「КrаК、КrаК、ЖяЖ、ШШШッッッ！」

			　オレは再び、ライナの中にマナを流す。

			「АААА、唖唖唖唖亜亜亜亜亞亞亞亞アアアアッッッ！！！」

			　頭を敵に飛ばされようと、ライナは死にはしなかった。

			　ならば胸を貫かれた程度で、死んでしまうはずはない。

			　それがライナの持っている、黒きマナの力。

			　しかし今のライナをライナでなくしているのも、ライナが持っている黒いマナだ。

			　それゆえオレは、オレのマナを流し込む。ライナのマナを外にだす。

			　ライナがけっして死にはせず、けれど理性もなくしもしない。

			　そんな奇跡のラインを狙い、ライナにマナを流し込む。

			　果たしてそれでうまく行くのか。そもそもラインなんてあるのか。

			　わからない。

			　わからない――けど。

			　

			　オレはライナを、諦めたくない。

			　

			　それがどんなに無謀で無意味に無駄に見えた話でも。

			　ひとつ間違えてしまったら、自らの手でライナを殺めることになっても。

			　オレはライナを諦めない。

			　一〇〇分の一、一〇〇〇分の一、億分の一であろうと、オレは絶対諦めない。

			　ライナを殺す覚悟を決めて、何度もマナを流し込む。黒いマナを外にださせる。

			　オレがマナを流し込むたび、ライナの黒いツバサが弾けた。

			　ひらひら舞い散る漆黒の羽が、オレの背中にはらりと落ちる。

			　そのたびに、オレの背中には焼けるような痛みが走った。

			　戦闘のダメージも相まって、意識が遠のきそうになる。

			　さらにライナの胸元が、オレの左手を直接浸食しようとしてきた。

			　漆黒のマナが黒いヘビのように登り、オレの肩にまでやってくる。

			　その時だった。

			（んっ………！）

			　地面にへたれ込んでいたリアが、右手を伸ばしてバリアを張った。

			「ラクトさまっ……！」

			　さらにシャルルが、オレの左手に手を添えた。

			　オレを侵食しようとしてきた漆黒のマナを、自身の体に引き受ける。

			「はううっ……！」

			　苦痛の悲鳴を漏らしたシャルルは、それでも笑顔を作って言った。

			「なにがあっても、シャルルはいっしょであります……わん」

			　オレは渾身の力を込めた。

			　ありがとう、リア。

			　ありがとう、シャルル。

			　大切なふたりに礼を言い、一際多くのマナをぶち込み、心の底から全力で叫んだ。

			「戻ってこい！　ライナッ！」

			　叫びとともに、ライナの体がドォンッと跳ねた。

			　ピシリ――ピシッ、ピシッ。頭のツノに入っていたヒビが、一際大きなものになり――。

			　

			　割れた。

			　

			「ガッ、アッ、アッ……」

			　ライナの動きも鈍くなる。今までとは違い、凍りついたかのように静止する。

			　そして真っ赤に血走っていた目が――。

			　

			　いつもの、青に。

			　

			「はぐ…………」

			　いつもの顔に戻ったライナが、かつてない表情を見せた。

			　心の底から、申し訳ないと思うことをしてしまった子どものような顔だ。

			　憐(あわれ)れなほどに涙を溜めて、ぽつりとひと言。

			「あまくさ…………」

			　そのひと声がきっかけだった。

			「はぐうぅ～～、うっ、ぐううぅ～～～。すまぬ、あまくさ、すまぬぅ～～～～～」

			　ライナは洪水のような涙を流し、オレにひしっと抱きついた。

			「さっきの記憶、残ってたのか」

			「すまぬ……、すまぬっ、すまっ…………はぐっ、うっ、くウゥ～～～～～～～～」

			　必死に謝ろうとしているようだが、涙に邪魔され声にならない。

			「わたしはわたしは、キミに……キミたちに、どうすればよいのだ……？　謝罪しても謝罪しても、キミたちに謝ることができん。わたしはわたしは、どうすれば、どうすれば……」

			「そうだね……」

			　オレはライナの髪を撫(な)で、心からの微(ほほ)笑(え)みで言った。

			「エロいことだね」

			「はぐ……？」

			「オレに関して言うんだったら、今までみたいにエロいことさせてくれれば完全に許すよ」

			「シャルルはシャルルは、ライナさまが戻ってきてくださっただけで十分であります……わん」

			（こく………。）

			「キミたちは……ばかか」

			　やっぱり涙を流すライナに、シャルルがこっそり気を使った。

			　ライナの背を押し、オレの胸板にうずめさせる。

			　ライナはオレの背中に腕を回して、ひしっ……とくっつく。

			「ばかか、ばかか、ばかか…………」

			　言葉とは裏腹に、深い愛情と申し訳ないと思う気持ちが、ひしひしと伝わってきた。

			　でもそれが、とてもうれしかった。

			　笑ってもいいはずの状況で、申し訳ないと思ってしまう。

			　それがまさしく、オレのライナであるのだから。

			「おかえり、ライナ」

			　オレがささやいてやると、ライナは小さくうなずいた。

			「愛しているぞ……アマクサ」

			　よかった――。

			　ライナが無事で、本当によかった。

		

	
		
			第34話　戦いも、セシリアの運命を変えるには至らず。

			　

			（ちょん、ちょん。）

			　オレが余韻に浸っていると、リアに背中を突つかれた。

			「どうした？　リア」

			（………。）

			　リアは無言で、後ろを見やった。

			「みいぃ……」

			　セシリアがいた。

			　たまたまあった木の陰に隠れ、[image: kao_08.png]みいぃ……。な感じでこちらを見ている。

			　アイツもちゃんと無事だったのか。

			（ぴこぴこ。）

			　リアが頭の左右のぴょこハネをぴこぴこ動かし、テレパシーで情報を伝えてきた。

			「攻撃のショックで気絶していて、ついさっき目覚めたのか」

			（こくっ。こくっ。）

			「そして何もできないままに終わっていた事実のショックが大きすぎて、でるにでられなくなっている…………と」

			（こくっ。）

			　一番の当事者だったのに、まったく活躍できないまま終わったセシリア。

			　さすがさすがと言うべきか、奇跡のアホの子である。

			　あれだけの当事者でありながら一切の見せ場がないとか、なかなかできることじゃないよ。

			　オレは、隣に座ってたシャルルに言った。

			「怒ってないからこっちこいやアホの子って伝えてくれるか？」

			「はうっ?!」

			「アホの子って言いにくいなら、細かいニュアンスはシャルルで調整していいぞ」

			「そういうことなら、了解でありますっ！」

			　シャルルは元気に、セシリアのところへ向かった。用事をもらってうれしいのだろう。お尻(しり)の尻尾(しつぽ)はパタパタ振れてた。

			「セシリアさまっ！」

			「みぃ……？」

			「世界で一番おやさしいオレさまは、怒ってなどはいないでありますっ！」

			「みいぃ……？」

			　やさしい言葉をかけられたセシリア。

			　それでも後ろめたいらしい。むしろ木の陰に引っ込んでしまった。

			　シャルルは役目を果たすべく、勢い込んで言った。

			「おやさしいラクトさまは、セシリアさまがご無事でうれしい。早く会いたい。もっと近くで顔を見たい。だからきてくれともおっしゃっているでありますっ！」

			「そうでしたの……？」

			「そうであります！」

			「みゃあん……[image: kao_02.png]」

			　シャルル――――――――――――――――――っ！！！

			　間違っちゃいない。

			　気持ちとしては間違っちゃいない。

			　無事でうれしい。早く会いたい。もっと近くで顔を見たい。

			　なにひとつ、間違っちゃいない。

			　けど――。

			　

			　直で言うのは恥ずかしいだろっ?!

			　

			　そんな気持ちも露知らず、シャルルは、はうっ！　と得意げだ。

			　セシリアを連れて、オレのところにやってくる。

			「オレさま……」

			　シャルルの後ろのセシリアが、オレを見つめてもじもじとした。

			　オレはハアッとため息をついて、セシリアを引っ張った。

			　シャルルの言い方はアレだったけど、大切に思っていたのは間違いない。

			　頬に手を当て、至近距離から見つめて尋ねる。

			「大丈夫だったのか？　体は」

			「はっ……はいっ」

			　セシリアは、頬を赤らめスカート付近のポケットに手を入れた。

			「ラクトさまからいただいた、指輪の箱がございましたので……」

			　指輪が入ったその箱は、映画や漫画でよく見るように、ひしゃげて壊れてセシリアの身代わりに――。

			　

			　なったりとかは、していなかった。

			　

			　完全な無傷。まったくの無傷。ピッカピカの無傷であった。

			「指輪も箱も、無関係すぎて赤の他人じゃねぇか！」

			　オレはセシリアの頭をはたく。

			「みゃあんっ！」

			　ほっぺたをぐにぐにと摘まんで、ふにいぃっと伸ばす。

			「はにゃあんっ、みいっ、みいぃ～～～～～～～～」

			　手を離してやると、セシリアは涙目で叫んだ。

			「いったいなにをなさるのですのぉ！」

			「オマエこそ、いったいなに言ってやがるんだよ！　今回オマエが無事だったのは、単にオマエが頑丈だったっていうだけじゃねぇか！」

			「しかしその理由では、あまりにも情緒が――」

			「そんな理由で現実曲げんなっ！」

			「みいぃ～～～～～～～～～～～～～～」

			　はぁー、もう。本当にダメだ。

			　今回の戦いも、永遠にアホの子というコイツの運命を変えるには至らなかった。

			　ここまで頭が悪い子だと、オレが面倒を見るしかない。

			　永遠にアホの子である以上、永遠に。

			　しかしそんなふうに思っていると、疲労がドッと押し寄せる。

			　ライナに折られた肘の痛みも蘇ってくる。

			　思い残すことがなくなったせいか。意識もじわじわ遠ざかる。

			　これはちょっぴり、眠ることになりそうだ。

			　だけど心は、達成感でいっぱいだった。

			　大切な恋人たちを、全員守れたという達成感で。

		

	
		
			第35話　戦い終わって・前編。

			　

			　ふと目を覚ますと、花畑であった。

			　ソファーのようにふんわりとした花が、一面に敷き詰められてる。

			　どこだろう、ここ。よくわからないが気持ちいい。

			　夢の中にいるかのような、ほわほわとした気分だ。

			　オレは静かに立ちあがる。川のせせらぎのような音がした。

			　音のほうに行く。

			　幅の広い川があった。

			　流れはとてもゆるやかで、思わず入ってみたくなる。

			　すると――。

			（ん～～～～～～～～～～～～～～～。）

			　リアがオレの服の裾を引っ張る。

			（んっ、んうぅ～～～～～～～～～～～～～～。）

			　よくわからないが、とても[image: kao_01.png]な顔をしている。

			「嫌いか？　この川」

			（こくっ！　こくっ！）

			　リアは[image: kao_01.png]にうなずいた。

			　まぁリアが言うんなら、行かないでおこう。

			（んっ！　んっ！）

			（くいっ！　くいっ！）

			　リアは川とは反対のほうを指差し、オレの裾を引っ張った。

			　改めて目が覚める。まず目に映るのは、真っ白な天井。

			　左腕を動かそうとしたが動かず、左側にやわらかな触感。

			（んうっ………！）

			　リアだった。オレの体に腕を回して、足を足に絡ませている。とっても[image: kao_01.png]な顔をして、全身でくっついている。

			（大丈夫だよ、リア）

			（！）

			　オレが心の中で話しかけると、オレのほうを見た。

			（じっ………。）

			（ぺた、ぺた。）

			　まずは視線。次に両手でオレの無事を確認し――。

			（ぎゅうぅっ………！）

			　真正面からくっついてくる。

			　オレが気を失っているとくっついてくるが、目覚めてもくっついてくるリア。

			　かわいい。

			「オレさまっ！」

			　そしてオレが気がついたことに、シャルルも気がついたらしい。

			　オレの頭を軽く掴んで、一気に抱き寄せてきた。

			　えっちなサイズのえっちな胸に顔が挟まる。

			　むにゅうぅ……♥　っと圧迫されてくる。

			　このまま行くと、おっぱいで窒息死する。天国に挟まれて天国に行ってしまう。

			　しかしシャルルは、オレが死ぬ前に離してくれた。

			「はうぅ……」

			　歓喜が滲(にじ)んだうるうるまなこでオレを見つめて――。

			「わあぁんっ！」

			　改めて抱きついてくる。

			「はうぅ、はうぅぅ～～～～～～」

			　オレの背中に腕を回して、肩に頭を乗せるかのような抱擁をしつつ、くすん、くすんとすすり泣く。

			「ラクトさんっ！」

			「ラクトっ！」

			「ラクトぉ！」

			　ロミナにレミナにリンディスも、代わる代わる飛びついてくる。

			　女の子たちの甘いにおいと、やわらかなおっぱいがオレを包んだ。

			　それの中には、ティアナの姿も混ざってた。

			　巨乳の犬耳おねーさんで、カミーユの恩人だ。

			「かなりひさしぶりだな」

			「ラクトが大変なことになったって聞いて、駆けつけてきたじゃんよ……」

			「それはうれしいね」

			「ンッ…………」

			　オレはティアナにキスをして、唇同士を絡ませた。

			「ぜなぁ……♥」

			「はうぅ……♥」

			　照れたような、はにかむような顔をしたリンディスやシャルルのことに、遠慮がちだったセシリアやアリシアのことも捕まえ、愛(あい)撫(ぶ)のようなキスをする。無数の美少女とおっぱいに囲まれた、まさに至福の時である。

			　でも足りない。

			　明らかに足りない。

			　カミーユにミーアのおっぱいが足りない。

			　あとはライナもいないのだけれど、『おっぱい』に勘定することはできなかったので略した。

			　オレはきょろりと部屋を見回す。

			　まずカミーユが視界に入った。

			　窓際の椅子に座って、ひとりポツンとリンゴを剥(む)いてる。

			　しかしオレのことはチラチラと見ていたらしい。バッチリと目があった。

			「うわわわわっ！」

			　わたわたわた。慌てるあまりにナイフとリンゴが、カミーユの手の中で躍った。

		

	
		
			[image: p_329.jpg]
		

	
		
			「カカカッ、カンチガイするなよ！　ばかっ！　ボクはオマエのことなんか、ちょっとしか心配していなかったんだからな！　オマエのことだからどーせ、元気に目を覚ますとか思っていたんだからな！！！」

			「ちょっとは心配してくれたのか」

			「それは……当たり前だろ……。オマエのことは、だい…………だし」

			「えっ？　なんだって？」

			「だっ、だい…………だし」

			「だからなんて言ってんだよ。声小さくってわかんないぞ」

			「大好きだって言ってるんだよっ！　ばかっ！　雰囲気で察しろよっ!!」

			「ははは」

			「ううぅ～～～～～～～～～」

			　オレが軽く笑って流すと、カミーユはうなった。

			　真っ赤な顔でオレをにらんで、ゆっくりと近づいてきて――。

			　きゅっ……。

			　抱きついてきた。

			「もうほんと。ちょっとは心配したんだからな……」

			「ごめんな」

			　今度はしっかり謝って、カミーユの背中と髪の毛を撫(な)でる。

			「いいよ……もう。そういうオマエだから、大好きで仕方ないんだし……」

			　カミーユは、オレの胸元に唇をつけて言った。

			　かわいい。

			　オレはカミーユとひとしきりセックスしたあと、部屋の角っこを見た。

			「はぐっ！」

			　そこにはライナが立っていた。

			　カーテンを引いて体を隠し、顔だけだしてこちらを見ている。

			「クウゥン……」

			　しかしオレと目が合うと、カーテンを引っ張り隠れてしまった。顔は見えずに、かわいい耳がちょこんとでている。

			「どうしたんだよ？　ライナ」

			「わたしはわたしは、キミに合わせる顔がない……」

			「エロいことさせてくれるなら許すって言ったじゃん」

			「しかしながら人の気持ちは、変化してくるものであろう?!　実際、わたしは、つい先日よりもキミのことを好き好きになってしまっている！　もしもキミが変化していて、『やはり許さん』と言われたら、わたしはわたしは……」

			　ライナはカーテンをキュッと握って瞳(ひとみ)を閉じた。

			　想像だけで悲しいらしい。涙がぽろぽろ落ちている。

			　オレはライナに言ってやる。

			「そんなことで泣いてると、それを理由に嫌いになるぞ？」

			「はぐっ?!」

			「だから、ほら」

			　オレは両手をゆるやかに広げて、ライナを待った。

			「ふわあぁ～～～～～～～～～～～～んっ」

			　ライナがオレの胸に飛び込んできた。

			「あまくさぁ～～～。あまくさあまくさ、あまくさあぁ～～～～～～～～～。嫌わないでくれえぇ～～～～～。わたしをわたしを、嫌いにならないでくれえぇ～～～～～」

			　ライナはオレの胸板に顔をうずめて、泣きじゃくりながらくっついてきた。

			「オレがライナを嫌っちゃうなんて、ライナがオレを嫌うぐらいありえないからね？」

			「クウゥン……」

			　半泣きのライナに、オレは軽いキスをした。

			　ライナはかつてなかったぐらいに、積極的に舌を絡ませてきた。

			　唇を離し、白い頬に触れる。

			「はぐっ……！」

			　首筋に手を当てて、舌を這わせる。

			「ふわっ……、クンッ……！」

			　ライナはどこを触っても、敏感な反応を見せた。

			　これほど敏感になっているのは、初めてやった時にも匹敵する。

			「っていうか、いつもよりいい匂いするな」

			「いいっ、いやらしいことをさせろと言うのが、キキキ、キミの要望であったから……な」

			　覚悟を決めつつ恥ずかしいのだろう。

			　ライナは赤くなっていた。

			　そういうかわいい顔をされると、ちょっといじわるしたくなる。

			「そういうことなら、ライナのほうで動いてよ」

			　オレは仰向けになって、ライナにまたがってもらった。

			「くッ、ふっ、んッ……！」

			　オレの上にまたがったライナは、一生懸命に動いた。ライナが上になってするのは、何気に初めてである。とても心地よい、新鮮な刺激を感じることができた。

			　しかしライナが相手だと、さわれるおっぱいがなくてさびしい。

			「えへへぇー、ラクトさん。ボクのおっぱいでよかったら、好きにしていいよー？」

			　するとミーアが、オレの胸板にまたがってきた。前から強く思ってたけど、ミーアは本当に気が利きまくる。サキュバスという名の小悪魔なのに、完璧な天使だ。

			　オレは当然、もませてもらう。

			「はぁーんっ♡　あっ、あぁーんっ♡」

			「んっ、くっ、んんッ……！」

			　ミーアはオレの上で悶えて、ライナの動きは激しさを増した。

			　ミーアの体でオレが見えなくなった分、快楽を求める動きが強くなった格好だ。

			「ところで、ラクトさま……」

			「ん？」

			「お腕のほうは、大丈夫なのでありますか……？」

			「腕？」

			「シャルルの記憶が正しければ、ライナさまとの戦いで、ぼぎりと……」

			「それなら普通に折れてるし、動かすと痛いよ」

			「はうっ?!」

			「そんな怪我もしてたのっ?!」

			　それでもオレは、ミーアの胸をぐにゅっと鷲掴みにした。十本の指が乳房に食い込む。

			「でもおっぱいを揉(も)むためだったら、痛みなんかどうでもいい」

			「はうぅんっ……！」

			　恥ずかしいのだろう。シャルルは声を詰まらせた。

			（ん………。）

			　そして黙っていたリアに、ガマンの限界がきたようだ。

			（ぬぎ………。ぬぎ。）

			　パンツをおろして裸になって、オレの顔の上にまたがる。

			　小さくて愛らしい小さな谷間が、口の上にダイレクトだ。

			　ぺろぺろぺろ。べろ……ぺろ。甘い蜜を舐め取りまくる。アリの子であるリアの蜜は、比喩ではなくて甘い。むしゃぶりついて吸いまくる。精力剤の作用もあるのか興奮も一気に高まり、ライナの中に射精する。

			（クふうぅんッ！　♥！　♥！　♥♥！！！）

			　ビクビクビクッ！

			　急な中出しを受けたライナは、全身の毛を逆立たせるかのような勢いでイッた。しかしほんの数瞬休むと、再び腰を動かし始める。今までは理性や恥じらいで抑えていた分が、一気に爆発している感じだ。

			「えへぇー、ラクトさん。おっぱいを揉(も)まれるのは好きだけど、乳首をつねってこねられるのは大好きなんだけどなぁー、ボク」

			「はあッ………、んっ………。いりぐちの………みぎのとこ。もっとぺろぺろしてほしい………です。」

			　甘えてくるミーアの乳首をつねり、リアの中に舌をくちゅりとねじ込んだ。ミーアの乳首をこねながら、割れ目の入り口の右のところを、ぺろぺろと舐めた。

			　最終的には、リアやミーアともヤッた。

		

	
		
			第36話　戦い終わって・後編。～ユキの処女をいただいたりする編～

			　

			　オレはみんなと楽しんだ。

			　リアやミーアと楽しんだあとは、レミナやロミナとも楽しんだ。

			「ラクトさん、もういっかぁ～い♡」と甘えてきたミーアとキスをしながら、シャルルを組み伏し、メロンサイズの豊満なバストの谷間にペニスを入れる。

			　ティアナとも楽しんだ。

			　初めてをいただいたあとは体勢を変えつつ四回ぐらい楽しんで、どれが一番よかったか尋ねたりした。

			　よかったという体勢で、三回ぐらいかわいがった。

			　リンディスがぼやく。

			「アタシの初めての時と、対応が違うぜなぁ……！」

			　オレはティアナを、正常位で突きながら答えた。

			「リンディスは、あんまり素直じゃなかったからな」

			「ぜなあぁ……（ジト目）」

			「だけどそれなら、どんな風にしてほしかったんだ？」

			「っ……?!」

			　リンディスは頬を染め、瞳(ひとみ)を左右に泳がせた。

			「あっ……甘いキスから、始まるような感じの…………だぜな」

			「そうか」

			　オレはティアナの中にだし、リンディスを抱き寄せた。その唇に、甘いキスをしてやる。

			　唇が離れると、唾液の糸がツウッと垂れた。

			「次は？」

			「くっ……唇よりは、下のところを、さわってほしい…………ぜな」

			「このへんか？」

			　オレはおっぱいを揉(も)んだ。

			　リンディスの口から、嬌(きよう)声(せい)めいた喘ぎが漏れる。

			「ぜなあぁ……！」

			　たっぷりといじり、耳元でささやく。

			「次は？」

			「次は……」

			「次は……なに？」

			「ぜなあぁ～～～～～～～～～～」

			　恥じらう気持ちが、臨界点に達したらしい。

			　リンディスは顔を両の手でおおい、もじもじと身をよじった。

			　かわいい。

			　当然のごとく押し倒し、セックスをした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　行為が終わった。

			　ベッドの上に座ったオレに、みんながまとわりついてくる。背中や正面、両サイドの二の腕や足にくっつき、キスをしたり体を舐めたりとして余韻を味わう。

			　まさに至福を、味わっていると――。

			「なっ――ななっ、なっ――――」

			　戸惑いまくりの声がした。

			　見てみると、真っ赤になってるユキだった。医務室のドアをあけて戸惑っている。

			「あれ、ユキじゃん」

			「はっ……はい。わたしです」

			　オレはベッドから降りて、ゆっくりと歩み寄った。

			「もう大丈夫なのか？　体のほうは」

			「以前のようには戦えませんが、日常生活の程度であれば」

			「それはよかった」

			「そそそそっ、そんなことよりこの状況と、あなたのそれは、それはっ……！」

			　ユキはオレの股間を見つめて、ぶるぶると震えた。

			　オレが一歩近づくにつれて、一歩、一歩と後ずさる。

			　ドンッと壁に背が当たる。自分の足で、自ら追い詰められた格好だ。

		

	
		
			[image: p_340.jpg]
		

	
		
			「どどどど、どうしてこっちにくるんですっ?!　寄るんです?!　なんの用があるんです?!　あと三秒で噴火しそうな股間の鬼が島で、わたしを襲うつもりですかっ?!」

			「それはもちろん、その通りだが？」

			「悪いことを堂々と言わないでくださぁいっ！」

			　ユキは拳をギュッと握って、[image: kao_01.png]な顔で叫んだ。

			「そもそもわたしはあなたの顔も中身も好ましく思っていますが、すべてを受け入れるための覚悟も準備もまだまだでして、そういう行為はまだもうすこし待――――んうっ」

			　ユキはいろいろ語っていたが、唇で唇を塞いだ。逃げられないよう肩を押さえて、体を壁に押しつける。

			「はむっ……。んっ、んうっ…………！」

			　ユキは瞳(ひとみ)を固く閉じ、オレの舌に嬲られた。押し返そうとはしているようだが、舌をくちゅりと絡まされると――。

			「んうっ――！」と喘ぐ。

			「んうっ、はあっ、んうぅ…………っ！」

			　口の奥から漏れでる吐息も熱を帯び、閉じられた瞳(ひとみ)の目尻も垂れる。

			「今回の戦いでさ……。思ったんだよ、オレ」

			「なにを…………ですか？」

			「世の中なにがあるかわからないんだから、したいことはできるうちにしたほうがいい」

			「今まで以上にいやらしくなるということですかっ?!」

			「まぁ今までのオレなら、初めての相手に拒絶されたら、自重していた可能性が高いね」

			「でしたらでしたら、今回も――ンン――――――――！」

			　必死に抵抗していたユキだが、キスとおっぱいを同時にされて喘いだ。

			　オレは衣服越しに楽しんだあと、ユキの衣服に手をかけた。中央から破く。剥(む)きだしにされた生のおっぱいを直接に揉(も)む。

			　ぐにゅっ、ふにゅっ。むにゅっ。

			　大きさは中の上。シャルルやセシリアたちほどの巨乳ではないが、手のひらいっぱいに納まるぐらいにはある。

			「んぷっ、ふうっ、はあっ、あっ。指っ……熱(あつ)っ……！」

			　しかし感度は抜群らしい。オレがむぎゅりと指を食い込ませるたび、ユキの体温はあがっていった。火の玉を揉(も)んでいるかのような感覚に、オレの体も熱くなる。ユキの右の足を持ちあげ、小便をする犬のような格好にする。

			「お待ちください、お待ちください、お待ち……アッ……カッ……ハッ、ハアァ――！！！」

			　ちょっと強引だったので、一分ぐらいかけてゆっくりと挿れた。こじあけるのではなく、慣らし入れていく感じだ。初めてなためキツくはあったが、最終的には全部入った。

			「カアっ、はッ、あッ……」

			　ユキは涙目になってたが、頬は色っぽく染まっていく。すばらしくセクシーだ。

			　オレの股間の鬼が島さんも、あいさつ代わりに噴火する。

			「カッハアァ――――――――――――！！！」

			　ユキは官能の表情のまま、この上ない嬌(きよう)声(せい)をあげた。敏感な部分は精液をこぼさないようキュウとしまって、口の端からはヨダレを垂らす。全身はビクビクと痙攣し、筋肉は弛緩する。

			「口ではごちゃごちゃ言っていたけど、体の準備はできていたんじゃないか」

			「カハッ……」

			　耳元でささやいてやると、ビクッ♥　ビクッ♥　と体が震えた。

			　そのまま二回戦目、三回戦目へと入った。

		

	
		
			最終話　そして――。

			　

			（んっ、んっ、んっ………。）

			　ベッドの上。ウェディングドレスのリアが騎乗位で動く。両手を地面にぺたりとつけた、あひる座りなかわいい姿だ。それでも一生懸命に動き、気持ちよくなっている。

			（んんっ………！）

			　イッたらしい。リアは両目をビクッと閉じて震えた。

			　上半身を起こし、リアの唇にキスをする。しばし抱きあい、お互いにキスをした。

			　するとドアがバンと開いて、セシリアがやってきた。リアと同じ、ウェディングドレスだ。

			「いったいなにをしてらっしゃるのですの?!」

			「逆に聞くけど、オマエにはなんに見える？」

			「そ……それは……、あっ、あっ、愛の…………」

			　セクハラを受けたセシリアは、真っ赤になって言った。

			「言わせるなんて、おひどいですわぁ！　ラクトさまぁ！」

			　とっても頭が悪いクセに、愛らしい生き物だ。

			　さらにその腹の中には、新しい命も宿っている。

			「よし、行くか」

			「はっ……はいっ！」

			　オレはリアも隣に連れて、セシリアと歩いた。

			　あの戦いから、二年がすぎた。

			　オレはセシリアの実家にあいさつに行き、結婚の許可をもらったりした。

			　セシリアの兄のレイシアは、自分が見捨てることしかできなかった妹を救ってくれたオレに感謝し、けれど渋い顔もしていた。

			　オレと種族が違うセシリアでは、子どもがとてもできにくい――というのが理由だ。

			　確率で言えば、およそ五〇分の一らしい。

			　もっとも、強硬な反対ではなかった。

			　愛しい相手との子を育てるのが、セシリアの夢だった。それができないオレが相手となると……というノリだ。あくまでも、セシリアを想ってのお話であった。

			　だからオレは張り切った。

			　五〇分の一の確率でしかできないのなら、五〇倍やればいい。

			　今まで以上に、セシリアを犯しまくった。

			　不平等にならないよう、シャルルにミーアにライナのことも犯した。

			　透明になる薬草を飲んで、店番をしているロミナやリアをまとめてやったり、森を探索していたレミナにリンディスとティアナを襲ったりもした。

			　その甲斐あって、無事に妊娠したわけだ。

			　リアに至っては出産もしている。

			　花嫁用の待合室に入った。

			（（んっ………！））

			　リアを小さくしたような男の子と女の子が、オレの足にくっついてきた。

			　ふたりそろって、タキシードを着ている。

			　リアとオレの子だ。

			「よしよし」

			　オレが男の子を抱きあげると、リアは女の子を抱きあげた。

			（（ぎゅっ………。））

			　ふたりそろって、自分の親であるオレとリアに抱きつく。

			「はぁーん、いいなぁ。いいなあぁ。ボクもほしいなぁ。ラクトさんの赤ちゃんー」

			　オレのミーアが、人差し指を咥えてつぶやく。ミーアは『まだ』なのである。

			「はうぅん……♥」

			　逆にシャルルは、大きなお腹を押さえてうっとりとした。

			「わたしのほうは、ふたり目がほしいな……♥」

			　銀色の髪をしたウルフ耳の赤ん坊を抱き抱え、うっとりとつぶやくのはライナだ。

			　ルシフェール戦でのことがあって遠慮がちだったので、発情期の時を狙った。発情を抑えるクスリを取りあげて、半月近くヤリ続けていたら孕んだ。

			「パパー」

			「パパー」

			　レミナとロミナにおぶさっていた、ふたりそっくりのウサミミっ子が手を伸ばす。

			　ウサミミの獣人の子は、妊娠からの出産と、出産してからの成長も早い。最速はリアだったけど、それに次ぐ二番手だ。

			「ぜなぁ～～～♥」と、ほっこり笑顔のリンディスが、レミナの子どもを抱きあげた。

			「かわいいぜなぁ♥　かわいいぜなあぁ♥♥」

			　かわいいのはオマエだ！　と言いたくなるような笑みを浮かべて、頬ずりをしている。

			　リンディス自身も孕んでいるが、出産はまだまだ先だ。リンディスの種族は、時間がかかるらしいのだ。お腹もふくらんではいない。

			「べ……別に、オトコでも赤ちゃんは産めるし……」

			　メチャクチャを言うのはカミーユだ。全員ウェディングドレスを着ている中で唯一タキシードだが、しっかりと孕んでる。リンディスと同じく、お腹はふくらんでいないけど。

			「ラクトさまには、感謝してもしたりません……」

			　アリシアも、そんなふうにつぶやいた。

			　アリシアについては、少々特殊だ。

			『おねぇさまが、ご懐妊なさるまでは……』と遠慮がちだったので、椅子に縛りつけてヤリまくった。ヨメにすると決まった以上、そういう遠慮は禁止でタブーだ。

			　その甲斐あって無事に孕んだ。

			「本当に……あなたは仕方のない人ですね……」

			　そんなふうにつぶやくユキも、しっかりと孕んでる。いわゆる普通の妊娠とは違う、魔法レベルに発展した科学技術の結果らしい。それでもオレの遺伝子データと、ユキの魂から読み取れる肉体的な記録(レコード)を元にしているため、産まれてくる子は普通の子どもと変わらないとのこと。

			「お時間ですです！　ラクトさま！」

			「わかった」

			　セシリアの親衛隊であるリミィの言葉を受けて、オレは式場に向かう。

			　セシリアやアリシアの関係者に、ライナの部下や同僚。リンディスたちの子分や、ティアナとカミーユ、ロミナの店の常連などが揃い並ぶ式場で永遠の愛を誓い合った。

			　それが終われば外にでる。

			　白い雲が浮かぶ、青い空の下にでる。

			　お母さんになっても甘えん坊で、オレの脇腹にくっついてくるリアと、腕を組んでくるシャルル。そのすぐ後ろをついてくる、赤ん坊を抱いているライナ。

			　セシリアとアリシアの姉妹に、リンディスにロミナとレミナ。

			　とにかくみんなで並んで歩いた。

			　不安がまったくないとは言わない。いいとはいえない親に育てられてしまったオレが、子どもたちをうまく愛せるのかどうかはわからない。

			　けれども。

			　それでも。

			　だがしかし。

			　実際に産まれた子どもたちと、幸せそうなみんなを見れば、うまくやれると思うのだ。

			　空だって青い。

			　

			　オレたちのイチャラブはまだまだ続く！

		

	
		
			ｋｔ60（ケーティーロクジュウ）

			スーパーに捨ててあるキャベツの葉っぱを拾って食べる生活も早三年。今では一八円のモヤシにも、「高いな」と思えます。（二〇一七年四月現在）

			　

			イラストレーション

			ｃｃｃｐｏ（スリーシーピーオー）

			京都府出身、奈良県在住。主な仕事はソーシャルゲームイラストやゲーム原画など。趣味は釣りとサッカー観戦ですが、釣り場が遠いので最近は雑誌を眺めるだけの日々です。（二〇一七年四月現在）
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